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　一月上旬──

　インフルエンザが流は行やっているわけでもないのにあたしは風か邪ぜをひいてしまった。

　小学生のころは風邪をひいて学校を休んでも、ネガティブな感情は湧わいてこなかった。今日きようは体育がある日だし、ラッキー。そんな楽らつ観かん的てきなことを思うくらいで。

　でも、高校生になると学校を一日休むだけで、その一日分の授業の遅れを取り戻すのに一苦労だ。特にあたしみたいに頭の悪い高校生は。

　平日の昼間、みんなが授業を受けている時間、あたしはベッドで横になっていて、ただ熱ねつが下がるのを待っている。今日の数学は何ページ進むだろう。英語は小テストがあると言っていた。体育では百メートルのタイムを計るはずだ。休んでいるあたしはいつ計るんだろう？

　病欠で学校を休んでいるあたしは前にも後ろにも進まず、その場に停止していて、あたし以外のクラスメイトたちはどんどん前に進んでいく──

　その日は風邪をひいているせいか、あまり食欲が湧かなかったけれど、昼食にトーストを一枚食べた。バターを塗っただけのトーストに、ティーバッグではなく、ちゃんとした茶葉でいれた熱あついミルクティー。食後に苦にがい薬を一気に飲み干すと、また布ふ団とんに潜もぐり込んだ。

　次に目が覚めたのは夕方。午後五時を回っていた。

　あたしは自室の窓から蜂はち蜜みつ色いろに染まった街並みを見下ろしながら、片かた倉くら君のことを考えた。

　もう学校も終わっているころだし、電話かけてみようかな。病人は寝てろ、とかそんなことを言われるのは目に見えているけれど、ここ何日か顔を合わせていないから、片倉君の声が聞きたい。ちょっとだけでいいから。って、そういえば……学校を休んで何日か経たつけど、片倉君から電話もメールももらってないや。あ、それは微妙に違うか。一度、メールもらったし。風か邪ぜをひいちゃいました、って、そんな内容のメールを、学校を休んだ初日の朝に片倉君に送ったときに返ってきたメール。

　──お前でも風邪をひくことがあるんだな。

　今、改めて読み返してみたけど……すごく感じ悪い。らしいと言えばらしいけど、片倉君からその後、メールは一通も届いていないし、電話もない。……こんなんで付き合ってると言えるのかな？　というか、本当にあたしたち付き合ってるんだっけ？　冬休みとかほとんど会わなかった気がするんだけど？

　……こんなこと本人に訊きいたらさすがに怒るよね。

　はぁ……寝よう。病人だし。




　予期せぬ訪問者が訪れたのは翌日の昼間のことだった──
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　自宅の前を通りかかった救急車のサイレンの音で玲れい子こは目を覚ました。枕まくら元もとのピンク色の目め覚ざまし時計どけいに目をやると十一時になろうかというところだった。

「──やばっ」

　玲子はがばっと布ふ団とんを跳はね除のけ飛び起きた。しかし、冷たいフローリングに素足が触れた瞬しゆん間かん、自分が風か邪ぜで休んでいることに気づき、ベッドの縁へりに腰を下ろした。

　風邪で欠席して今日きようで三日目になる。当初、熱ねつは三十九度まで上がったのだが、今日の朝、計ったときは三十七度を少し超えた程度だった。今もまだ熱っぽいが、昨日きのうほどではない。

　玲子は「ゴホゴホッ」と咳せき込みながらフローリングの上に降り立った。

「うわ……なんか気持ち悪いと思ったら……」

　全身汗だくになっていた。下着は当然のようにぐっしょり濡ぬれていて、パジャマにも寝汗が大量に染み込んでおり、下着が透すけて見えるほどだった。

　森もり坂さか家けでは、風邪をひいた場合、お風ふ呂ろには入らないのが通例になっている。食事は消化のいいものを選ぶ。あとは食後に薬を飲んでとにかく寝る。その際、毛布や布団を「重すぎて身動きが取れない」くらいたくさんかけて寝る。多少、寝苦しいが、薬を飲んだあと、身体からだを温かくして眠れば嫌いやでも汗を搔かく。汗を搔けば自然と熱ねつは下がる。この一連の処置が最適なのかどうかは玲れい子こにもわからないが、昔から風か邪ぜをひいたらこのやり方だった。

「あ、そうか。パジャマ……」

　クローゼットを開いたところで玲子は重要なことを思い出す。ここ数日、一日のうちに何度も着替えていたから、替えのパジャマが洗せん濯たく中ちゆうだった。

「もう乾いてるかな」

　父親がちゃんと洗濯機きを回してくれているのなら、パジャマは庭に干してあるはずだ。父親が洗濯をするとしたら、早朝、出勤前の早い時間帯だから、もう乾いているかもしれない。

　下に降りるのは面めん倒どうだが、着替えないわけにはいかない。

　玲子はクローゼットから替えの下着を取り出すと、ふらふらとよろめきながら部へ屋やのドアを開けた。廊下をゆっくり進んでいく。

「あれ……雨？」

　リビングに入るまで気がつかなかった。いつ降り出したのだろうか。

「けっこう降ってる……洗濯物、取り込まないと」

　リビング、ダイニング、キッチンと順に通り抜け、バスルームの隣となりの脱衣所に向かうと、玲子は裏口のドアを開けて、洗濯物が干してある庭に出た。重い身体からだを動かし、できる限り急いで洗濯物を取り込んだ。

　裏口から家の中に戻ると、いい加減気持ちが悪かったのでパジャマを脱いだ。さっさと着替えようと下着にも手をかけたが、替えのパジャマが雨に濡ぬれて使えないことに気づく。

「……しょうがないか」

　クローゼットを漁あされば何かしら代わりのものが見つかるだろう。

　玲子はそう考えると、とりあえず下着だけでも替えておこうと、部屋から持ってきた下着に手を伸ばした。上下のデザインがまったく合っていないが、今日きようは学校を休んでいるし、誰だれかに見られるわけでもない。

　玲子はショーツを穿はき替かえるとブラジャーを手に握った。淡あわいブルーの花はな柄がらのブラだ。夏は透すけて見えてしまうので、こういう派は手でな色の下着は控えないといけないが、冬は厚着しているからあまり気にしなくてもいい。もっとも、家の中ではどうでもいいことだが。

　ブラのストラップを肩にかけると、前まえ屈かがみの姿勢でブラの位置を微び調ちよう整せいした。こんなものかなー、と思い玲子はホックを留とめようと今度は背中に手を伸ばした。

　と、そのときだった。

　何な故ぜか裏口のドアが音を立てて開いた。

　突然のことだったので、玲子は「ひゃっ！」と変な悲鳴を上げてしまった。

　何故か開いた裏口のドア。そして、何故かドア口には見知った男性が立っていて──

　何故かそれはハルだった。

　ハルはお馴な染じみの黒いコートを羽は織おっていたが、何な故ぜか下には細身のブラックジーンズを穿はいていた。コートの隙すき間まからちらっと覗のぞけるシャツは鮮あざやかなボーダー柄がらで、学校指定のものではない。明らかに私服だった。

「な、な、な、な、な……」

　なんで、と言おうとしているのだが、言葉が出てこない。

　ブラの肩かた紐ひもが外はずれたのはそのときで、玲れい子こは前まえ屈かがみの体勢のまま固まっていたから、肩紐だけではなく、ブラそのものがするりと外れ、ぱさっと乾いた音を立てて床ゆかの上に落ちた。

　とんでもないことになった。

　もはや玲子の身を包むのは布キレ一枚のみ。生まれたばかりの赤あか子ごと大差ない格好だ。

　玲子は考えた。

　……まずブラを拾い上げて胸を隠して──ってダメだよ。悠ゆう長ちようにブラをつけてる場合じゃない。早く逃げないと。ブラを拾い上げて逃げよう。逃げる？　あれ？　なんで逃げるの？　逃げてどうするの？　そうじゃなくて、胸を隠して逃げる。逃げる？　だからなんで逃げるの？　逃げる前に胸を隠さなきゃ。胸を隠してブラを拾って逃げる。だからなんで逃げるの？

　あれこれ考えるも身動き一つできずにいる玲子。完全にパニックに陥おちいっていた。
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　そんな玲子に向かってハルはいつもの調ちよう子しで、

「とりあえず、前を隠すか、隠れるかしろよ」

　と言って側そばのカゴに入っていたバスタオルを投げてよこした。

　玲れい子こはそれを受け取ると素早すばやく身体からだに巻きつけた。しかし、それでも恥ずかしい格好であることには違いなかったので、部へ屋やの隅すみに置いてある洗せん濯たく機きの陰に身を隠した。

　そして、「……み、見ました？」と恐る恐る訊きいてみた。

「何を？」

「……何をっ……あ、あたしの裸……ですよ」

「そんなに気にすることか？」

「き、気にするに決まってるじゃないですか！」

「自じ意い識しき過か剰じような奴やつだな」

　ハルはそう言ったあと、「ない胸を隠したところで、たいした意味もないと思うがな」と聞き捨てならないことを口にした。

「な、ない胸って……っ」

　それって見たってことじゃない！

　しかも、大きさまで把握してる！

　うわあああ、もう最悪だ！　この世の終わりだ！

「どうした？　身体が震ふるえているぞ。風か邪ぜが悪化したか？」

「怒ってるんですよ！」

「なるほど。それは珍しい。で、怒って、それでどうするんだ？」

「どうもしませんよ！」

　玲子は金切り声で叫んだ。叫んだ直後、大きなくしゃみをした。

「風邪をひくぞ。とっとと着替えろ。──ってもう風邪をひいていたんだったな」

「……ううう、もういや……」

　これ以上、醜しゆう態たいを晒さらしたくなかったので、玲子は床ゆかの上のブラをさっと拾い上げるとキッチンに続くドアを乱らん暴ぼうに開いた。と、その背中へ、

「おい、バスルームはどこだ」

「え？　な、なんですか？」

　玲子は慌ててドアの向こう側に身を隠し、ドアの隙すき間まから顔を出した。

「バスルームはどこだ」改めてハルが訊きいてくる。

「……バスルームなら……隣となりですけど、どうしてそんなことを？」

「急な雨だったからな」と言ってハルはコートを脱いだ。「ずぶ濡ぬれなんだよ」




　ハルの話を要約するとこうだ。

　玄関のチャイムを鳴らすも反応がないので、最初は帰ろうとしていたが、庭のほうで物音がしたので、玲子かもしれないと思って庭に回ってみた。庭には誰だれもいなかったが、裏口から家の中に入っていく玲れい子この後ろ姿が見えた。今まで家の中にいなかったのか。だったら、今、チャイムを鳴らせば玲子も訪問者の存在に気づくはず。さて、玄関に戻ろうか。……いや、裏口から入って玲子を脅おどかしてやろう。面おも白しろそうだ。

　そんな悪戯いたずら気分で裏口から入ってきたらしい。




　脱衣所でハルと遭そう遇ぐうしたあと、玲子は一足先に部へ屋やに戻ると、クローゼットからジャージとパーカーを取り出し、それに着替えた。ハルには見られたくない格好だったので、着替えるとすぐにベッドに潜もぐり込んだ。幸いそのときハルはシャワーを浴びていたから、そのダサい格好を見られることはなかったが、もうこれで布ふ団とんから出るわけにはいかなくなった。

　玲子が自室に戻って二十分後、ノックの音と共に「入るぞ」という声がドアの向こうから聞こえてきた。玲子が、「どうぞ」と答えるとドアが開いた。

　入ってきたハルを見て、玲子は絶句した。絶句するしかなかった。

「あ、あの……どうして裸なんですか？」

「ちゃんと下は穿はいているだろうが」

「それはそうですけど……」

「ジーンズは問題なかったが、上のシャツはダメだった。さすがに雨に濡ぬれた洋服を着るのは気分が悪い。まあ、そのうち乾くだろう」

　ハルは濡れたシャツを肩にかけていた。下はブラックジーンズを穿いている。上半身は裸なので、腰元のベルトが異様に目立つ。

「お前のほうこそ、どうなんだ？　風か邪ぜは？」

「えっと、熱ねつはだいぶ下がったので、明日あしたは学校に行けるかもしれないです」

「そうか」

　ハルは頷うなずきながら玲子が横になっているベッドの縁へりに腰を下ろした。鍛きたえ抜ぬかれた鋼はがねの肉体というほど大げさなものではないが、ハルの身体からだはとても逞たくましかった。

　……ふ、腹筋が割れてる。触るとどんな感触がするのかなぁ。

　隆りゆう起きした筋肉。女性とは明らかに違う骨格。

　男性の裸を間近で眺めた経けい験けんがないものだから、玲子はまじまじとハルの上半身を観かん察さつしてしまった。しかし、しばらく眺めていると、だんだん恥ずかしくなってきた。見てはいけないものを見てしまったような、そんな気分になってきた。顔が熱あつい。ただでさえ熱っぽいというのに。

「じろじろ見るなよ」

「……み、見てませんよっ」

「まあ、少しくらいなら見ても構わないぞ。それでおあいこだ」

「……ううう、やっぱり見られてたんだ……」

　玲れい子こは布ふ団とんの中に身を潜ひそめた。そして、ちょっとだけ顔を出し、さっきからずっと気になっていたことを訊きいてみた。もちろん話をそらす意味もあった。

「そんなことより……今日きようはどうしたんですか……？」

「俺おれが見み舞まいに来たのがそんなに意外か？」

「い、いえ……そうじゃなくて。今日、平日ですよね？　学校はどうしたのかなーって」

「抜け出してきた」ハルは薄うっすらと笑えみを浮かべながら答えた。

「えっ……」

「何な故ぜだかわかるか？」

　笑みを浮かべたまま、すっと腕を伸ばしてくる。再び布団の中に潜もぐり込もうとしたが、その前にハルの指先が玲子の頰ほおに触れた。冷たい。逃げ出したくもあり、身を委ゆだねたくもあった。

　迷い。罪悪感があるから逃げ出したい、と思うのだ。今ごろ、学校にいるみんなは真剣に授業を受けているはずで、本来なら自分も教室にいるはずで、それは彼も同じはずで、なのに今、自分は彼と一いつ緒しよにいて、なんだかよくわからない気分になっている。その『なんだかよくわからない気分』というのは、つまり、下心のようなもので──

　……ば、バカ。あたし、何考えてるの……。

「お前が何日も学校を休むから悪いんだぞ」

「……え、それって」

「お前の血が欲しくなったんだよ。だから来た。学校なんてどうだっていいだろう？」

[image: ]

　ハルの顔がゆっくりと近づいてくる。玲れい子こは無む意い識しきのうちに目を瞑つむっていた。

　血を捧ささげるのは嫌いじゃない。吸血時のふわふわした感覚は他ほかに表現のしようがないが、ハルに血を吸われると、夢ゆめ心ごこ地ちを味わうことができる。浮遊感が全身を支配したとき、自分が現実にいることを忘れ、何かから解放されたような気分になる。

「くくく……」

　ハルの息いき遣づかいを感じながら今か今かと吸血行為を待ち受けていると、押し殺したような忍び笑いが聞こえてきた。すぐにわかった。笑っているのはハルだ。

「どう……したんですか？」玲子は目を開けた。

「冗じよう談だんだ。いい加減気づけよ」ハルはなおも笑い声を漏らしていた。

「え？　冗談……？」

「あれを見ろよ」そう言ってハルは壁かべにかけてある、月めくりのカレンダーを指差した。

「カレンダーがどうかしたんですか？」

「まだわからないのか？　今日きようは、学校は休みだ。祝日だからな」

「しゅくじつ？　しゅくじつ……ああ、祝日！」

　ようやくハルの言わんとしていることが理解できた。そうだ。今日は祝日だ。学校は休みなのだ。何日も学校を休んでいたから祝日のことをすっかり忘れていた。

　一月上旬──玲子は新学期早々風か邪ぜをひいてしまい、三学期はまだ一度も登校していなかった。冬休みを含めればもう半月以上も学校に足を運んでいないことになる。

「そっか……今日は祝日だったんだ」

「退屈だったから見み舞まいに来た。迷惑だったか？」

「ぜ、全然そんなことありません。でも……風邪をうつしちゃうかもしれませんから……」

「長居しないほうがいいと言いたいのか？」

「べ、別に……一いつ緒しよにいたくないってことじゃないですよ？」

「そんなことはわかっているさ」ハルが玲子の髪に指を絡めてくる。「だが、心配するな。『俺おれたち』は怪け我がや病気とは無む縁えんだ。風邪がうつるようなことはない」

「え、でも……」

　いくら健康に自信があるといっても、うつるときはうつる、と思うのだが。

「勘違いするな」

「え？」

「身体からだが丈夫という意味じゃない。そもそも俺は人ではないからな。俺は生きているわけでも死んでいるわけでもない」

「生きているわけでも死んでいるわけでもない……」

　いつまでも頭に残る意い味み深しんなセリフだった。

　──生きているわけでも死んでいるわけでもない。

　じっくり考えてみると、矛む盾じゆんに満ちた人を食ったような表現に思えてくる。

『存在しているけど存在しない』とか『見えるけど見えない』とか、そういった表現にどこか似ている。あやふやで、不ふ確たしか。儚はかなく脆もろいイメージが浮かぶ。

　……でも、片かた倉くら君は間違いなく今、あたしの目の前にいる。

「まあ、病気の心配がないとはいえ、雨に濡ぬれるのは避さけたいところだな。気分的にいいものではない」

「そ、そうなんですか……」

「表情が硬いな。何を悩んでいる？」

「……片倉君が変なこと言うからですよ」

「それは悪かった。──しかし、俺おれにも『自分』というものを上う手まく定義することができない。矛盾を抱えた存在なのはたしかだが、そうだとすれば、人間の世界の常じよう識しきで語れるものではない、ということになる。だから、あまり気にするな」

　……そんなこと言われるとますます気になっちゃうな。

　その後、しばらく雑ざつ談だんをしていると、薬が効いてきたのか、だんだん眠くなってきた。

「どうした？　眠いのか？」いつだってハルの指摘は鋭するどい。

「いえ、そんなには……」

　ここで眠いと頷うなずけば、ハルならば『帰る』と言いかねない。玲子は必死に欠伸あくびが出るのを我が慢まんした。しかし、いくら欠伸を我慢したところで睡すい魔まが去ってくれるわけではない。

「あの、何か学校で変わったこととかありませんでしたか？」

　特に興きよう味みがあったわけではなかったが、ハルを引き止めるため雑談を続けた。

「……いや、特に何もないな」

「あ、そうですか」

　……あれ、なんだか今。

　ハルの表情が一いつ瞬しゆんだけ強こわ張ばったように見えた。気のせいかもしれないが、ハルは感情があまり表に出ないから少し気になった。

「──そんなことより、お前、本当は眠くて仕方がないんだろ？」

「え、えっとぉ……」

「どうなんだ？」

「……眠いです」強引な追及を受けると「ノー」とは言えない玲子であった。

「病人は素直に頷いていればいいんだ。早く風か邪ぜを治せ。お前が学校に来ないと退屈だ」

　ハルは玲子から目をそらしながらそう言った。

　今のは冗談じゃなくて本心ですよね、と玲子は心の中でハルに問いかけた。




　その日の夜、体温計で熱ねつを測ってみると、なんと平熱に戻っていた。夜は朝方よりも熱が上がりやすいというから、この時間に平熱なら、よほど無む茶ちやをしなければもう熱が上がることはないだろう、と玲れい子こは確かく信しんした。事実、熱が下がっただけではなく、喉のどの調ちよう子しもよくなっていたし、あの風か邪ぜ特有の気けだるさもなく、窓の外の空気が心地ここちよく感じられた。

　──明日あしたは学校に行けるかも。

　寝る前にベッドの中で奈な津つ美みにメールを打つと、一、二分ほどで返信があった。

　──それはよかった。明日からは玲子が佳か澄すみの面めん倒どうを見てね。今度は私が学校休もうかな。

　投げやりな内容だったが、奈津美はメールだといつもこんな感じで、文面が軽けい薄はくだ。

　──今日きよう、片かた倉くら君がお見み舞まいに来てくれたんだよ。びっくりしちゃった。

　──そう？　片倉君ならお見舞いくらい行きそうだけど。

　──それはそうだけど、やっぱり驚おどろくよ。

　そんな感じでいつものようにメールを行き来させていると、

　──片倉君、何か言ってなかった？

　このメールの返信には少し時間をかけた。

　──どういう意味？　学校のこと？　それとも個人的なこと？

　──あ、片倉君言ってないんだ。じゃあ、私も黙だまってよーっと。

　──えー、教えてよ。ずるい～。

　──明日、学校来るんでしょう？　だったら明日になればわかるって。

　──眠れなくて風邪が悪化したら奈津美のせいだからね。

　──はいはい。そのときは学校を休んで看病します。

　結局、最後まで奈津美は教えてくれなかった。まあ、明日になればわかることだからムキになることもないだろう。玲子は疑問を断ち切り、早めに床とこについた。
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　なんだか肌寒いなあ、と思いながら玲子は布ふ団とんから這はい出た。

「んー……」

　ベッドの上で一度、大きく背伸びをしてから枕まくら元もとの目め覚ざまし時計どけいを見た。

　時刻は午前六時二十分──

　再びぐっと背伸びをしながらベッドから降りる。どうやら体調に問題はなさそうだった。昨日きのうの夜よりもずっと調子がいい。

「ということは、この寒さは……」

　まだ夜中ではないか、と思えるほど冷え込んでいる室内に違和感を覚えた玲子は、窓まど際ぎわへ駆け寄り、ナチュラルな柄がらのドレープカーテンを横に滑すべらせた。

「わっ……」

　世界は降ふり積つもった雪のせいで、白く染まっていた。さすがに白一色というわけではなかったが、それなりに降ったらしく、あちこちが白い。

　赤あか峰みね市しは年に一度か二度、雪が積もる日があるのだが、山間部などの雪の多い地域などと比べれば、積せき雪せつ量りようは微び々びたるもので、早いところでは午前中に、雪の残りやすいところでも数日ほどで完全に溶けてしまう。しかし、それでも雪の積もった日は特別な一日に感じられる。

「学校……あるよね」

　この程度の雪ならば休校になることはまずありえない。

　玲れい子こは制服に着替えることにした。着替える途中、クローゼットからキャラメル色の革手袋と冬休み中にセールで購こう入にゆうした、ボーダー柄がらのウールマフラーを取り出した。今日きようは完全武装で挑いどまないと、冬の寒さに圧倒されかねない。抜かりのない準備が必要だった。

　朝食をすませ、さて学校に行こうか、とテレビを消し重い腰を上げると、玄関でチャイムが鳴った。

「誰だれだろう……」

　玲子は玄関に急いだ。ドアを開けるとき用心のためチェーンは外はずさなかった。

「──おはよう玲子！　会いたかったぞ──ってチェーン外してー」

「佳か澄すみ？　どうしたの──って」

「玲子ぉぉぉぉぉぉ！」

　チェーンを外すと両手を広げ、佳澄が勢い良く玲子に抱きついてきた。どさくさに紛まぎれて胸をまさぐってきたので、「が、学校！　学校遅れるから！」と叫んで佳澄を引ひき離はなした。

「で、どうしたの？」

「そういえば、玲子と一いつ緒しよに登校したことってないなー、って思ってさ。深い意味はないよ。昨日きのう、奈な津つ美みからメールもらってさ。明日あしたは玲子、学校に出て来れそうだって言うから」

「そうだったんだ。わざわざごめんね」

「いいって。私が勝手に押しかけたんだし。むしろ、『余計な真ま似ねしやがって！』とか言ってくれたほうが青春って感じで楽しい」

「……どういう展開を望んでるの？」




　急いで戸と締じまりをすませ、佳澄と連れ立って家を出た。

　学校までは片道二十分ほどで着く。最も寄よりの駅まで徒歩五分。路面電車に十分ほど揺られ、その後、坂道を五分程度上れば白しら坂さか学院は見えてくる。

「──転入生？　それ本当？」

　佳澄が『転入生』の話題を持ち出したのは路面電車に乗り込んだ直後のことで、ちょうどそのとき玲子は空席を探していたのだが、残念ながら席は空あいておらず、二人ふたりでつり革を握る羽は目めになった。

「うん、本当。ちょうど新学期からうちのクラスにね」

「へぇ、そうなんだ……」

　それなりに驚おどろきはしたものの、それほど疑問には思わなかった。

　白しら坂さか学院は生徒の出入りが伝統的に激はげしいことで有名だ。玲れい子このクラスでも、これまでに転入生が二人ふたり（ハルと今回の転入生）、転校した生徒が三人いる（ただこの三人は全員男子で、玲子は一度も言葉を交わさなかったから、そんなに印象が残っていない）。何な故ぜ、頻ひん繁ぱんに生徒の出入りがあるのかといえば、白坂学院に通う生徒の家庭の多くが特殊な事情を抱えているからだ。一般的な家庭では考えられないような理由。様さま々ざまなケースが存在するらしいが、一般家庭で育った玲子には想像もつかない。

「それで、女の子？　男の子？」

「女。しかも、日本人じゃない。あ、よく考えてみると転入生じゃなくて留学生だな」

「どこの国の人？」

「えーと、たしかフランスだったかな。金髪だったし」

「それ、すごい偏見だよ」

「でもさー、フランス人とドイツ人の区別ってつく？　まー、たぶん、あっちも同じように思ってるよ。アジア人はみんな同じ顔に見えるよね、ってさ」

「それはそうかもしれないね」

　路面電車がスピードを緩ゆるめ始めたので、玲子は外の景色けしきに目をやったが、まだ降りる駅ではなかった。乗客が乗り降りし、目の前の席がちょうどよく二人分空あいた。すかさず佳か澄すみが席を確かく保ほし、並んで席に座った。

「そうそう。んで、その留学生なんだけどさ、どうも青あお木きの知り合いらしいんだよね」

「青木君の？」

「そう。でさ、よくわかんないんだけど、あの二人、いつも一いつ緒しよにいるんだよ。のべつまくなし。あいつ、なんか弱みでも握られてんのかね？」

「その留学生の人が日本の学校に慣なれてないから、いろいろ手て伝つだってあげてるだけなんじゃないの？」

「うーん、たしかにあいつもそう言ってたけど……」

　佳澄は青木のことになるとちょっと変になる。ポジティブシンキングが常の佳澄にとって、青木の話題だけが唯一、ネガティブな思考を呼び起こす要素のようだった。

「あ、ところで、その留学生の人の名前は？」

「マリアだよ。えーと、フルネームはたしか、マリア・ドゥ・ケイゼルじゃなかったかな」
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　昨夜ゆうべの雪のせいで巨大な白いキャンバスと化したグラウンドを三階の窓から見下ろしながら廊下を歩き、自分たちのクラスに足を踏み入れた。目の合ったクラスメイトたちが次々に、「おー、久しぶりー」「あ、風か邪ぜ治ったんだ？」と玲れい子こに声をかけてくれた。

「おはよー」と穏おだやかな気持ちでみんなに挨あい拶さつを返しながら佳か澄すみに教えてもらった窓まど際ぎわの席に向かう。なんでも玲子がいない間に席替えが行われたらしい。席替えは一ヶ月に一度、月の初めに行われる。席替えの日に学校を休んでしまった場合は、自動的に最後に残った席が欠席者の座席となる。玲子の新しい席は窓際の後ろから二番目の席。悪くない位置だ。

　……片かた倉くら君はまだ来てないのか。

　椅い子すを引きずりながら室内をざっと見回してみた。生徒の半数ほどはすでに登校しているようで、教室の中は喧けん騒そうが絶えない。あと十分ほどで予よ鈴れいが鳴るから、そろそろ残りの生徒たちが雪崩なだれのように教室に駆け込んで来るだろう。

「さてと……」

　登校中に佳澄から受け取ったノートのコピー（三日休んでいたからそれなりの量になった）を整せい理りしようと机き上じようにコピー用紙やノート類を広げていると、ふいに視し線せんを感じた。その視線にただならぬ雰囲気を感じ、寒気を覚えた玲子は身体からだを捻ひねり、廊下のほうに目を向けた。

「──マリアさんおはよう」

　教室の中に入ってきたブロンドの女性に向かって、誰だれかがそう声をかけた。

　マリア、と聞いて玲子はピンときた。佳澄が言っていた留学生だ。

「…………」

　留学生、マリア・ドゥ・ケイゼルは、声をかけてきた女子生徒に向かって小さく会え釈しやくをした──ように見えたが、ただ視線を落としただけのようにも見えた。

「マリアさんってやっぱり浮いてるよね」

「つーか、感じ悪いよね。何様って感じなんだけど」

「フランス人様だからねえ……日に本ほん人じんを見下してるんじゃない？」

「プライド高そうだよね、フランス人って。やっぱりうちらとは国民性が違うよね」

「なんかさー、青あお木き君、可か哀わい想そうじゃない？　家来みたいにいつもついて回ってるし」

「あ、それ私も思った」

　教室の隅すみで何人かの女子生徒がひそひそと何事か話していた。

　……なんだろう。あまり歓かん迎げいされていないのかな。

　マリアは澄すました顔でつかつかと教室を横断し始めた。その後ろに青木が続く。彼はクラスメイトたちに微ほほ笑えみかけていたが、どこかバツが悪そうだった。青木が申もうし訳わけなさそうにしているのはマリアに愛あい想そがないからだろう、と玲れい子こは勝手に推測した。

　マリアは玲子のほうに向かって歩いてきた。なんだろう、と思ったら玲子の真後ろの席が彼女の席だったらしく、机の上にバッグを置く音がした。続いて椅い子すを引く音。その直後、「森もり坂さかさん、おはよー」と青あお木きが玲子に声をかけてきた。

「おはようございます」

「風か邪ぜ、けっこう長引いたみたいだね。もう大丈夫なの？」

「はい、おかげさまで」

「そりゃよかった。ところでさ──」

　青木が視し線せんを玲子の斜め後ろに向けた。

　マリアさんを紹介してくれるのかな、と思った玲子は後ろを振り向いた。

「もう片かた倉くらから聞いたかもしれないけど。こいつ、留学生のマリア。未いまだに友達がいないらしいから仲良くしてやってよ」

「あ、はい……」

　玲子は改めてマリアに目を向けた。マリアもこちらを見ている。

「初めまして──」

　先にマリアが言葉を発した。とても流りゆう暢ちような日に本ほん語ごだったので驚おどろいた。

「マリアと言います。以後お見知りおきを」

「は、はい……こちらこそ、よろしくお願ねがいします」

　頭を下げ、自分の名をマリアに告げた。緊きん張ちようのせいか、ついつい早口になってしまう。

「マリアさん、日本語お上じよう手ずですね。日本には長いんですか？」

「…………」

　当然、何か言葉が返ってくるものと思っていたのにマリアからの返事はなかった。

「あ、あの……？」

「…………」

　やはり返事はない。何か変なことを言っただろうか、と玲子が戸と惑まどっていると、

「おい、マリア──」

《────────》

　青木に促うながされ、ようやくマリアは玲子に向かって何か言葉を発したが、それは日本語ではなかった。早口すぎてわかりにくかったが、英語ではないような気がした。

《────────》

　青木が言葉を発する。彼もまた日本語ではない。マリアと同じ言語を操あやつっている。

《────────────────────────────────────》

　今度のマリアはなかなか言葉を途と切ぎれさせなかった。彼女が言葉を切ると、それを聞いていた青木が、「あのなぁ……」と素すの反応を見せたが、またすぐに玲子の聞き取れない言語で対話を始めた。やはり英語ではない。

　……そういえば、佳か澄すみが言ってたっけ。マリアさんはフランス出身だって。ということはさっきから目の前で飛び交っているのはフランス語かも。って、フランス語？　青あお木き君、フランス語、話せるんだ？　すごいなぁ……。

　玲れい子こは青木の語学力の高さに驚おどろき、同時に感心もした。

　目の前の二人ふたりが玲子のことについて話しているのだとは知る由よしもなく──




　朝のＨＲの時間、担任教師の藤ふじ井い早さ苗なえ（英語教師。二十七歳。独身。特徴、フレームメガネと微妙な髪型）は連絡事項をあらかた話し終えると、「あ、そうだった」と、まるでついでのように「片かた倉くらは病欠だ」と事務的に告げた。

　きっと何かの間違いだ、と玲子は思ったが、担任は冗じよう談だんを言うような性格ではない。実際、ハルは登校してきていないのだから、担任の言葉を信じないわけにはいかなかった。

　怪け我がや病気とは無む縁えんだと言っていたハル。あれは噓うそだったのだろうか？　学校を欠席したのは、病欠というのは、自分の風か邪ぜがうつってしまったからなのか？　玲子は一時間目の現国の授業が始まっても、ずっとそわそわしていた。

　一時間目の授業終了後、玲子は北風が吹ふき荒すさぶベランダに出て、手すりに積つもった雪を人差し指で落としながらハルに電話をかけた。

「──あ、もしもし」

　すぐに繫つながったものの、相手はハルではなく留守番電話サービスの機き械かい的てきな音声だった。何かメッセージを残そうか、と思ったが、なんだか照れくさかったので、「もしかしてあたしの風邪がうつったんですか？」というメールを送って教室に戻った。
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《おい、マリア。ちょっといいか》

　休み時間、廊下でマリアの姿を見つけた青木は、その背中に向かって声をかけた。日に本ほん語ごではなく、フランス語で。それに対してマリアもフランス語で対応した。

《どうしました？》

《訊ききたいことがあるんだ》

《なんですか？》二人で廊下の端に移動し、壁かべに寄りかかる。

　青木はマリアとコミュニケーションを取るときは必ずフランス語を使う。場所が学校であっても、家であってもそれは変わらない。

　二人が知り合ったのは二年ほど前のことで、マリアはちょうどそのころ、日本語の勉強を始めたばかりだった。「こんにちは」とか「さようなら」といった簡かん単たんな挨あい拶さつを覚えた程度だったので、青あお木きと言葉を交わすときはもっぱらフランス語だった。

　青木は、語学については幼少時から厳きびしい教育を受けてきた。青木の両親はとりわけ英語を重要視していたが、フランス語の習得にも力を入れるよう青木を指し導どうしてきた。どうしてフランス語なのかと言えば、それは青木の両親が経営している会社がフランスの有名ブランドとライセンス契約を結んでいるからだ。青木の『主人』はイギリス出身だが、フランスとは何かと縁えんがあるらしい。

　そんなわけで、青木は出会った当初からマリアとはフランス語で意思の疎そ通つうを図ってきた。フランス語以外に共通の言語がなかったのだから当たり前と言えば当たり前だ。

　マリアと日に本ほん語ごで会話をすると違和感がある。それはたとえるなら、親しい日本の友人と英語で会話を試みるような微妙さだ。気恥ずかしさにも似ている。

《うちのクラスに伊い吹ぶきさんっているだろう？》

《わかりません》

《いるんだよ》

《そうですか。それでその方が何か？》

《とぼけんなよ。お前、伊吹さんと口こう論ろんになっただろ？　うちのクラスの奴やつがそう言ってたんだよ。昨日きのうの放ほう課か後ご、教室で言い合いをしてたってな》

《ああ、あの無ぶ礼れいな方ですか》

　マリアは思い出したように頷うなずいた。表情に変化は見られなかった。

《伊吹さんだけじゃない。クラスの女子と何度か衝しよう突とつしかけたことあるだろ？》

《気のせいでは？》

《……頼むから自制してくれよ》青木は額ひたいに手を当てため息をついた。《まあ、多少のトラブルは仕方がない。それは理解している。だけど、もう少し平和的にだな……》

《そんなことを言われても困ります》

《どうしてだよ？》

《私にもいろいろあるのです》

《なんだよ……いろいろってのは》

《みなさんが攻こう撃げき的てきな物言いをするからいけないのです》

《お前に対してか？》

《そのように聞こえます》

　青木にはマリアの言っていることがよくわからなかった。

　攻撃的というのはどういうことなのか？　女子生徒全般にマリアが嫌われているということなのか？　だとしたらその原因は？

　たしかにマリアの発言はストレートだから、周囲は戸と惑まどうだろうし、青木もハラハラすることがある。反感を買われる可能性は大いにあるだろう。しかし、ここまでの事態は青木も想定していなかった。マリアは自分から他人に喧けん嘩かを売るようなことは決してしない。だから、こうも問題が頻ひん発ぱつするのは不自然なのだ。マリアは何かを隠しているのではないだろうか？
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　ただでさえ体育は苦にが手てだというのに、今日きようは今年ことし一番の冷え込みというおまけつきだった。

　更衣室で体たい操そう着ぎに着替えた玲れい子こは佳か澄すみたちと身を寄せ合いながら体たい育いく館かんに向かった。雪が積つもっているので、さすがにグラウンドは使えないが、女子の三学期の体育は、体育館の二階で球技を行うことになっているので、雪が降っても支障はなかった。

　球技と一口に言ってもいろいろあるが、体育館で行える球技となれば限られてくる。この時期はどの学年も球技がメインになっているらしいが、内容は学年ごとに異なるようだ。玲子たち一年生はバレーボールとバスケットボールの二に択たくだった。その日が三学期最初の体育の授業だったのだが、どちらをやるかは二学期の最後の授業で決定していた。

　玲子はバレーボール。佳澄と奈な津つ美みもバレーボールで、しかも同じグループである。玲子はどちらかというとバレーボールよりもバスケットボールのほうがよかったのだが、種目分けはクジで行われたので、個人の意思は無視された。バレーボールを嫌いやがる生徒が多かったから、クジで選より分けられたのだ。バレーボールは、初心者には辛つらいスポーツだから（冬だとなおさらレシーブが痛い）バスケットボールに人気が集中してしまうのも当然だった。

「ふふふっ、ビシビシ鍛きたえてやるから覚悟しろよー」

　六人一組のグループ練習が始まると、佳澄が一人ひとりだけやる気を出し、バレーボールを片手にニヤリと笑った。昨年の秋ごろからバレーマンガにハマっているらしい佳澄はクジを引かずに自らバレーボールを志し願がんした。

「止やめてよ。もっと和わ気き藹あい々あいとレクリエーション的なノリでやりましょうよ」

「よし、じゃあお望み通り奈津美から行くぞー」

「ちょ、ちょっとぉ、私の話、聞いてた？」

「補欠が何をほざいたところでキャプテンであるところの私の耳には入らないわけですよ」

「いつから佳澄がキャプテンになったのよ！」

「とりあえず適当でもいいから練習しようよ。ふざけてたら睨にらまれるよ？」

　同じグループになったクラスメイトの奈な良ら橋はし（几き帳ちよう面めんで真ま面じ目めな人）が二人ふたりに軽い口く調ちようで注意を促うながす。それに対して佳澄は、「ほいじゃ、奈良橋ちゃん。私が激はげしくしごいてあげるから、こっちに来てよ」と薄うすら笑わらいを浮かべた。

「え、ちょっと待ってよ。私、バレーなんてやったことな──っ！」

　佳澄の手から突とつ如じよ放たれたバレーボールが奈良橋の顔がん面めんに命中した。問答無用だった。ボールは何度か体育館の床ゆかをバウンドし、奈津美の足元に転がっていった。

「い、いきなり投げないでよ！」

　奈な良ら橋はしが憤ふん慨がいし、佳か澄すみに詰め寄る。奈な津つ美みはボールを拾い上げ、ため息を漏らしていた。

　玲れい子こは、少し離はなれた場所で腕組みをして立っているマリアをちらっと横目で見やった。

　種目もグループも決まっていなかったマリアは、欠席者がいて今日きようは五人しかいない玲子たちのグループに入れられた。

　一日たりとも手入れを欠かしたことがないような美しいマリアのブロンドが体たい育いく館かんのライトに照らされ、きらきらと輝かがやいている。マリアは身長が高く、「モデルをやっています」と言われれば、「ああ、やっぱりね」と誰だれもが納得してしまいそうなくらい容よう姿しが際きわ立だっていて、スタイルも日に本ほん人じん離れしている（フランス人だから日本人離れしているのは当たり前だが）。ただ、愛あい想そが悪く、玲子は正直言ってマリアが恐こわい。何を言っても話が通じないような気がするのだ。

　男子はマリアの容姿を高く評価しているようだが、取っつきにくいと感じているようだ。どう扱ってよいのかわからない、といったところだろうか。一方、女子の間ではかなり評判が悪く、「何を考えてるのかわからない人」「ひたすら感じ悪い」「絶対、日本人を見下してる」「国に帰れ」といった感情的な意見が多く、女子からは完かん璧ぺきに敬遠されている。

「よーし、今度はマリアちゃんと秘密の特訓でもやろうかなー」

　佳澄が新たなターゲットに的まとを切り替えた。奈良橋をこき下ろしただけでは満足できなかったのか、今度はマリアを標的に選んだようだ。佳澄は相手によって態度を変えるようなことはないのだが（青あお木きは別のようだが）、どうやらマリアのことも留学生だからといって特別扱いするつもりはないらしい。

「いくぞ、留学生マリア！　お前の国ではどうだか知らんが、この学校に入ったからには、うちのしきたりに従ってもらうぞ！」

　どうやら佳澄の脳内では、「日本へバレー留学にやってきたフランス人」という設定になっているらしい。当のマリアは佳澄に視し線せんを向け、首を傾かしげていた。当然の反応だ。ただでさえ日本とフランスでは文化や国民性が違うというのに、そこへ佳澄の特殊性に触れれば、誰だって奇怪に感じるに違いない。

「ちょっと佳澄、悪ノリしすぎよ。マリアさん困ってるじゃない」

「なんだよー。私はマリアっちと仲良くしたいのにー」

「また変なあだ名つける。いい加減、真ま面じ目めに練習しましょうよ」

「ケチ」

　奈津美の仲ちゆう裁さいで佳澄の暴ぼう走そうは未然に食い止められた。佳澄はテンションが高くなると本人が意い識しきする以上に図ずう々ずうしくなってしまうので、適当なところで奈津美が止めに入るのがお決まりのパターンとなっている。止めに入る──というか実はそれは一種の忠告なのだ。佳澄もそれがわかっているからこそ、奈津美の忠告だけは素直に聞き入れる。

「マリアさんごめんね。佳か澄すみってああいう子だから」

　玲れい子こはきょとんとしているマリアに向かって謝しや罪ざいの言葉をかけた。このとき、もっと具体的に佳澄の性格について言及すればよかったのだろう。マリアの次の言葉は玲子の予想だにしないものだった。




「──どうして、あなたが謝あやまるのですか？」




　ふいにマリアが言葉を発したものだから玲子は驚おどろいた。

「え、そ、それは……佳澄が……」

「どうしてですか？」

　言葉自体は鋭するどかったが、口く調ちようは意外にもゆったりとしていた。

　玲子はマリアの態度に戸と惑まどいながらも、妙だな、と感じていた。

　朝、教室で言葉を交わしたときはもっと発音がしっかりしていたような気がするのだ。

「あ、あの……」
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「ちゃんと答えてください」マリアは本気で怒っているようだった。「あなたが謝るのは何な故ぜですか？　彼女は私に何か失礼なことをしたのですか？」

　どこかぎこちない日に本ほん語ごだったが、内容はストレートなものだった。玲子はあっという間にたじたじになった。まだ運動らしい運動はしていないのに背中を汗が流れていく。

「え、えーと……」

　マリアがどうしてこんなにも怒っているのか、玲れい子こにはよくわからなかった。目くじらを立てるようなことではないと思うのだが、しかし、マリアは自分たちと同じ日本人ではない。何がマリアの怒りに触れたのかは不明だが、なんらかの原因があるはずだ。

　……でも、どうして？　文化の違いのせい？　それとも他ほかに何か原因が？

「──おい、そこ！　真ま面じ目めにやれ！」

　そのとき、女性体育教師が玲子たちのグループに怒ど声せいを飛ばした。

「ほらぁ……だから言ったのに」と奈な良ら橋はしが小声でつぶやき頰ほおを膨ふくらませる。

　玲子はマリアのほうを見た。しかし、マリアはもう玲子と目を合わせようともしなかった。
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「そういえば玲子、さっきのなんだったの？」

　佳か澄すみがそう訊きいてきたとき、玲子はサンドイッチを頰張っていた。昼休み、玲子はいつものメンバーとカフェテリアで食事をとっていた。

「マリアさんのこと？」

　体育の授業中、教師に注意されたあと、玲子たちは真面目にトスやレシーブの練習を開始したのだが、すぐに教師の一声で他のグループとのゲームに入った。ぎくしゃくした雰囲気の中でのゲームだったため、玲子たちはストレートで大敗を喫きつしてしまった。

「もしかして、私が原因だったりする？」

「んー、よくわかんない……」

「絶対、佳澄のせいよ」奈な津つ美みがきっぱりと言った。「佳澄が変なちょっかいを出すから、マリアさん怒って玲子に八つ当たりしたのよ。謝あやまりに行ったほうがいいんじゃない？」

「バカな。あんなの軽いジョークだろ」

「佳澄は初対面の相手に馴なれ馴なれしすぎるの」

「あー、そういえば、奈津美も入学したばっかのころは私が何かやる度たびに睨にらんでたな」

「今も睨んでるでしょう？」

「いや、あのころは本気で嫌われてると思ってたし」

「今は？」玲子は訊きいた。

「んー」佳澄は悩む様よう子すを見せ、「やっぱり、嫌われてるんじゃないかねぇ？」

「何よそれ」奈津美が膨れっ面つらになる。

「噓うそだって。ひしひしと愛を感じますよ」

「今度から憎しみ、増量しようかしら」

「ええー」

　愛を増量してよぉ、と言いながら佳か澄すみが奈な津つ美みにすがりつく。

　カフェテリア内は暖房がほどよく効いていた。窓の外はどんよりと曇くもっているが、今は雪が降っていない。今日きようは晴れ間が覗のぞけず、また日中の気温も三度までしか上がらないので、明日あしたまで雪が残るでしょう、という予報を朝のニュースで玲れい子こは見ていた。

　しばらく食事を続けていると佳澄が、「あー」と何かを思い出したように声を漏らした。

「どうしたの？」

「マリアちゃんって玲子の後ろの席だよね？」

「うん」玲子は頷うなずいた。

「現国の時間だったかな、なんかつまんねー授業だったから後ろの席の奈な良ら橋はしちゃんに消しゴムの欠片かけらぶつけて遊んでたんだよ。そのときたまたまマリアちゃんと目が合ったんだけど、ものすごく不ふ機き嫌げんでさ。イライラしてたっていうか、殺気立ってたというか……」

「いつもそんな感じじゃない？」と奈津美。

「それはそうだけど、そのときはいつになくご機嫌斜めだったからさ。で、それがちょっと気になったんで、別の時間にまた様よう子すをうかがってみたわけ。そしたら、じっと玲子の後ろ姿を見つめてたんだよ。それがまたおっかない形ぎよう相そうでさー」

「あ、あたしを？」

「ねえ、それってただ前を向いていただけじゃない？　授業中だし」

「実は根拠もある」佳澄は自信ありげだった。「今日、片かた倉くら来てないだろ？」

「あ、うん」

「実はマリアちゃんって片倉と知り合いらしいんだよ。玲子、聞いてない？」

「え？　知り合い？　それって本当？」

「あ、そういえばそうだったわね」奈津美が空からになった紙コップをテーブルの上に置いた。

「どの程度の知り合いかは謎なぞだが、顔見知りではあるようだったねぇ。片倉と話してるときのマリアちゃんの表情とか態度、他ほかの奴やつらと接してるときとは明らかに違ったし」

「じゃあ、佳澄は、マリアさんが玲子を目めの敵かたきにしてるんじゃないかって言いたいの？」

「イエス」

「ふーん。まあ、ありえない話じゃないかも」

「目の敵って……」それってあたし何も悪くないじゃん……。

「いいね！　ライバルの登場！　よーし、玲子、私はいつでも手を貸すぞ！　どうする？　上うわ履ばきでも隠そうか？　それとも画が鋲びようか？」

「佳澄、喜んでない？」

「なんだよー、恋にライバルは付き物じゃん。玲子だって内心では燃もえてるんだろ？」

「ええ、そんなの困るよぉ……」

　玲れい子こは、人と何かを競きそったり、争ったり、といった行為があまり好きではない。小さいころから勝負事にはめっぽう弱く、何かを力ずくで獲かく得とくした覚えがほとんどない。できれば何事もなく、平へい穏おんな日常がいつまでも続いて欲しい、と玲子はいつだって願ねがっている。

「……はぁ」

　肩をすくめ、デザートのベイクドチーズケーキを一口サイズに切り分けていると、突然、ケータイが震ふるえ始めた。マナーモードに設定していたので、通話なのかメールなのか判断がつかなかったが、「もしかしたら片かた倉くら君からのメールかも」と思った玲子はブレザーのポケットからケータイを引っ張り出した。赤いイルミネーション、通話だ。

「……え？」

　中途半端に腰を浮かせ、電話の相手に玲子が驚おどろいていると、佳か澄すみが、「何？　電話？」と言って顔を寄せてきた。玲子は慌ててケータイを佳澄からそらし、「ちょっとごめん」と断りを入れてから席を立った。

「ははぁ、さては片倉からのラブコールだな」

　後ろで佳澄が笑っている。……よかった。勘かん違ちがいしてくれて。

　玲子は「もしもし」と電話に出るとテーブルとテーブルの間を抜け、窓まど際ぎわまで移動した。

『森もり坂さかさん、食事中にごめんね』

「いえ、構いませんよ」

　電話の相手は青あお木きだった。まさか電話をかけ合うことはないだろう、と思いつつも、一応番号の交換をしていたのだ。青木から電話がかかってきたのはこれが初めてだった。

『俺おれもカフェテリアにいるんだ。入口とは対角の場所にある、一番奥の席だね。そこから見えるんじゃないかな』

　どうやら青木には玲子のいる場所がわかっているらしい。玲子はケータイを耳に当てたままカフェテリアの奥に目をやった。青木は窓まど際ぎわに近い二人ふたりがけの席に座っていた。彼の向かいにはマリアが座っている。

『木き本もとさんは別にいいんだけどさ、柊ひいらぎに聞かれるとちょっとまずいんで電話したんだ』

　……まさかとは思うけど、マリアさんがあたしに用があるとか、そういう話かな？

　考えられないことではない、と思うが、青木の口く調ちようはいつものように軽い。

『放ほう課か後ご、時間あるかな？』

「えっと、はい。大丈夫ですけど……」

『実はある人に頼まれてさ』

　ほら来た。やっぱりマリアから何か話があるのだ。

『俺も一いつ緒しよに、って思ったんだけど、どうも俺はいないほうがいいらしくてね』

　それは困る。玲子は胸のうちで悲鳴を上げた。

　……マリアさんと一対一で話すなんて、そんなの無理だよ。緊きん張ちようしすぎて死んじゃう。

　不安の渦うずがぐるぐると玲れい子この頭の中で渦巻き始める。どす黒い渦だ。こんな得体えたいの知れない渦に巻き込まれたら生きては出られない。きっと地じ獄ごくに直通の落とし穴みたいな渦だ。

『放ほう課か後ごになったら隣となりのクラスの廊下に行ってみてよ。たぶん待っていると思うから』

「──え？　隣のクラスって？」

『森もり坂さかさんってアニスさんと面めん識しきないんだよね？』

「へ？　アニスさん……？」

『ああ、そうだよ』青あお木きは平然と続けた。『今日きよう、片かた倉くら休んでるだろ？』

「はい。あの、青木君は片倉君がどうして休んでるのか知ってますか？」

『俺おれも知らないんだ。そのことで何か話があるのかなって思うんだけど……まあ、あの人、森坂さんと話してみたいって前々から言ってたから』

「あ、そうなんですか……」

『森坂さん、言動には注意してね』

　青木が声のトーンをいくらか落とした。不安を煽あおるアドバイスだ。

「あ、あたしよく知らないんですけど、アニスさんってどういう人なんですか？」

『謎なぞ多おおき人だよ。人間味がないし、けっこう薄はく情じようだったりもするし。たまに本心なのか冗じよう談だんなのかわからないことを言うしね。じかに接してみればわかると思うけど、「人」だとは思わないほうが懸けん命めいだね』

「……すごく不安になってきました」

　マリアはマリアで取っつきにくそうな感じだが、アニスはマリアとは別の意味で取っつきにくそうだ。上う手まく言葉で説明することができないが、とりあえずくだらないことや頭の悪そうな発言をしたら、アニスは不ふ愉ゆ快かいになりそうな気がする。

『だろうねぇ。でも、仕方がないよ。片倉とあんな関係になっちゃったわけだし。珍しいんだよ？　森坂さんみたいにコネのない人が「こういう世界」と関かかわりを持っちゃうの』

「そうなんですか？」

『俺の知る限りにおいてはね。アニスさんが黙もく認にんしてるのは片倉があの人にとって「特別」だからだと思うよ。ま、俺も詳しくは知らないんだけどさ』

　青木が言う『特別』とはいかなる意味なのか。玲子には見当もつかない。

『じゃ、用件は伝えたから。いきなり電話かけてごめんね』

「そんな。気にしないでください」

　玲子は窓まど際ぎわを離はなれながら、青木の真向かいの席で頰ほお杖づえをついているマリアを何気なく見た。

「あ、あの……青木君」

『ん？　どうしたの？』

「マリアさんのことなんですけど」

『え？　何？　マリアと何かあった？』急に青木の声が小さくなった。

「その、あたし、学校休んでたからよくわからないんですけど、マリアさんって日に本ほん語ご、喋しやべれるんですよね？」

『日本語？　ああ、喋れるはずだよ。日常会話に支障はないって聞いてるし』

「あ、そうなんですか」

『何か気になることでもあった？』

「体育の時間にちょっと」

『あ、もしかして、マリアがなんかやらかした？』

「そんなたいしたことではないんですけど、なんだか上う手まく言いたいことが伝わらなかった気がしたので、ちゃんと通じてるのかなって」

『森もり坂さかさん』青あお木きの口く調ちようが明らかに変わった。『そのときの状況、詳しく聞いてもいい？』

「あ、はい」

　急に真ま面じ目めになっちゃってどうしたんだろう、と思いながら玲れい子こは体育の時間に起こったことを丁てい寧ねいに説明していった。
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　放ほう課か後ご、先に廊下で待っていたアニスに「ついて来なさい」と命令口く調ちようで促うながされた玲子は素直に「はい」と頷うなずいて彼女のあとに続いた。校内を並んで歩いていると、通り過ぎる生徒の多くがアニスに好奇の視し線せんを向けた。それは有名人を発見して、「うわー、本物だよ」と驚おどろくようなものではなく、自然と目に入ってしまうような感じだった。外国人だから浮いている、というのは当然あるだろうが、人目を惹ひく最大の要因は容よう姿しが際きわ立だっていることだろう。

「あの車だから」

　アニスは校門を抜けると急に立ち止まり、道路の片かた隅すみに停車している黒塗りのリムジンを指差した。ここまで、感情らしい感情は表出させていない。

　順番に車に乗り込むと、「行って」と運転手に車を発進させるよう促うながした。運転手は若い男だった。運転手、というと年老いた老人を思い浮かべてしまう玲子だが、この運転手は高そうなスーツを着込んでいて、とても運転手には見えなかった。

「またせやがって。じゅうごふんもたいきしてたんだぞ。きょうはさむいなー」

　車が走り出して間もなく助手席から声が聞こえた。妙に間の抜けた声だった。聞き覚えがあるなぁ、と思っていると運転席と助手席の隙すき間まから誰だれかが顔を出した。

「きちんと前を向いていなさい、サウラ」

「はい、そうします。そうすることにします」

　少女は何度も頷いたが、後ろを向いたまま動かない。

「一度、会ったことがあるでしょう？　ハルが言っていたわ」

「あ、はい。たしか、サウラちゃんでしたよね？」

「さうらちゃん」鸚おう鵡む返がえしにそうつぶやいたのはサウラ本人だった。「さうらちゃんちがう。さうらちゃんではいみがちがってくる。さうらとよんでください。きをつけろよ？」

「そ、そっか……」

　敬称を名前の一部だと勘かん違ちがいしたのだということはすぐにわかったが、反応に困った。

「この子の言うことは話半分に聞いてね。適当に喋しやべっているところがあるから」

「可か愛わいいですね、サウラちゃん」

「ええ、そうね」

　アニスが嬉うれしそうに笑う。珍しく表情らしい表情があった。こういう笑い方もできる人なんだ、と玲れい子こは内心で意外に思った。

「ところで──」

　車が駅前の片道三さん車しや線せんの道路に入った辺あたりでアニスの表情が険けわしくなった。

　玲子は緊きん張ちようした。車内の暖房が効きすぎているのか、唇が異常に乾いていた。

「あなた、ハルとはどういう関係？」

　たまたま口からこぼれた素朴な疑問──とはとうてい思えなかった。間違いなくアニスは玲子を問いただそうとしていた。

「関係……ですか？」

「私が訊きいても、ちゃんと答えてくれないのよ」

　ハルのことを言っているのだろう。今の言葉から察するにハルはアニスに何も言っていないらしい。しかし、アニスが噓うそをついている可能性もある。言動には注意してね──青あお木きのアドバイスを思い出す。ここは慎重に答えなければならない場面だ。

「とても重要なことなのよ。教えてくれないかしら？」

「あ、はい……」

　どう答えるべきだろう。難なん題だいだった。果たしてストレートに『恋人同士です』と答えていいものか。というか、自分はちゃんとハルと付き合っていることになっているのか？　たしかに『付き合ってやる』とは言われたが──いやいや、あれが『お友達として付き合う』という意味なわけがない。そうだ。もっと自信を持っていいのだ。姉とも約束したではないか。恥ずかしがっていては損をする、と。

「ただのお友達同士というわけではないのでしょう？」

「はい。その……お、お付き合いさせていただいております」

　咄とつ嗟さに慣なれない言葉を使ってしまったので、微妙にズレた発音になってしまった。もう少しで咬かむところだった。しかし、言えたことは言えた。決して自慢できることではないが、アニスを前にハルとの関係を宣言できたのだから、自分にしては頑張ったほうだ。

「へぇ、そうなの」

　驚おどろいているふうには見えなかった。アニスの口から「もちろん知っていたわ」という言葉が今にも飛び出すんじゃないかと思ったが、彼女は人形のように表情をなくし──

　と、思ったら「フフフ」と口元を押さえながら声を漏らし、

「ハルから聞いていた通りの子だわ、あなたって。少しだけ興きよう味みが湧わいた」

　……少しだけですか。って、やっぱり片かた倉くら君から聞いてたんだ……。

「知りたい？」

　何を？　と思ったがそれを訊きくと怒られそうな雰囲気があったので黙だまっていた。

「あなた、本当に病欠だと思っている？」

「病欠？　それって片倉君のことですか？」

「片倉君」アニスは口元をほとんど動かさずつぶやいた。「本当に付き合っているのかしら」

　付き合っているくせに苗みよう字じで呼んでいるの？　と言いたいのだろう。

「……そ、その」

「手続き上、病欠とでもしておかなければ面めん倒どうでしょう？」

「え？」話がいつの間にか前の話題に戻っていた。

「今日きようは検査の日なの」

「検査？」

　話が見えるようで見えなかった。それもこれもアニスが自分のペースで話をするからだ。もしかしたら、玲れい子こが理解していようが理解していまいがどうだっていいのかもしれない。




　　　＋　＋　＋




　青あお木きは駅構内のトイレを出ると、マリアが待っているはずの東口に向かった。

「おいおい……」

　マリアの姿を発見するなりため息がこぼれた。彼女は二人ふたり組ぐみの若者に絡まれていた。一人ひとりにするといつもこうなる。これはもはや才能の一種に違いないな、と思いながら急いでマリアのもとに向かう。

　マリアは茶ちや色いろのキャンバス地と白いレザーの組み合わせの高そうなバッグを右手で、反対の手には日ひ傘がさを握っていた。刺し繡しゆうの入ったドレッシーなデザインのシルク傘だ。マリアは外を出歩くときは季節に関係なく、ほとんど一年中、日傘を持ち歩いている。

「すっげー、無口だな」と長髪の男が呆あきれ顔がおで言う。

「無口っていうかよ、俺おれたち無視されてるんじゃねえ？」と隣となりの茶ちや髪ぱつの男がニヤニヤ笑う。

　マリアは私服姿ならまずナンパされることはないのだが、どういうわけか制服を着ていると飛ひ躍やく的てきにナンパの回数が増える。ナンパするほうは、制服を着ているから日に本ほん語ごが通じるに違いない、とでも思っているのかもしれない。

「そんなに警けい戒かいしないでよ。俺おれたちそこらのバカな男とは違うから」

「そうそう。俺たち正統派だから」

「正統派ってなんだよ？」

「さあ？」

　二人ふたり組ぐみがゲラゲラと笑い声を上げる。どう考えてもバカっぽい。

　さっさと助けに入るかな、と青あお木きは思ったが、そこでふと玲れい子この言葉を思い出した。

　──そんなたいしたことではないんですけど、なんだか上う手まく言いたいことが伝わらなかった気がしたので、ちゃんと通じてるのかなって。

　そんなバカな、と青木は思った。しかし、同時に、もしかしたら、とも思った。

　青木はマリアと言葉を交わすときは必ずと言っていいほどフランス語だ。

　だから、実のところ青木は、マリアの日に本ほん語ご能力がどの程度の水準に達しているのか、よくわかっていなかった。問題はないと思っていたのだ。留学するくらいだから、日常会話に差し支えない程度の語学力はあるのだろう、と頭ごなしに信じ切っていた。

　青木が安心していたのにはもう一つ大きな理由がある。それは初日の挨あい拶さつのことだ。朝のＨＲの時間、担任から簡かん単たんな紹介を受けたあと、マリアは流りゆう暢ちような日本語で挨拶をした。たぶん誰だれもがこのとき、「マリアは日本語ができる」と信じ込んでしまったはずだ。一番身近にいたはずの青木自身が「へぇ、上手いもんだなぁ」と騙だまされたのだから、マリアの日本語が拙つたないと疑いを持った者はゼロに等しいはずだ。

　しかし、よく考えてみると挨拶というものは前もって準備しておくことができる。マリアは時間をかけて練習したのではないだろうか？　マリアならやりかねない。彼女は努力家だが、努力の証あかしを他人に誇こ示じすることは決してない。それがたとえ身内であったとしてもだ。

「少し……様よう子す見るか」

　可か哀わい想そうだが、マリアがこの二人組にどう対処するのか、興きよう味みがあった。

「キミさ、全然喋しやべらないね。もしかして、日本語わからないとか？」

　長髪の男が訊きいた。いい質問だ、と青木は思う。

「日本語はわかります」

「なんだ、ちゃんと喋れるじゃん」

「私に何かご用ですか？」

「実は俺たちキミに一ひと目め惚ぼれしちゃってさ。あ、ナンパじゃないからね」

「そうそう。俺たち正統派だから」

　……何が正統派だ。ナンパはナンパだろうが。ぶっ殺すぞ。

　だんだん腹が立ってきた。こういう男たちを見ているとイライラしてくる。

「ナンパとはなんですか？」

　マリアのその発言はなんだか奇妙に感じられた。

　──ナンパトハナンデスカ？

「あれ？　ナンパってわからない？」

「ちょうどいいじゃん。じっくり講こう義ぎしようぜ。ナンパについて」

「あ、それいいな。俺おれたちナンパのプロだし」

「そうそう。しかも正統派」

　なんだか雲行きが怪しい。おかしな展開になってきた。

　しょうがないな、と思いながら青あお木きは柱の陰から飛び出した。

　二人ふたり組ぐみのすぐ背後までやってくると、先にマリアが青木の存在に気づいた。

《直なお人ひと、遅いです。待ちくたびれました》

　マリアが流りゆう暢ちようなフランス語で青木に微ほほ笑えみかける。青木もマリアに合わせ、

《電話がかかってきてさ。時間食っちまった》

《電話？　誰だれからですか？》

《うちの『主人』からだよ。来週のパーティーで面おも白しろい報告がある、って言われた》

《報告？》

《確かく証しようはないけど、『推すい薦せん』の話かもしれない》

《いい報告であることを祈っています》

《待たせて悪かったな。そろそろ行こうぜ》

　青木はマリアを伴い、出口に向かって歩き出した。

　若者二人組はしばしポカーンとしていたが、「お、おい。ちょっと待てよ！」と茶ちや髪ぱつのほうが半ば怒ど鳴なりながら、青木たちのあとを追いかけてきた。

「なんなんだよ、お前ら？　バカにしてんのか？」

《彼はどうして怒っているのですか？》マリアが青木を見ながら小首を傾かしげる。

《逆上してんだろ》

《逆上？》マリアが横目で茶髪男を見る。青木もつられて視し線せんを向けた。

「な、なんだよ？　文句でもあるのかよ？」

　茶髪男が怯ひるんだ。こいつ吼ほえるだけしか能がないのかな、と青木は胸のうちで苦笑する。

　もう一方の男は、すでにこのナンパに興きよう味みをなくしているようで、「おい、行こうぜ」と茶髪男の肩を叩たたいていた。しかし、茶髪男はどうしても気がすまないらしく、「お前ら日に本ほん語ご使え」とか「卑ひ怯きようだぞ」などと一人ひとりエキサイトしていた。面めん倒どうなことになる前にとっとと退散したほうがよさそうだ。青木が頭の中で相手を煙けむに巻くための算さん段だんを立てていると、ふいにマリアが青木の前に出た。

《私はあなたのような男にはこれっぽっちも興味がありません。さようなら──》

　マリアは冷ややかな視線を男たちに投げかけるとシルク傘がさを差して歩き出した。

　男たちは呆あつ気けに取られている。フランス語だったから、きっと何を言われたのかわからなかったに違いないが、マリアが怒っていることは察したのだろう。

　もっとソフトに対応しろよな。青あお木きは内心でヒヤヒヤしたものの、こういう男たちには強気で反発したほうが効果的なのかもしれないな、とも思った。




《マリア、一つ提案がある》

　大きな交差点を右に折れ、自宅に続くキャラメル色の歩道に差しかかったあたりで、青木はマリアに話しかけた。

《提案？　なんですか？》

《俺おれとも日に本ほん語ごで話そう》

《急にどうしたんですか？》

《俺にとってフランス語はもはや特別な言語じゃない》

《その通りです。直なお人ひとのフランス語は完かん璧ぺきです》

《だけど、周りはそうじゃない。友達に言われたんだ。マリアとフランス語で話してると気取ってるように見えるってな。もちろん、俺にそんな気はない。お前とコミュニケーションを取るときはフランス語のほうが自然だからそうしてるだけだ》

《気取っているように見られたくないから、私と日本語で会話をするのですか？》

　そう言いながらマリアはシルク傘がさをくるくると回転させる。

《たしかに、さっきみたいにナンパされたときは日本語を使わないのも一つの手だと思うんだよな。ほら、言葉がわからないと何を言われてるのかわからないから相手は戸と惑まどうだろう？》

　お前もそうなんじゃないのか？　日本語、ちゃんと理解してるのか？

　青木の疑惑が伝わったのかマリアが押おし黙だまった。

《マリア、単刀直入に訊きくぞ》

《はい》

《お前の日本語能力はどの程度のものなんだ？》

《あなたの日本語は完璧です、と太たい鼓こ判ばんを押されました》

《誰だれに？》

《専属の日本語講こう師しに》

《……それはお世辞なんじゃないのか》

《本ほん音ねを言えば》

《本音を言えば？》

《日本語が通じなかったり、聞き取れなかったり、不便な生活を送っています》

　衝しよう撃げき的てきな告白だった。あまりに衝撃的すぎて青木は卒そつ倒とうしそうになった。

「お前なあ！」思わず日本語で叫んでしまった。

《そんなに怒らないでください。泣きそうです》

《噓うそつけ！》今度はフランス語で叫ぶ。《っていうかマジか？　お前、今日きようの朝、森もり坂さかさんと普通に話してたじゃないか。日に本ほん語ごで。あれはなんだったんだ？》

　あのときのマリアの日本語は完かん璧ぺきに近かったように記き憶おくしている。

《練習しましたから》

《練習？》

　マリアは、ええ、と頷うなずくと日本語でこう言った。

「初めまして。マリアと言います。以後お見知りおきを」

《上う手まいじゃないか》

《何事も最初が肝かん心じんです。自己紹介に関しては日本語講こう師しの方も絶ぜつ賛さんしていました。発音も声の抑よく揚ようも完璧に近いと》

《……一応訊きくが……自己紹介以外は？》

《そうですね。『おはようございます』『こんにちは』といった、挨あい拶さつの類たぐいはそれなりにちゃんとした発音で言えると思います。しかし、他ほかは難なんありかと》

《最初が肝心ってのはわかるが……それじゃあ、詐さ欺ぎみたいなもんだぞ。実際、お前の日本語能力を誤解してる奴やつが大勢いるだろうな。俺おれも気づかなかったし》

《そうかもしれませんね》

《お前……よくそんなんで留学する気になったな》

《白しら坂さか学院ならなんとかなるかと思いまして》

《まあ、うちの学校は経けい営えい陣じんが人間じゃないからな。経営方針もフレキシブルだし》

《留学生もほとんどコネで入ってきますからね》

《まあ、それはいい》

《そうですね。早く家に帰りましょう》

《それも違う》青あお木きはマリアの腕をつかんだ。《……あのさ、まったく喋しやべれないわけじゃないんだろ？　日本語》

《もちろんです。ゆっくりなら喋れます。ただ、相手が極端に難むずかしい言葉を使ったり、早口で話したり……あと、スラングを使われると大変困ります》

《つまり、問題なのはリスニングのほうか》

《まあ、そうですね》

《どうして俺に相そう談だんしなかった？》

《私にもプライドがありますから》

《……そんなんだから誤解されるんだよ。わからないなら、わからないって言えよな》

《たぶん、言葉だけの問題ではないと思います。意思の疎そ通つうが容易な人も中にはいますから》

《早く気がつくべきだった……たった二年で日本語をマスターできるわけないよな》

　しかも、マリアはフランスにいながら日本語の習得に励んでいた。日本語講師とマンツーマンでの稽けい古こ。それはあくまでレッスンという形であり、実生活で日に本ほん語ごを使用していたわけではないのだ。もちろん、マリアの日本語は青あお木きが以前、会ったときと比べれば格段に上達しているだろう。

　だが、あの挨あい拶さつはまずかった──マリアの初日の挨拶である。どうも自己紹介に関しては日本語講こう師しからも太たい鼓こ判ばんを押されていたようだし、初日の挨拶だけではなく、個人的に行った自己紹介なども、クラスメイトたちに誤解を与える要因の一つになったに違いない。決して見み栄えを張ったわけではないと思うが──

《まいったなぁ。今いま更さら言ったって誰だれも信じてくれないだろうし……》

《別に信じてもらわなくても構いません》

「マリア」

《はい？》

「日本語で話そう」

「日本語で」

「お前の日本語能力を把握したい」

「把握したい」

「……うーん、やっぱり、お前と日本語で話すとなんだか気持ち悪いな」

　マリアの日本語はどことなく発音がぎこちなかった。しかし、ゆっくり話せばだいたい通じるようではある。場数の問題かもしれない。どちらにしろ、もっと早く確かく認にんするべきだった。

「そういえば、マリア」

「なんでしょうか？」

「お前、森もり坂さかさんのこと睨にらんでただろ？」

　青木はあまり早口にならぬよう注意しながら話した。

「なんのことでしょうか？」

「しらばっくれるな。お前、森坂さんのこと目めの敵かたきにしてるだろう？」

　今日きようの朝、玲れい子こにマリアを紹介したとき、マリアは玲子に日本語で話しかけていたが（例によって自己紹介だけだったが）途中から急にフランス語に切り替えた。日本語に問題があるとわかった今でも、あれだけはわざとやったとしか思えない。

「目の敵とはどういう意味ですか？」

「ええと……」それくらいわかれよ、と思いながら青木は言葉を探す。「敵視ならわかるか？」

「溺でき死し？」

「違う。つーか、よく知ってたな、溺死なんて言葉。えーと、あれだ。お前は森坂さんに対して悪い感情を持っているだろう？」

「そんなことはありません」

「噓うそつけ。前にも話したと思うけどな、森坂さんは片かた倉くらの彼女だからな？　変なちょっかい出すんじゃないぞ？」

「そんなことしません」

「本当か？」

「……同じことを何度も言わせないでください」

「それならいいけどさぁ……」

　マリアはハルと面めん識しきがあるらしいが、青あお木きはその事実を二人ふたりが学校で顔を合わせるまで知らなかった。どうやら、ハルがヨーロッパにいたころに知り合ったようなのだが、当時の二人がどういう関係にあったのか、青木にもわからない。ただ、マリアの片思いではないか、と青木は推測している。ハルがマリアに冷たいからだ（といってもハルは誰だれに対してもそっけないのだが）。

《直なお人ひとはネチネチしつこいです》

《おい、フランス語は使わないんじゃなかったのか？》

《やっぱり二人のときはフランス語にします。日に本ほん語ごばかり使っていたら頭がおかしくなりそうですから》

《根性ないなぁ》

《そんなの私の勝手です》

　どうも、こちらが思っている以上にマリアは参っているようだ。日本語に少しでも慣なれようと、努力はしているようだが、そもそも日本語を使うこと自体にストレスを感じ始めている。これでは悪あく循じゆん環かんだ。
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　ハルが住んでいるマンション（アニスの自宅でもある）は駅から少し離はなれた場所に数多く建ち並ぶマンション群の中でも、もっとも旧市街地側に建っていた。どうやら、そのマンションには人よりも人以外の者が多く住んでいるらしかった。彼女たちの住まいは二十一階。高所恐怖症の玲れい子こは外が透すけて見えるエレベーターの中でずっと目を瞑つむっていた（目を閉じている間、なんだか背中が重いなあと思ったら、いつの間にか背中にサウラがしがみついていた）。

「どうぞ、お入りなさい」

　アニスに促うながされ部へ屋やの中に入ると、サウラが玄関で靴を脱ぎ捨て、スリッパも履はかずに廊下をパタパタと駆けていった。玲子はアニスに案内され、廊下を進んでいった。リビングに続く濃こい茶ちや色いろの扉を抜けると、「座って待っていてちょうだい」と言ってアニスは別の扉からリビングを出ていった。ソファーに腰かけ、しばらく室内の様よう子すをうかがっていると、若い男性がリビングにやってきて、軽く会え釈しやくをしてから紅茶の入ったカップをソファーの前の低いテーブルの上に置いた。隣となりにシュガーポットが並ぶ。

「あ、ありがとうございます」

　礼を述べると男性は、「いえ」と事務的に返答したあと、「しばらくお待ちください」と言ってリビングを出ていった。

「きょうののるまはこれだー」

　男性と入れ替わりにサウラがリビングに姿を現した。サウラは玲れい子こを一いち瞥べつし、「さめないうちにのんだほうがいいです。えんりょするなよ？」と声をかけると、リビングにある大きなプラズマテレビの前に寝転がってアニメを観かん賞しようし始めた。玲子に遠えん慮りよしているのか、サウラはヘッドホンをつけていた。そのせいで笑い声が少々大きいのだが、サウラが見ているアニメはどう考えても笑うような場面はなさそうだった（サイコホラー要素の強い非常に難なん解かいな大人おとな向けのアニメだった）。

「ごめんなさい。遅くなってしまって」

　紅茶を半分ほど飲み、カップを受け皿の上に置いたところでアニスが戻ってきた。

「あ、あの……」

「慌てないで」

　アニスがテーブルを挟んだ向こう側に座る。彼女は制服から普ふ段だん着ぎに着替えていた。スカイブルーのビビッドな色合いのワンピースの上に白いロングカーディガンを羽は織おっている。

『アニスさんは服装に気を遣つかう人なんだよ。たとえその場に自分しかいなくても、いい加減な格好はしない人だね』とは青あお木きが言っていたことだが、たしかにそういう感じだな、と玲子は眼前のアニスを眺めながら思った。

「わかっています。『検査』のことが知りたいのでしょう？」

「は、はい……そうです」

　察しがいいので玲子はびっくりする。まだ何も言ってないのに──

「少し難むずかしい話になります。心して聞いてね」アニスはそのような前置きをしてから語り出した。「我われ々われは生きているわけでも、死んでいるわけでもありません。そして、何者にも影えい響きようを受けない。物理的には無敵を誇ります。具体的には怪け我がや病気。歳としも取りません。不死であり不老である、ということ」

　ハルからも同様の話を聞かされていたので、ここまでは復習のようなものだった。

「だけど、たった一つだけ影響を受けるものがあるの。なんだと思う？」

「え……っと……」

「人の生き血よ」アニスはほとんど間を置かずに答えを述べた。「我々は人間の血液を体内に取り込むことで、少なからずその影響を受けるの。だから定期的に検査が必要になってくる。まあ、検査といっても医学的な見地から検証するわけではないのだけれど」

「検査って……もしかして、片かた倉くら君どこか悪いんですか？」

「定期的な検査と言ったでしょう。結果が出るのはまだ先のことよ」

「そ、そうなんですか」

「ハルはあなたの血がよほど気に入ったみたいね？」

「そ、そのようで……」

　あはは、と愛あい想そ笑わらいを浮かべるしかなかった。「髪の毛が綺き麗れいだ」と褒ほめられたのならば嬉うれしくて照れもするが、「素敵すてきな血だ」と言われても「はぁ……そうらしいですね」としか答えられない。生きる上で血液はたしかに重要なものだが、人間の世界においては血液が魅み力りよくの一要素となることはまずない。

「気をつけなさい。あなたの血は特別なものだから」

「あ、あたしの血がですか？」驚おどろいて訊きき返す。

「ええ、とてもレアよ。ねえ、あなたさえよければ私にも少し頂けないかしら？」

「え……そんな」

「冗じよう談だんです」アニスが目を細めて愉快そうに笑う。「我われ々われは異性の血しか好みません。もちろん例外はあるけれど」

「あ、そうなんですか……」

「ハルが言っていた通りね。あなた、もう少し他人を疑うことを覚えたほうがいいわ。そのうち酷ひどい目に遭あいそう」

「それは……あたしもそう思います」すでにいろいろ危ない目に遭っているけれど……。

「脅おどかしすぎたみたいね。お詫わびに一ついいことを教えてあげる」

「今度は冗談じゃないんですよね？」

「それは自分で判断しなさい」玲れい子この疑問をさらっと流し、続ける。「ハルは『例外』なの」

「例外？」

「私は禁きん忌きを犯し──そして、ハルは人としての過去を失った」

「え？　それって……」

「どういう意味なのかって？　そんなの自分で考えなきゃダメよ」

「そうだー。じぶんでかんがえなければしんぽがないんだぞぉ。にっしんげっぽなんだぞぉ」

　首にヘッドホンをかけたサウラが、慌ただしくも駆けてきて、ソファーの上にひょいと飛び乗った。その瞬しゆん間かん、テレビに接続してあったヘッドホンの端子がジャックから外はずれ、室内にアニメのクライマックスを告げる緊きん迫ぱくした音楽が大音量で流れ出した。

「し、しまった！　みんなふせろ！　ばすがすばくはつ、がすばすばくはつぅ！」

　テーブルの下の隙すき間まに頭を突っ込み、サウラがわけのわからないことを叫び出す（もとからわけのわからないことを言うが）。アニスが「ごめんなさいね」と言いながら席を立ち、テレビのリモコンで音量を下げた。




　その日、どうやらハルは帰宅が遅くなるようだったので、玲子は日が暮れる前においとますることにした。帰かえり際ぎわ、玄関で靴を履はいていると、アニスが玲れい子この側そばに寄ってきて、「あなたのクラスに留学生が来たでしょう？」と訊きいてきた。

「あ、はい。三学期から」

「あの子には十分注意してね」

「マリアさんのこと知ってるんですか？」

「少しだけ」

「もしかして、マリアさんって人間じゃないんですか？」

「どっちだと思う？」

「……え、えっと」

　玲子が思し案あんしているとアニスが、「フフ」と微ほほ笑えんだ。

「森もり坂さかさん。またお会いしましょう。今度はもっと楽しい場所で」

「は、はい……」

　玲子は深々と頭を下げると外に出た。エレベーターの中でようやくホッと一息つけたが、ここに来る前よりずっと不安が広がったような気がした。
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　翌日の朝、玲子が洗面所で歯を磨みがいていると、玄関でチャイムの音がした。

　また佳か澄すみが迎えに来たのだろうか？　鏡かがみに映った寝ぼけ顔を眺めながらそんなことを思う。

　二度目のチャイムが響ひびいたとき、廊下を誰だれかが駆けていく音がした。

　お父とうさんが出てくれたのかな？　玲子は「しゃこしゃこ」と歯を磨きながら廊下を歩き、リビングに向かった。父親は仕事の関係で外泊することが多いのだが、昨日きのうは午前を回ったものの帰宅していた。出勤時間は玲子とだいたい同じである。

「玲子！」

　テレビの占いコーナーで、今日きようは何も期待できません、ときっぱり言われ沈んでいると、父親が大きな声で玲子の名前を呼びながらリビングに入ってきた。父親は地声が大きいから、こういうときちょっぴり恥ずかしい。

「ぬぁに（何）？」歯を磨いていたので変な声になる。

「その……なんだ。お友達が迎えに……」

「ん？」

　きっと佳澄だろうな、と思ったが父親の喋しやべり方が妙に歯切れが悪いので気になった。

「わはった（わかった）」

　玲子は歯ブラシを口に咥くわえたままリビングを出た。まだ髪が寝起きのままでボサボサだったが、まあいいか、と思い玄関に急ぐ。サンダルを突っかけ玄関の扉を開けると、

「今日きようはそれなりに元気そうだな」

　外で待っていたのは佳か澄すみではなく、ハルだった。

「…………っ！」

　玲れい子こは思わず口の中に溜たまった唾だ液えきや泡状になった歯は磨みがき粉を飲み込みそうになったが、すんでのところでどうにか堪こらえ、リスのように口を膨ふくらませたまま静止した。

「お前、その格好はなんだ？　ふざけているのか？」

　ハルにそう言われてようやく我われに返り──玲子は速攻でドアを閉めた。

　……なんで？　なんで片かた倉くら君がいるの？　ありえなくない？　なんで？　なんでぇ？

　クエスチョンマークが次から次へと浮かんでくる。

　困こん惑わくしつつも、そこからの玲子の行動は素早すばやかった。

　口を膨らませ、顔を真まっ赤かにさせ、廊下をダッシュし、洗面所で口をゆすぎ、洗せん顔がんし、化粧水と乳液を塗り、ボサボサの髪に櫛くしを通し、鏡かがみの前で服装を整ととのえた。

　──よし、完かん璧ぺき！　これなら誰だれに見せても恥ずかしくない！

　身み支じ度たくを整えると、全力に近い駆け足でリビングに戻った。敷しき居いを跨またぐと、リビングのソファーに浅く腰かけ、新聞に目を通していた父親とふと目があったが、玲子は父親から目をそらし、テーブルの上のバッグをさっと手に取り、リビングを飛び出した。

　……お父とうさんのせいだ！　絶対にお父さんのせいだ！　お父さんがちゃんと教えてくれれば片倉君にあんな恥ずかしい格好を見られずにすんだのに……。

　そう思う一方で、お父さんびっくりしたのかもしれないな、とも思った。朝から男子が、それも美形の男子が玲子を迎えに来るとは思ってもみなかったのだろう、と。




「これは？」

　自宅前の細長い道を並んで歩き始めるとハルが無言で便びん箋せんのようなものを差し出してきた。

「なんですか？」と問いかけながら、とりあえずそれを受け取った。便箋とはいってもけっこうしっかりとした紙で、色は淡あわいパステル系のブルー。表面が艶つや々つやしていた。表に英語で『Invitation』と書いてある。いんびてーしょん、とはなんぞや？　読めはしたものの、意味まではわからず、玲子は謎なぞの英単語『いんびてーしょん』に苦悩した。

「それは招待状だ」

「招待状ですか？」

「今度、泉いずみ沢さわ通りの『SANCTITY』というダイニングバーでパーティーがある」

「パーティーですか？」

「そうだ」

　何な故ぜかそこで会話が終わってしまった。

　……あれ？　ちょ、ちょっと待ってよ。どういう経けい緯いであたしに招待状が？

　玲れい子こがそわそわしていると、「あの人に頼まれた」とハルが付け加えた。

　ハルが『あの人』と言えば、アニスしかいない。そういえば、と玲子は思い出す。

『またお会いしましょう。今度はもっと楽しい場所で』

　昨日きのうの帰かえり際ぎわ、アニスがそんなことを言っていた。もしかしたら──いや、きっとこのことを指しての言葉だったのだ。

「アニスさんからですか……」

　玲子は改めて招待状に目を落とした。

　なんの招待状だろう──そんな至し極ごくもっともな疑問が頭に浮かぶ。

「えっと……これってどういった趣しゆ旨しのパーティーなんですか？」

「さあな。興きよう味みがないから詳しいことは聞いていない」

「なんかいい加減ですね……」

「そうだな」ハルは反はん論ろんしなかった。「青あお木きや木き本もとも来るはずだ。気軽に構えていればいい」

「奈な津つ美みと青木君も？」

　そのとき、玲子の脳のう裏りにマリアの無ぶ愛あい想そうな顔が浮かび上がってきた。

　やはりマリアも来るのだろうか？

「なんだ？」

「ま」

「──ま？」

「ま、ま……」玲子は咄とつ嗟さに『マリア』以外の言葉を探した。「まさか……このパーティーって正せい装そうしていかなきゃダメですか？」

「絶対ではないが、ラフな格好をしている者は少ない」

「少ない……ってことはゼロではないんですね」

「いや、ゼロだな」

「えええ？」

「言い方を間違えた。正装しなければならないという決まりは特にないが、誰だれもがフォーマルな装よそおいでパーティーに参加するだろう。それほど堅苦しいパーティーではないがな」

「そ、そうなんですか……」

　……うわ、どうしよう。正装って言われても困る。あたしのようなへなちょこ女子高生が、そんな敷しき居いの高い場に相応ふさわしい洋服なんて持ってるわけないじゃん。だって、冠かん婚こん葬そう祭さいには必ず学校の制服で出席してるんだよ？

「そんなに心配するな」

「な、な、なんのことですか？」

　これだけ動揺が顔に出ていれば、誰だれだって玲子が『正装』のことで唸うなっているのだということはわかるが、それを見み透すかされるのが恥ずかしくて、玲子は視し線せんを彷徨さまよわせた。

「当日、うちに来るんだ」

「はい？」

「服の心配なら不要だと言っている。あの人が用意してくれる」

「アニスさんが？　いいんですか？」

「いいさ。貸し与えるだけだからな。それに──」

「それに？」

「人の洋服を見立てるのはアニスさんの趣しゆ味みみたいなものだ」

「趣味ですか」

　玲れい子こは苦にが笑わらいを浮かべながら俯うつむいた。と、視し線せんを落としたそのとき、ハルが玲子の腕をパッとつかんで自分のほうへ引き寄せた。何事かと思ったらすぐ側そばを自転車が通り過ぎていった。乗っていたのは若い女性だった。横に並んで歩いていたから追い抜くスペースがなかったのだ。

「ボサっとするな。俺おれはお前のお守もりをしているわけじゃないんだからな？」

「あはは……すみません」

「何がおかしいんだ？」

「いえ、なんとなく」

「なんとなく？」

「なんとなくです」

　ハルが側そばにいるだけで、今日きようも一日頑張ろう、という気持ちが湧わいてくるから不ふ思し議ぎだ。
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　三時間目の化学の授業が終わったあと、職しよく員いん室しつに用事があるという奈な津つ美みと別れた玲子と佳か澄すみは、一足先に教室に戻ったのだが、教室に入るなりヒステリックな声に迎えられた。トイレにでも寄ってから戻るんだった、と玲子は後悔した。

「……またヒスってんのか」

　小声でぼやきながら佳澄が席に戻る。玲子は床ゆかに目を伏せたまま自席に向かい、教科書を机の中にしまい込むと、遠くから口こう論ろんの現場に目を向けた。

　二人ふたりの女子生徒が、教室の後ろで向かい合っている。一人ひとりはクラスメイトの伊い吹ぶき杏きよう子こ。もう一人はマリアだった。伊吹は、冗じよう談だんの通じない潔けつ癖ぺき症しようの女子生徒で、昨年の春、入学したてのころに「イブキン、髪、綺き麗れいだよねぇ。シャンプー何使ってる？」と佳澄が即そつ興きようであだ名を作って話しかけたところ、「私はそんな名前じゃない！」と瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きのごとく激げつ昂こうしてしまった、というエピソードがある。たしかに佳澄も悪いが、普通は「変なあだ名つけないでよー」くらいですむはずだ。

「──なんなのその態度？　私のことバカにしてるでしょう？」

　なんなのその態度って、あなたこそ血管がブチ切れそうなほど憤ふん慨がいしているではありませんか。クラスメイトの大半がそんな皮肉を思い浮かべているのではないだろうか。

　伊い吹ぶきはおよそ月に一度の頻ひん度どで大だい爆ばく発はつを起こす。どうやら彼女の中では筋が通っているらしいのだが、本人以外にしてみれば、『理り不ふ尽じん』でしかない。場の雰囲気を読めない人間なのか、それとも自分こそがこの世の真理だと思っているのか。伊吹のような生徒に対しては言うまでもなく苦にが手て意い識しきを持っている玲れい子こだが、「もしかしたら、この人の見ている世界は、あたしが見ている世界とは別物なんじゃないかなぁ」と最近よく思う。

「どうして怒っているのですか？」

　ヒートアップしている伊吹とは対照的にマリアは冷静だった。というか小首を傾かしげているところを見るに、どうも事態を上う手まく把握できていないようだ。

「──はあああ？」

　伊吹の怒りがマリアの一言で増幅したのは言うまでもない。

「はあああ？　だってよ。くくく」

　佳か澄すみが嬉うれしそうに笑う。こんなときに笑えるのは佳澄くらいなものだ。

「にしても、口こう論ろんのきっかけは不明だが、あの組み合わせは何気に最強だよなぁ」

「最強？」疑問の声を上げながら佳澄の側そばに寄る。

「ハブＶＳマングースっすよ。こりゃ、山やま中なかちゃんが来るまで誰だれも止められないぞぉ」

　山中ちゃんというのは現国の教師、山中のことである。名前からは想像しにくいが、ものすごく体格がいい教師で、山中ちゃんの愛称で呼んでいるのは佳澄だけだ。

「ちなみに伊吹のほうがハブな」

「……納得かも」

　大半のクラスメイトがそうするように遠巻きに眺めていると、

「静かにしろ。廊下まで声が響ひびく」

　伊吹を睨にらみつけながらハルが教室に入ってきた。ややこしいことになりそうだぞ、と玲子は内心でひやひやした。伊吹は冗じよう談だんが通じない上に男嫌いでもある。ハルはたしかに一部の女子生徒に人気があるが、男嫌いの伊吹には関係のないこと。彼女にしてみれば、マリアがもう一人ひとり増えたようなものである。

　そういえば、と玲子は思う。

　……片かた倉くら君とマリアさんってどういう関係なんだろう。昨日きのうは片倉君、休んでたし、まだ二人ふたりが言葉を交わしてる姿は見てないな。

「喧けん嘩かなら外でやれ」

「知らないわよ、そんなこと！」

　案あんの定じよう、伊吹は逆ギレしてしまった。自分が指摘を受けると反論もせずに逆ギレ。自分だってマリアを怒ど鳴なりつけているくせに、一体、どういう了見なのか。だが、怒りで我われを忘れている彼女が正せい論ろんなど聞き入れるはずもない。今や伊い吹ぶきは最強の矛ほこと無敵の盾たてを装備し、完全武装なのだ。自分が矛む盾じゆんした行動を取っていることに気づいていない可能性すらある。

「逆ギレするなよ。みっともない」

　そう冷静に返すとハルは一いつ瞬しゆん、マリアを見た。視し線せんに気づいたのかマリアもハルを見た。

　先ほどからハルは伊吹には文句をぶつけているが、マリアに対しては何も意見していない。

　……もしかして、マリアさんを遠回しに擁よう護ごしてるんじゃ……考えすぎかな。

「──おい、片かた倉くら。お前が関かかわると面めん倒どうなことになる」

　ハルに遅れて青あお木きが教室に入ってきた。青木の進言にハルは不満があったようだが、「バカバカしい」と言葉を吐き捨て、教室を出ていった。

「で、何があったんだ？」

　青木はマリアにではなく伊吹に尋たずねた。ここでマリアに事情を訊きかなかったのは正しい選択だったのではないか、と玲れい子こは思った。常つね日ひ頃ごろマリアの側そばにいる青木だからこそ、この状況では中立の立場をアピールしたほうが、伊吹の神経を逆さか撫なでせずにすむ。

　伊吹は興こう奮ふんした様よう子すで事情を説明し始めた。あまりに早口すぎて何を言っているのか、玲子には断片的にしか聞き取れなかったが、どうやら事の発ほつ端たんはマリアの一言にあるらしい。

「聞こえなかったので、もう一度言ってください。マリアはそう言ったんだな？」

　青木が伊吹に確かく認にんを取っている。マリアは彼の隣となりできょとんとしていた。

　玲子は、もう一度言ってください、というマリアの言葉の意味を頭の中で考えた。

　……もしかして、本当にわからなかったってことなのかな？

「ええ、そうよ。人がせっかく忠告してあげたのにこの子、それを無視したのよ」

「ちょっと待てよ。別に無視はしてないだろ」

「無視じゃない。聞こえなかった？　そんなわけないじゃない。面と向かって話してるのにそんなバカなことがあってたまるもんですか」

「いや、だから誤解だって」

「はあ？　何が誤解だって言うのよ？」伊吹の怒りは治まらない。「ちゃんと説明してよ！」

「あー、だから……つまり」

　伊吹の勢いに気け圧おされ、さすがの青木も返答に窮きゆうしていた。

　それにしても、伊吹の主張は本当に正しいのか、それとも──

「ま、無視はいかんよな。伊吹は大げさすぎだけど、誰だれだって無視されれば嫌いやな感じがするわけだし。青木もこの期ごに及んで、マリアちゃんをフォローするのは無理あるだろ」

　佳か澄すみは椅い子すを後ろに向け、その上で踏ふん反ぞり返っていた。

「そうかな……」

「お、なんだ？　ライバルの肩を持つのか？」

「そ、そんなんじゃないよ……ただ」

「ただ？」佳か澄すみが椅い子すに座ったまま玲れい子こを見上げる。

「んーとね、マリアさん……実は日に本ほん語ごがわからないんじゃないかなって思って。もしそうだとすれば『聞こえなかった』っていう発言も納得できるじゃない？」

「えー、それはさすがにないっしょ」

「えっと、わからないといっても、まったくじゃないよ。きっと少しはわかるんだよ」

「ありえない」佳澄は断言した。どうして？　と訊きくと、「玲子は休んでたから知らなくて当然だけど、マリアちゃんさ、始業式の日に教室で挨あい拶さつしたんだよね」

「挨拶？」

「すごかったよ。五分くらい喋しやべりっぱなしだったからねぇ。あれを聞いてマリアちゃんの日本語が不自由だって思う奴やつはいないね。玲子はいなかったわけだし、しょうがないけどさ」

「で、でもさ……話すのは得意でも、聞き取りが苦にが手てだってこともあると思うし……」

「あれだけ話せてヒアリングがダメってことはないんじゃないかなぁ」

「でも──」

　マリアは日本語が上う手まく聞き取れないのでは？　玲子がそう思ったのは、昨日きのう、体育の時間に、「どうして謝あやまるのですか？」と言ってマリアが玲子に詰め寄ってきたときの態度が引っかかっていたからだ。しかし、「マリアの日本語能力に問題はない」という佳澄の意見が正しいとすれば、玲子の勘かん違ちがいということになる。果たして真実はどっちなのだろうか？

「ったく、玲子はお人よしだねぇ。それともライバルに恩でも売ろうっての？」

「そんなんじゃないよ。ただ、なんとなくマリアさん、困っているように見えるから」

「んー、そうかー？」

「そうだよ。たぶん」

「ふーん、そうか。まあ、ここは玲子の言葉を信じてみようかね」

「え、そんな簡かん単たんに信じちゃっていいの？」

「いいのいいの。人生なんて適当さー」佳澄は愉快そうに笑い、「したらば、マリアちゃん救出大作戦といきましょうかねー」

「救出大作戦？」佳澄には『救出』よりも『迷惑』の二文字のほうが合っている気がする。

「だって私、伊い吹ぶき嫌いだもーん」と言って佳澄がニヤリと笑う。「それにハブよりマングースのほうが可か愛わいいでしょ」

「そ、そうだね……嫌いやな二に択たくだけど」

　相あい槌づちを打ちつつも、実は爬は虫ちゆう類るいが好きな玲子だった（誰だれにも言ったことがない）。

「ほいじゃ、行ってくる」

　佳澄の足取りは異様に軽かった。彼女ならば核戦争が起きても「え？　ホント？」と嬉うれしそうな顔で現場に走っていくのではないか、と思ってしまう。

「伊吹ちゃん、ご機き嫌げん斜めだねぇ」

　佳か澄すみが馴なれ馴なれしく伊い吹ぶきの肩に手を置く。誰だれかが、すげぇな、と声を漏らす。

「な、何よ」伊吹の顔が強こわ張ばった。「何か文句でもあるわけ？」

「文句なんてあるわけないじゃん」

「じゃあ、話しかけないでよ！　今、立て込んでるんだから……」

「まあ、いいじゃん。そんなことより、伊吹ってさ、アイドルの藤ふじ城しろ憲けん吾ごが好きなんだって？」

　……えー、いきなり何言ってるの、佳澄。話のそらしかたが露ろ骨こつすぎるよ？

　玲れい子この内心での心配をよそに（クラスメイトたちも佳澄の奇行に仰ぎよう天てんしている）佳澄はなおも「あれ？　違った？　憲吾嫌い？　いやー、私、好きなんだよねー」とまくし立てた。

　百パーセント間違いなく伊吹は激げき怒どするであろう、と誰もが思っていたそのとき、伊吹が佳澄に顔を寄せ、「……なんで知ってるのよ」と消え入りそうな声でつぶやいた。

「あー、気になる？」と佳澄は得意げな顔をする。「実はさー、友達の友達の弟の友達が伊吹ちゃんの妹と仲がいいらしくてさ、それで友達の友達の弟の友達が伊吹ちゃんの妹の家に遊びに行ったときにたまたま伊吹ちゃんの部へ屋やを覗のぞいちゃったらしくてね。特定のアイドルのポスターが部屋の壁かべ一面に貼はってあったとかなんとか。まあ、そういうわけですよ」

　友達の友達の弟の友達──それはもはや他人では？　クラスメイトたちの大半がそんな疑問を抱いたに違いない。というか、友達の友達の弟の時点で他人のような気がする。もしかしたら、佳澄はもっと直接的な手で伊吹の弱みを握ったのではないだろうか。だとしたら、大だい胆たんに見えて慎重な対応である。どちらにせよ、佳澄が友達で良かったな、と玲子は思う。

「そ、そんなこと……大声で言わないでよ……」

　伊吹がひそひそ声で佳澄に抗こう議ぎする。色白の伊吹の顔が林りん檎ごのように真まっ赤かになっていた。さすがの玲子もこの時点で気づいた。きっと伊吹は今まで『アイドル好き』という一面をひた隠しにしてきたのだろう。それを佳澄にクラスメイトの前で明かされたものだから動揺しているのだ。それにしても男嫌いの伊吹がアイドル好きとは意外な事実だ。男嫌い、というのも案あん外がい照れ隠しなのかもしれない。

「──えげつないことするわね、佳澄も」いつの間にか奈な津つ美みが背後に立っていた。

「あ、奈津美」

「伊吹さんがまた癇かん癪しやく起こしたの？」

「うん、マリアさんと口こう論ろんになって……それで佳澄が止めに入ったの」

「止めに入ったというよりは……」奈津美が険けわしい顔で唸うなる。

「佳澄にしかできない芸当だよね」

「ちょっとやりすぎな気がするけど」

「そ、そうだね」

　奈津美と顔を見合わせていると、開きっぱなしになっていた教室の後方のドアから伊吹が出ていく姿が玲子の目の端に映った。伊吹が姿を消した途端とたん、教室内がざわつき始めた。

「やっと終わったー」「憲けん吾ご大好き」「これで少しは大人おとなしくなるかな」「開きなおるんじゃねぇ？」「うわ、それ最悪」などとクラスメイトたちが口々に伊い吹ぶきに対する所感を漏らす。

「青あお木き、あんなわからず屋に正面から取り合ってどうすんだよ？」

　伊吹が去ったあと、佳か澄すみの側そばに寄ってみると、彼女は青木と何事か話していた。間に割って入る気になれなかったので、聞き耳だけ立てた。

「んなことわかってる。でも、いい機き会かいだと思ったんだよ」

「なんだそれ？」

「マリアのことだよ。みんなこいつのことを誤解してる」

「へぇ。ってことは玲れい子この目に狂いはなかったってことかな」

　二人ふたりの間に立っているマリアは予よ鈴れいが鳴るまで呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。
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　青木が言うには、マリアはまだ日に本ほん語ごに対する理解が中途半端らしい。初日の挨あい拶さつが流りゆう暢ちようで非の打ち所がなかったのは、前もって繰くり返し練習していたからであり、この初日の完かん璧ぺきな挨拶が原因でクラスメイトに誤解を与えたのだ、と青木は話した。

「俺おれが悪いんだよ。マリアとフランス語でばっか話してたから。てっきり俺も、マリアは日本語を習得したものと思ってたし。マリアもマリアでそのこと俺に隠してたからな」

　そう言って青木は頭を搔かきながらマリアを見た。

「直なお人ひとは過か保ほ護ごすぎます」マリアが青木を見返す。

「こういう奴やつなんだ」と言って青木が今度は全員を見る。「本当は周りとコミュニケーションを取れないこと、けっこう気にしてると思うんだけど。こいつ、弱よわ音ねとか吐かない奴だから。頑がん固こなんだよ。徹てつ底てい的てきに頑固なの」

　昼休み、玲子たちは青木の話を聞くため、カフェテリアに集まっていた。いくつかのテーブルをくっつけ、各おの々おのが好きな席に座っている。青木とマリアは同じテーブル。佳澄と小こ桜ざくらも同じテーブルにいる。玲子は青木たちとは別のテーブルに座っていて、隣となりにはハル、向かい側に奈な津つ美みが座っている。

「いろいろと悪い条件が重なったみたいだな」

　青木の話が終わると、佳澄が食後のコーヒーを飲みながらコメントした。

「そうなんだよ。マリアの性格も悪い方に出た。……今いま更さら、他ほかの奴らに言っても信じてもらえないだろうな。何よりマリアがこの調ちよう子しだから」

　マリアは緊きん張ちよう感かんのない様よう子すで一人ひとり黙もく々もくと食事を続けていた。彼女の食事ペースは極端に遅かった。フランス人はみんなこうなのか、それともマリアが単に遅いだけなのか。玲子はそんなどうでもいいことを考えながらデザートのティラミスをフォークで分解する。

　その後も青あお木きのマリアに関する解説は続き、それに対する佳か澄すみの突っ込みで笑いが広がる、という形の会話が続いた。

「あの……片かた倉くら君」

　玲れい子こは青木たちの談だん笑しようから離り脱だつし、隣となりに座るハルに話しかけた。

「どうした？」

「えっと……その、片倉君はマリアさんとお知り合いなんですか……？」

　自然と声が小さくなる。ハルが、「マリアか」とつぶやきながら玲子に顔を寄せてきた。みんなに聞かれたくないのだろうか、内ない緒しよ話ばなしをするような格好になる。

「以前、一度だけ会ったことがある」ハルは小声でそう答えた。

「一度……ですか？」

「だが、話したことがあるわけではない」

「本当ですか……？」

「どっちだと思う？」ハルはわざとらしく答えをはぐらかし、さらに顔を近づけてきた。そして、ささやくようにこう言った。「まさか嫉しつ妬としているのか？」

「そ、そんなんじゃないですよ」

「否定するな。嫉妬しろよ」

「え？」

「そのほうが楽しい」

「あ、あたしは楽しく……ないです」

「怒ったのか？」

「怒ってません……」

「面おも白しろい顔だ。その調ちよう子しで俺おれをもっと楽しませろ」

「……はぁ……なんかもう、どうでもよくなってきました」

「お前がくだらない質問をするからだ」

「うわ、背中からざっくり真っ二つに斬きられたような気分ですよぉ」

　二人ふたりであれこれ話していると、佳澄が、「おーい」と声を張り上げ、「そこのお似合いじゃないカップル。聞いてんのか？　こそこそしやがって」と失礼なことを言ってきた。

「お似合いじゃないカップルっていうのはあんまりだ」と小こ桜ざくら。

「玲子を略りやく奪だつされて私は憤ふん慨がいしてるのさ」と佳澄。

「ふざけたことを抜かすな」ハルがドスの利いた声で佳澄を睨にらみつける。

「そ、それで、どうしたの？」玲子は佳澄に先を促うながした。

「うん。マリアちゃんと親しん睦ぼくを深めるために今日きようはカラオケに行きます、って話」

「お前ってホント何かあったらカラオケだよな」青木はちょっと呆あきれていた。「片倉、別に無理して付き合わなくてもいいぞ。こいつが勝手に言い出したことだから」

「安心しろ。行く気はない」

「けっ、来るな来るな。玲れい子こと一生イチャイチャしてろ！」

「そうする」ハルは平然としていた。逆に佳か澄すみは、「な、なんだってぇ」とリアクションに困っているようだった。ハルを動揺させることができる者は残念ながらこの中にはいない。

「私、暇ひまだから行こうかな。マリアさんに興きよう味みあるし」そう言ったのは奈な津つ美みだった。

「さすが奈津美ちゃん。私は奈津美のことを玲子の次に愛しているぜ」

「安心して。私も佳澄のことは玲子の次に愛してるから」

　結局、佳澄の提案に乗ったのは奈津美だけだった。小こ桜ざくらは家の用事。玲子は登校時にハルから「今日きよううちに来ないか？」と誘われていたので断った（当然ハルも）。ハルが玲子を自宅に誘ったのは、『例のパーティー』に着ていく洋服を前もって選定しておく必要があったからだ。早いほうがいい、とはアニスのセリフだ。移動教室のとき、たまたまアニスと廊下で出くわし、そのときハルを交えて軽く話をしていたのだ。

「じゃあ、私と奈津美と青あお木きとマリアちゃんの四人か」

　青木は佳澄の提案を渋しぶ々しぶ聞き入れたが、「マリアが『いやだ』と言えば中止だからな？」と決定権がマリアにあることを、佳澄に主張した。

「はははっ、んなことわかっとるわい」佳澄は軽い口く調ちようでマリアに尋たずねた。「どう？　カラオケとか興味ない？」

　マリアの回答は驚おどろくべきものだった。

「カラオケってなんですか？」

　果たして『カラオケ』の概がい念ねんを知らないのか、それとも『カラオケ』という言葉を知らないのか、マリアを除く六人の間でしばらく議ぎ論ろんが続いた。
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　青木はその日の夜、小学生のころの夢を見た。それはクリスマスイブを数日後に控えた、ある夜のこと、近所に住んでいる佳澄から電話がかかってきたときのことだった。

「クリスマスイブの夜に、ちょっとしたサプライズがあるから楽しみにしてろよ」

　電話の向こう側にいる佳澄のニヤケ顔は容易に想像できた。

　そして、数日後のクリスマスイブの夜。一体、そのとき何が起きたのか、と言うと──

　それがサプライズなのかどうか、青木には今でも理解しかねるが、佳澄は真夜中に青木家に不法侵入し、ドーベルマンと木刀でやり合い、壁かべをよじ登り、青木の部へ屋やの窓を叩たたき割って豪快に侵入し、小さな包みを枕まくら元もとに置き、割れた窓から外に出ようとしたところで、青木家の使用人の面々に懐かい中ちゆう電でん灯とうを浴びせられ、泥どろ棒ぼうと勘かん違ちがいされ、使用人たちに取り押さえられた。青木はドーベルマンの咆ほう哮こうも窓が割れた音にも気づかず熟じゆく睡すいしていた。翌日、佳澄は、「サンタクロースが来る可能性を考こう慮りよして窓の鍵かぎは開けておけよな」と怒っていた。

　ノックの音と、「ごめんなさい」という声で夢から覚めた青あお木きは、「うわっ」とマヌケな声で叫びながら羽毛の布ふ団とんを押しのけ、勢いよく身体からだを起こした。そして、「なんだ夢かよ……」とつぶやき、なおもノックされるドアを見つめながらベッドから降りた。

「マリアか？」

　ドアに近づく。カーテンの隙すき間まから差し込んだ、青白い月明かりが背後からドアのほうに伸びている。フローリングに映った細長い自分の影かげが人間以外の別の生き物のように見えた。

「……ん」

　そのときになってようやく青木は、自分が制服を着ていることに気づく。そうだ。食後、だるかったので、ベッドでしばらく横になっていたのだ。いつの間にか本格的に眠りに落ちていたらしい。

　ドアノブに手を伸ばし時計とけい回まわりに捻ひねる。ゆっくりと手前に引くと、暗い廊下に人影が浮かび上がってきた。シルエットからすぐにマリアだとわかった。マリアは袖そで口ぐちと首回りがひらひらした黒いネグリジェを着ていた。悪あく趣しゆ味みな気もするがよく見ると品がある。頭にはネグリジェと類似した素材の黒いナイトキャップ。彼女は物言わず部へ屋やの中に足を踏み入れてきた。

「こんな時間にどうし──」

　差し込んだ月の光がマリアの表情をほのかに照らし出していた。

　殺気にも似た異様な雰囲気。

　青木は言葉を失う。

　マリアの目は淡あわく輝かがやいていた。

　まずい、と思い部屋の中に後あと退ずさりしたが、彼女の青白い手が薄うす闇やみの中から不自然な速度で伸びてくる。夢の続きを見ているのかと錯さつ覚かくした。冷ややかなマリアの手が青木の両肩を力強くつかむ。か細い手なのに、触れば折れてしまいそうな骨ばった手なのに、その握力は想像を絶するもので──青木は抗あらがうことができなかった。マリアがふっと美しく笑い、青木をベッドに突き飛ばす。たぶん一秒くらい宙を舞まった。青木はベッドの上で何度か跳ね、体勢が崩れて後頭部を壁かべにぶつけた。痛みに悶もだえているとマリアが上から覆おおいかぶさってきた。くすくす、と笑い声が漏れる。マリアは青木の後頭部を左の手で撫なでながら、反対の手で胸元のネクタイをぐいぐいっと真上に引っ張った。いたわりたいのか、苦しめたいのか、どっちなんだ。青木はネクタイをなおも引っ張るマリアの手を払いのけ、慌ててネクタイを緩ゆるめた。するとマリアがするするとネクタイを青木の首から外はずした。

　隙すきがあった。逃げ出そうと思えばなんとかなったかもしれない。だが、青木はそうしなかった。マリアの好きなようにさせた。血を吸わせた。彼女は飢うえていた。血に飢えていた。血だけではない。ありとあらゆるものに飢えていた。青木はそれを知っていた。そして、その制限付きの不自由な生活は自分と重なるところがあった。痛いほどにわかった。だから、青木はマリアを拒絶しない。決して受け入れているわけではないが、絶対に裏切らない。そう決めているのだ。

　断続的な吐と息いき。生なま温ぬるい風が首筋をくすぐる。なかなか吸血に入らない。マリアには人を支配する才能があるのではないか、と青あお木きはよく思う。普ふ段だん、我が慢まんしているせいもあるだろう。しかし、マリアは本来、自分が欲しいと思ったものは是ぜが非ひでも手に入れようとするたちだ。

　ようやく吸血が開始された。マリアは鎖さ骨こつの少し上の部分に嚙かみついた。いつも微妙にズレたポイントに尖とがった牙きばを突き刺してくる。この前は、横っ腹とも言いい難がたい変なところに嚙みついてきたし、その前は指からちゅうちゅうと赤ちゃんが指を咥くわえるようにして、青木の血を味わった。

　……味わった、とは言えないか。俺おれの血、こいつには不評みたいだからな。

　数分ほどでマリアは青木の首から離はなれた。わずかに開いた口の中に赤く染まった牙が見える。唇からこぼれたトマトジュースのような赤い血が顎あごから滴したたり落おち、ネグリジェに染み込む。
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「……痛いてぇ」青木は牙が突き刺さった部分を手で押さえた。

「ごめんなさい」

「……別にいいよ。お前だって俺の血じゃ満足できないんだろ？」

　マリアはゆっくりと首を縦たてに振った。

「そういえば、俺の血ってどんな味がするんだ？」

「苦にがいです」マリアは無表情でそう答えた。「でも大丈夫。私は苦い血も大好きです」

「噓うそでも嬉うれしいよ」

「本当に嬉しいですか？」

「ああ、本当だよ」青あお木きはマリアから目をそむけた。「そろそろ離はなれろよ。変な気分になるだろ」

「変な気分？」上う手まく言いたいことが伝わらなかったらしくマリアが目を見開く。

「マリアみたいな女に馬乗りされたら大たい抵ていの男は変な気分になると思うよ」

「欲情ですか？」

「……そういう言葉は知ってるんだな」

　最近は気が向けば日に本ほん語ごを使う。フランス語のときもある。

　マリアはベッドから降りるとネグリジェの皺しわを伸ばしたり、乱れてぼさぼさになった金きん色いろの髪に手て櫛ぐしを通して整ととのえたりした。マリアは人間と同じように夜になると睡すい眠みんを取る。睡眠といっても人間の睡眠とは意味合いが違い、床とこについている間は死んでいるようなものだ。

《朝起きると、いつも思います。私はもう何年も眠っていたのではないだろうか、と》

　マリアは空白の時間がとてつもなく恐ろしいのだと言う。青木にはまるで想像できないことだが、もしかしたらマリアは死と隣となり合わせの人生を送っているのかもしれない。

「マリア。最近、あいつと仲がいいみたいだな」

「あいつ？」カーテンを握ったまま夜景を眺めていたマリアがこちらを振り返った。

「柊ひいらぎ佳か澄すみ」

「はい。佳澄はとても親切な人です」

「親切か……？」

「はい。佳澄は噓をつきません。それにとても友好的」

「友好的ねえ……でも、噓はつくだろ？」

《そういう意味じゃありません。偏へん見けんがないという意味です》

　マリアがフランス語に切り替えた。会話のスピードが上がる。

《偏見がないのと、噓をつかないのはイコールじゃないだろ？》

《適切な日本語を思いつかなかっただけです。なかなか日本語が上達しませんね》

《だいぶ上手くなったよ》

　伊い吹ぶきとの一件から一週間。徐じよ々じよにではあるが、マリアはクラスに馴な染じんできた。これはほとんど佳澄の功こう績せきといっていい。マリアの本質を知ってしまった佳澄が現状のまま放っておくことはないだろう、とは思っていたが、佳澄は青木の予想を遥はるかに上回る対応の速さで、マリアをクラスに溶け込ませていった。その過程で、マリアはどうやら佳澄のことを気に入ってしまったらしい。

《マリア。あまりあいつと仲良くするな》

《……そう言うと思ってました》

《当たり前だろ？》

《直なお人ひとは佳か澄すみのことが嫌いですか？》

《ああ、嫌いだね》

　この手の質問を即答できるようになったのはいつからだったか。もう思い出せない。

《マリア。お前は知らないかもしれないが、あいつが伊い吹ぶきを追っ払ったの、森もり坂さかさんが『もしかしたらマリアは日に本ほん語ごが不自由なのかもしれない』って思ったからなんだぞ？》

《それ、佳澄から聞きました》

《…………》

　青あお木きはベッドから飛び降りた。開きっぱなしのドアから廊下に出ようとすると、

《どこに行くのですか？》

《シャワーを浴びるんだよ》

《そうですか》

　ドアを閉めると窓のない廊下は真っ暗だった。イライラしながらバスルームに向かう。

　青木は人前では滅多めつたに自分の本当の感情を見せない。見せてはいけない理由があるわけではないので、別に本ほん音ねを口にしてもいいのだが、青木はそれだけはしないことにしている。自分は普通の人間だが、吸きゆう血けつ鬼き社会と関かかわりがある。普通の人間には話したくても話せないことがたくさんある。よって、感情を制せい御ぎよする必要があった。理性をコントロールする術すべを身につけなければならないのだ。今までいろんなものを我が慢まんしてきた。そしてこれからも、そんな人生が続くのだ。
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「おい、柊ひいらぎ。喋しやべってないで真ま面じ目めに考えろよ」

　青あお木きがセピア色のシャーペンをくるくると器き用ように回しながら佳か澄すみを注意する。

「私は誰だれかと話しながらじゃないと、いいアイデアが思い浮かばないのー」

「お前、人類が滅亡したら、しょぼいアイデアしか出せなくなるな」

「あんたバカ？　人類が滅亡したら、私も死んでるじゃん」

「え？　ま、マジかよ。お前……人類だったの？」

「……おや、バレたか。ふふふ、何を隠そう私は女子高生。新人類なのですよ」

　お互い、一歩も譲ゆずらない。攻防はその後もしばらく続いた。実にくだらない。

　よくやるなぁ、と思いながら玲れい子こは二人ふたりのやり取りを見ていた。

　この日の六時間目の授業はオーラルだった。

　白しら坂さか学院では、一年生の三学期のこの時期、オーラルの授業でディベートを行う。あるトピックについて賛さん成せいと反対の二組に分かれ、日に本ほん語ごを使わず、英語のみを用いて討とう論ろんするのだ。ただ、なんの用意もなしにディベートを行っても盛り上がらない。そこで、事前に打ち合わせの機き会かいが設けられた。この日の授業は打ち合わせのみで、本番は来週。二週間かけて一つのテーマを処理することになっている。

　グループは席の近い者同士で組むことになり、玲れい子こは佳か澄すみや青あお木き、マリアとも同じグループになった。ハルや奈な津つ美みとは別グループになった（この二人ふたりは同じグループ）。

　今回のディベートのトピックは『宿題はあったほうがいいか、ないほうがいいか』というもので、玲子たちのグループは『ないほうがいい』という立場を取ることになっていた。

「ねえ……佳澄。青木君と何かあったの……？」

　佳澄と青木の不毛な戦いが終わったあと、小声でそう尋たずねた。

「んー、まあね」佳澄が両足を椅い子すの上に乗せ、膝ひざを抱え込む。「玲子よくわかったね」

「だって……いつもより青木君に話しかける機き会かいが多いもん。ちょっとわざとらしいよ？」

　佳澄は「そうか……」と唸うなり、ひそひそ声で語り出した。

「昨日きのうさ、マリアちゃんに『遊びに行ってもいい？』って訊きいたんだよ。そしたら、青木がしゃしゃり出てきて、『ダメだ』って言いやがってさ。腹立ったから、『私はマリアちゃんに訊いてるんだ』って返したら、『ダメなものはダメだ。俺おれが許さない～』とかなんとか。理由を尋ねても『お前には関係ない』とかメチャクチャなこと言うしさ。なんじゃそらって感じ」

「うん。それは、なんじゃそら、だね」

「意味わかんないよね？　マリアちゃんも黙だまって俯うつむいてるだけだし。傍はたから見たら、私がマリアちゃんを苛いじめてるように見えただろうね。廊下だったんだけどさ。通りかかる奴やつらの視し線せんが痛かったよ。一〇〇対〇で青木が悪いのに」

「そっか。そんなことがあったんだ」

「んで、私思ったんだけどさ……」

「何？」

「あの二人、同どう棲せいしてんじゃないかな？」

「どうせい？　どうせいってあのどうせい？」

「そう。何日か前に小こ桜ざくらちゃんから聞いたんだけどさ。青木の奴、今、自宅に住んでないらしいんだよ。引っ越したって話でさ。それもわざわざマンションに」

「引っ越し？」

「怪しいだろー？　私、あいつと同じ前まえ之の園そのに住んでるじゃん？　うちの学校まで歩いて二十分くらいだよ？　引っ越す意味ないと思わない？」

「うーん、事情はよくわからないけど、さすがに同棲はないと思うけどなぁ」

「なんで？」

「なんでって……佳澄、前に言ったじゃん」玲子は横目でマリアを一いち瞥べつした。「マリアさんは私のライバルなんじゃないかって……」

「あー、そっか。『マリアちゃん、片かた倉くらに片思い説』があったな。すっかり忘れてた。そうだそうだ。むー、深読みしすぎたかなぁ」

　相変わらず玲れい子こはマリアに睨にらまれる日々を送っていた。前の席から回ってきたプリント類を後ろのマリアに渡すときなど、「机の上に置いてください」と言われる始末。手渡しさえ不許可である。勇気を出して何度か話しかけたことがあるのだが、会話らしい会話に発展したことは一度たりともない。

「マリアちゃんってよくわかんない子だよねぇ」

「うん……」

「なんか、私も最近、マリアちゃんに避さけられてるような気がするんだよねぇ」

「そうなの？」

「そうなんです」

　二人ふたりは、ほぼ同時にため息をついた。

「おーい」青あお木きの声がした。玲子と佳か澄すみはまた同時に反応する。「あのさ、『宿題は廃止したほうがいい』っていうこちら側の主張だけ考えても、反はん論ろんされたときまずいからさ、そっちの三人でこちらの欠点を突かれたときの対処を考えてくれないかな？　ほら、宿題がなくなると成せい績せきが落ちる生徒が必ず出てくる、とかさ。そういうの」

「いいけど、そっちの三人って私と玲子とあともう一人ひとりは誰だれ？」と佳澄が訊きく。

「奈な良ら橋はしさん」

「ほー、奈良橋ちゃんですかぁ。つーか、同じグループだったんだ」

「い、今いま更さら気づいたような顔しないでよ！　わ、私は空気じゃないんだからね！」

　奈良橋が佳澄の言葉に過か剰じような反応を示す。彼女は佳澄と席が近くなってからというもの、事あるごとにいじられている。佳澄に悪意はないだろうが、少し可か哀わい想そうな気もする。

「さーて、一仕事するかー」

「こ、こらあぁ、私を無視するなぁ！」

「玲子。ここの例文、メモっといてよ。辞書の例文ってけっこう使えるんだよ」

　う、うん、と頷うなずき返す。奈良橋さん可哀想だな、と思いながら。その奈良橋が、

「うううっ……も、もういいよ。私は所しよ詮せん空気。空気女。誰も気に留とめてくれない可哀想な存在。ああ、空気女、可哀想。……でもね、人間には空気が必要なんだよ。そうだよ。空気がなければ死んでしまう。あ、すごいっ。私、必要じゃん」

「うわっ、奈良橋ちゃんがおかしくなった。なんかキモいぞ」

「お前がシカトするからだろ」青木がキッと睨みを利かせる。

「うるさいなー。そもそも、あんたが悪いんだろ」

「なんで俺おれのせいなんだよ？　お前だろ？」

「違うね。全部あんたのせいだね。そうに決まってる。あんたが呼吸をするから、奈良橋ちゃんの存在がどんどん薄うすくなってるんだ！　酷ひどい！　酷すぎる！」

　佳澄がとんでもない理由で青木を非ひ難なんする中、奈良橋はなおもブツブツ言っている。暴ぼう走そうしすぎだよ、と思いながら玲れい子こは佳か澄すみの肩を揺さぶった。




　　　＋　＋　＋




　気けだるい午後の授業が終わり、あとは短いＨＲを残すのみ。担任教師がなかなか教室に姿を見せないため、さっきから室内は騒さわがしい。もう放ほう課か後ご同然の空気が流れている。玲子のいる窓側の席は西日が差し込んでいて、綺き麗れいなオレンジ色に染まっていた。

「明日あした、泊まりに行っていい？」

　玲子が教科書をトートバッグに詰め込んでいると、佳澄がやってきてそんなことを言った。気軽な口く調ちようだったので危あやうく「いいよ」と答えてしまうところだった。

「ごめん……明日はちょっと」

「あれ、なんか用事あった？」

「う、うん」珍しく言いい訳わけがすぐに浮かんだ。「明日はお父とうさんがいるから」

「おー、そうかそうか。じゃあ、また今度だな」

　佳澄が、「そういえばさ……」と別の話題を口にしたとき、担任教師が、「遅れてすまない」と頭を搔かきながら教室に駆け込んできた。佳澄が慌てて自分の席に戻る。

　昨年の終わりごろから、週末などに佳澄や奈な津つ美みが泊まりに来るようになった。玲子の家庭の事情を知る奈津美が、「退屈でしょう？　泊まりに行こうか？」と言い出したのがきっかけだった。気を遣つかってくれているのだ、とすぐにわかった。最初は奈津美だけが泊まりに来ていたが、いつの間にか佳澄も奈津美の提案に便乗するようになっていた。

　玲子は自分の家庭に起きたことの全すべてを佳澄に明かしてはいない。母親が実家に戻っていることは佳澄も知っているが、姉のことまでは話していない。ハルに口止めされているのだ。もちろん、口止めされていなくても話すつもりはない。それに、たとえ話さなければならない状況だったとしても、自分の口からは説明できそうにもない。ちょっと思い出しただけでも、未いまだに泣きそうになるというのに。

　玲子の父親は仕事の性質上、家を何日も空あけることがある。奈津美と佳澄が泊まりに来るのは基本的に父親が家を空ける日で、父親がいる場合は二人ふたりとも遠えん慮りよする。「親子水入らずでどうぞー」というわけだ。

　……佳澄ごめん。本当はお父さん、帰ってこないんだよ……。

　そう。玲子は佳澄に噓うそをついた。事実はまったくの逆。明日も父親は仕事で家を空ける。これは先週から決まっていたことだ。玲子は明日の夜も一人ひとりで過ごさねばならない。

　明日、土ど曜よう日びの夜は、未だかつてないほど重要な用事があるのだ。佳澄には申し訳ないが、こればかりは口が裂けても言えない。




　　　＋　＋　＋




　その未いまだかつてないほど重要な用事があるという土ど曜よう日びの夕方、まもなく午後五時を回ろうかというころ、玲れい子こはハルの自宅にいた。目の前には大きな鏡きよう台だい。玲子はかれこれ三十分ほどその鏡台の前に座っている。もちろん椅い子すに。玲子の背後には見知らぬ女性。「大おお沼ぬまです」と名乗った彼女はプロのスタイリストだった。

　今日きようは、午後六時から赤あか峰みね市し内にある『SANCTITY』というダイニングバーで、なんたらかんたら（正式な名前は忘れてしまった）という美び術じゆつ館かんの開館十周年の記念パーティーが行われることになっていて、玲子はそのパーティーにアニスから直じき々じきに招待を受けていた。

　名前も知らぬ美術館の記念パーティーにどうして自分が招かれたのか、一切は謎なぞに包まれていた。奈な津つ美みも招かれているということだったので、事前にあれこれ疑問を浴びせたのだが、「関係者の関係者だからいいんじゃない？」といういい加減な答えしか返ってこなかった。

「お疲れ様です。楽しんできてくださいね」

「あ、ありがとうございます」

　鏡かがみに向かって頭を下げると、微笑が返ってきた。スタイリストの女性が部へ屋やを辞したあと、玲子は改めて鏡に映った自分の姿を確かく認にんした。

「自分じゃないみたいなんだけど……」

　メイク一つでここまで変わるものなのだろうか。というか、今まで自分が実じつ践せんしてきたメイクは一体なんだったのか。あれは子供の遊びだったというのか。

　……大沼さんに弟子入りしたいなぁ。




　先週、パーティーに着ていく洋服を選ぶため、玲子は何度かハルの自宅を訪れた。

　玲子が招待されたパーティーはフォーマルな装よそおいで出席するのが通例になっていて、これまでそういった場に縁えんのなかった玲子の自室のクローゼットの中には、残念ながら該がい当とうするものが学校の制服しかなかった。どうしようどうしよう、とまごついていたところ、ハルが「あの人が用意してくれる」と言ってくれた。アニスが用意してくれる、と。

　それって正せい装そうに相応ふさわしい洋服の一着も持たない貧乏人だって思われてたってこと？　玲子は内心でむっとしたが、どう考えても図ず星ぼしだったので反はん論ろんできなかった。

　招待状をもらったその日の放ほう課か後ご、ハルの自宅を訪れた玲子が、アニスの自室に向かうと、

「そうね。とりあえず着ている服を脱いでちょうだい」

　と告げられた。服を脱げ？　そんな薄うす汚ぎたない洋服など捨ててくれるわ、という意味かと思ったが、そうではなく身体検査だった。どうやらアニスは玲子がどのような身体からだつきをしているのか知りたかったらしい。その上でもっとも似合う洋服を選せん択たくすると。

「大丈夫よ。誰だれにも言わないから」

　そう言われたものの、他人の前で洋服を脱ぐのは気が引けた。そんな戸と惑まどいの玲れい子こを救ったのはサウラだった。二人ふたりの間に妙な空気が流れ始めていたときサウラがアニスの自室に無断で侵入してきた。いつものことなのかアニスは咎とがめなかった（というより気にしていないようだった）。

「手短にすませるわ。今日きようはあまり時間がないの」

　彼女のその言葉で少し気が楽になった。最終的に玲子が決断できたのは、「ぬげー、ぬげー」と言ってサウラが玲子の洋服を引っ張ったからだ。なんだか気が抜けた。

　洋服を脱ぐと身長、体重、スリーサイズ、首回り、腕や足の長さ、など玲子の身体からだのありとあらゆるデータをアニスは取得した。それが終わると、アニスの自室の奥、ドレスルームに案内され、「パッと見て気に入った洋服があったら教えて」「どういう素材が好み？」「嫌いな色は？」などといった質問を矢継ぎ早に受けた。




　そして、今、鏡かがみの前にいる玲子はアニスが見立てた衣服を身につけている。ドレスというよりはワンピースといったほうがいい。色はグレーだが、光こう沢たくがあって暗い印象はない。丈たけは膝ひざ上十センチ。腰元、フロントの白いリボンがアクセントになっていて、肩かた紐ひもに同じ色のコサージュがあしらってある。これ以上、上品に仕上げると全すべてが台無しになってしまう、とアニスは言っていた。
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　きっと自分が子供っぽいから上品なだけでは『ダメ』なんだろうなあ、と思った。

「準備はできた？」

　アニスがメイク室（アニスの自宅にメイク専用の部へ屋やがある）に入ってきた。彼女は立ち上がった玲子を見て、「へぇ」と意味ありげに微笑しながら近づいてきた。すぐ側そばで立ち止まると「まあまあね」と誰だれに対する評価なのか、何に対する評価なのか、断定できないようなセリフを口にし、ガチガチに緊きん張ちようしている玲子の周りをぐるっと一周した。もとの場所に戻ると、

「遅くなってしまったわ。急ぎましょう」

　さらっとそう言うと、アニスは先に部屋を出ていった。玲子が廊下に出ると、アニスは玄関に向かっていて、その傍かたわらにはサウラもいた。玄関で与えられた靴（黒いエナメル素材のオープントウパンプス）を履はいているとき、玲子はアニスとサウラの正せい装そうした姿を眺めた。

　アニスは黒を基き調ちようとしたレース素材のドレスを着ていた。手には同じ色のレースグローブ。黒という色は、どちらかといえば落ち着いた、地味な色のはずだが、素材のせいか、それともアニス自身が放つオーラのせいか、アニスの出いで立たちはしばらく見とれてしまうほどインパクトがあった。

　一方、サウラは、白と黒を互い違いに並べた、チェック柄がらのレトロなワンピース姿。端たん的てきに表現するならば『ひらひらふわふわ』といった感じで、動かなければ人形のようだが、どういうわけかサウラは、ヘッドホンを首から下げていた。アニス曰いわく、「サウラは幼児がそうするように、一つのものに執着する時期があるの」とのこと。




「さっきからそわそわしているわね」

　車がパーティーの舞ぶ台たいへと走り出してまもなく、アニスが玲れい子こに話しかけてきた。

「え、ええ、緊きん張ちようしてますから」

「緊張するのはわかるけれど、あちらでは、もっと堂どう々どうと振ふる舞まいなさい」

「堂々と、ですか」

「あなたは他人に隙すきを見せすぎなのよ。注意しなさい」

　このとき玲子はアニスの言葉をそれほど重く受け止めていなかった。自分に落ち着きが足りないのは昔からだし、親からも散さん々ざん似たようなことを言われ続けてきたから耳にタコなのだ。それよりも玲子は、「アニスさんでもありきたりな説教をするんだ」と意外に思った。




　ハルは一足先に『SANCTITY』に向かった、と前もってアニスから聞かされていたので、『SANCTITY』に到着したとき、玲子の隣となりにはアニスとサウラしかいなかった。入口で受付をすませ、クロークでコートを預けると、三人で奥に続く通路を進んだ。

「私とサウラはこちらに用があるから」

　途中、左右に延びる通路の真ん中で、アニスが左手の細長い通路を目で示した。

　あ、あたしは？　と玲れい子こは心の中で叫ぶ。

「右手奥にメインラウンジがあるから、そちらに向かって。ハルもいるはずだから」

「こ、こっちですか？」

　わりと幅のある通路だった。

　ここに入ったときから感じていたことだが、どうもこの建物の内装からは現実の色が感じられない。偽にせ物もの臭くさいとかそういう意味ではなく、物語の中にいるような気分なのだ。ダイニングバーという話だが、装そう飾しよく過か多たの内装はヴィクトリア王朝時代のようだし、建物自体が芸術作品のようだ。レトロなのだが、不ふ思し議ぎと古臭さはなく、一体、いつの時代に自分がいるのかわからなくなってくる。あらゆる時代が交こう錯さくしているような雰囲気があった。

「またあとで会いましょう。気をつけてね」

「れいーこー、またーなー」

　二人ふたりは手を繫つなぎ、左手奥の細長い通路を歩き始めた。彼女たちの行く先に、黒服の男が立っていたが、アニスの存在に気づくと、黒服の男はすぐさま通路脇わきに避よけた。

　えー、そんなぁ、と一時は落らく胆たんしたが、いつまでも佇たたずんでいたって仕方がないので、玲子は薄うす暗ぐらい通路をとぼとぼと歩き始めた。早いところ知っている人を見つけて安心しよう。一人ひとりだと不安でしょうがない。玲子は通路の片側に飾られている曲きよく線せんだけで描かれた理解不能な油絵を眺めながらメインラウンジに向かった。

　メインラウンジは学校の教室を四つ合わせたくらいの広さはありそうだった。予想以上の広さに玲子は驚おどろいた。天てん井じようからはピンク色のシャンデリアが下がっていたが、室内はあまり明るくない。あちこちに設置してある、ソファーや椅い子す、テーブルなどは全すべてモノトーンで統一してあって、そのどれもが高級品だと一目でわかる。

　……ものすごく高いファミレスって感じだなぁ。いや、カフェかな？

　しょうもないことを考えながらメインラウンジ全体を見回す。行けばすぐに見つかるだろうと高をくくっていたが、部へ屋やの薄暗さと広さを考えると、そう簡かん単たんにハルが見つかるとは思えなかった。だんだん恐ろしくなってくる。これ以上、足を踏み込んだら窒ちつ息そく死ししてしまうような気がして、眩暈めまいがした。きっとここは人間の住む世界ではないのだ。

「どうかしましたか？」

　背中に声がかかった。背後を振り返ると、明らかに日に本ほん人じんの顔立ちではないブロンドの男が玲子の目の前に立っていた。黒い細身のスーツを着た男だ。ノーネクタイで、胸元をやけに開けている。シルエット重視のモード系といった雰囲気があった。

「何かお困りですか？」

　どう答えるべきか迷った。困っているのはたしかだが、慣なれない空間に気き後おくれしているとは恥ずかしくて正直に言えやしない。玲子は、「え、えーと」と口ごもった。

「こんなところではなんですから奥に行きましょう。座れば落ち着きますよ」

　男は玲れい子こをメインラウンジの一席に誘ゆう導どうした。玲子は断ることができず、仕方なく男のあとに続いた。公おおやけの場だし、変なことをされることはないだろう、と思いながら。

「こういう場所、初めてでしょう？」お互いソファーに落ち着くと男が先に口を開いた。

「え？」

「顔に書いてありますよ」

　男の日に本ほん語ごは流りゆう暢ちようだった。生まれも育ちも日本です、と言われても違和感がない。

「何か飲み物をお持ちしましょうか？」

「お、お願ねがいします」

　間が持たなかったので思わずそう答えてしまった。

　男は腰を上げながら、「お酒よりもソフトドリンクのほうがいいでしょう？」と訊きいてきた。玲子は「はい」と何度か頷うなずいた。男は、「すぐに戻ってきます」と言い残し席を立った。

　男がいなくなると、玲子は盛大なため息をついたが、ふいにいくつもの視し線せんを感じた。

　……あれ、みんなあたしのこと見てるような。

　最初は自じ意い識しき過か剰じようになっているだけだろう、と思っていたが、玲子は明らかに周囲のテーブルから注目されていた。しかも、視線の元は男性ばかり。辺あたりを見回すと、何人もの男性と目が合った。その度たびに玲子は目をそらし俯うつむいた。誰だれか助けて──玲子は両手を組み、心の中で悲鳴を上げた。

「──お待たせしました」

　そのとき先ほどの男が戻ってきた。玲子はホッとため息をつく。この男だって知り合いではないのに。テーブルの上に透明な液体が注がれたグラスと、オレンジ色の液体が入ったグラスの二つがトントンと並べて置かれる。

「みなさん、あなたに注目しているようですね」

　ソファーに浅く腰かけた男の口元が不自然に歪ゆがんだ──ように見えた。

　玲子は視線を彷徨さまよわせたが、周囲からの好奇の視線が痛いほどに突き刺さる。

　……何がどうなってるの？　みんなどうしてあたしを見てるの？

　この先、何が起きるのだろうか、と不安になってくる。

「僕は運が良かった」

「えっ……」

「あなたに最初に声をかけたのは僕だ。こういうのは早い者勝ちですからね」

　……早い者勝ち？　な、なんのこと？

　身の危険を感じた。逃げなければ、と反射的に思う。と、そこへ──

「──フィル」

　声の低い男だった。二十代後半くらいだろうか。玲子は直感的に日本人だと思ったが、こういう場所だからそうではない可能性もあった。

「なんだ、赤あか名なさんか」

　男に今しがたフィルと呼ばれた、玲れい子こと一いつ緒しよにいる彼が笑え顔がおで応こたえる。

「彼女、知り合いか？」

「ええ、そのようなものです」

　……えええええ？

　玲子は声には出さず内心で「違います、知らない人です」と叫んだ。

「噓うそだな。この子はお前の交友範はん囲い外がいだろう。中学生くらいにしか見えない」

　……フォローはありがたいのですがあたしは高校生です。

「バレたか」フィルが、ははは、と作ったような笑い声を上げる。

「手の早い男だ。独り占めするつもりか？」

「遠えん慮りよしてもいいですよ？」

「珍しいことを言う」

「就任祝いですよ」とフィルが口元に笑えみを浮かべる。「聞きましたよ。先日、旧市街地の『管理者』に就任したそうですね」

「前任の『管理者』が、昨年の『染せん化か事件』の対応の遅れを問われて更こう迭てつされたんでな。ポストが空あいたから、たまたま手の空いていた俺おれがそこに埋まった、というだけの話だ」

　……なんの話だろう。旧市街地の『管理者』って何？　よくわかんないなぁ……。

「謙けん遜そんするなんて、さすがは日に本ほん人じん。──ともかく、今回は赤名さんにお譲ゆずりしますよ。『管理者』さんに恩を売っておくのも悪くない」

「抜け目のない奴やつだ」ふっと赤名が笑みを浮かべる。「では、お言葉に甘えさせてもらおうか」

　……ちょ、ちょっと待ってよ。何を話してるの？　意味不明ですよ？　っていうか、赤名さん、あなたはあたしを助けてくれるんじゃなかったんですか？　あれ、違うの？

「あ、そういえば。まだお名前をうかがっていませんでしたね」

　フィルが玲子の側そばに移動し、わざとらしく片かた膝ひざをついてみせた。入れ替わりに赤名が玲子の前に座る。そして、二人ふたりは同時に玲子を見た。

「名前……ですか？」

　玲子は赤名から目をそらした。フィルのほうがまだ話しかけやすかった。

「ええ。教えていただけますか？」

「え、えっと……」

　見知らぬ人々の視し線せんは未いまだに玲子に注がれていた。今ここで名前を名乗るということは、自分に注目している全すべての人々に名前を知られることと同どう義ぎのような気がした。

「──名乗る必要はない」

　誰だれかがそう言った。ようやく救世主の登場だ。助かったー、と玲子は思ったが、さっきの赤あか名なのように第三者が割り込んできただけかもしれない、とすぐに警けい戒かいした。「あなたの名前を知るのは私だけでいい」などといった臭くさいセリフを吐くキザな男のお出ましかもしれない。

「お前は……」赤名がゆらりと席を立つ。

「そいつは俺おれのものだ。消えろ──」

　……あれ？　この声ってもしかして──

　玲れい子こはハッとして、通路に立つ男性に注目した。

「片かた倉くら君……」

　そこに立っていたのはハルだった。彼は玲子の視し線せんに気づくと、虚うつろな双そう眸ぼうで玲子を見下ろしながら、「他人に隙すきを見せるな」とつぶやいた。その一言が重く玲子に突き刺さった。ここへ来る途中、車の中でアニスに同じことを言われたばかりだったからだ。

「誰だれかと思えば、野の良ら犬いぬ君じゃないですか」

　傍かたわらにいたはずのフィルがいつの間にかハルと向かい合っていた。

　ハルは、黒いスーツを着たフィルとは対照的にライトグレーの華はなやかなスーツを着ていた。ネクタイはパステル調ちようのピンク。服装に関してはダークな色合いを好むハルだが、今日きようはいつもより派は手でな装よそおいだ。ライトグレーのスーツ。偶ぐう然ぜんだろうか。玲子が着ているワンピースと色目がそろっている。

「フィル。その男は野良犬ではないだろう？」赤名もまたハルと向き合っていた。「飼い主がいるから飼い犬だ」

「躾しつけがなっていませんよ、この犬は。野良犬も同然でしょう」

「たしかに」

　赤名がかすかな笑い声を漏らすと周囲からも失笑が漏れた。二人ふたりの男は明らかにハルを上から見下ろしていた。ハルを擁よう護ごする者は一人ひとりも現れない。

「どちらにしろ、犬であることには変わりないな」

「ええ、彼はこの場には相応ふさわしくない」

　罵ば倒とうの声はさらに激はげしさを増していったが、ハルは何も言い返さなかった。ただ、バカバカしい、というような目で二人の男を睨にらんでいた。

　……どうしてみんな片倉君を苛いじめるの？　野良犬はあんまりだよ……。

　ハルの味方はもはや自分だけなのだと玲子は悟った。彼を助けなければ。だけど、自分に何ができる？　今の自分は人質のようなものだ。ここで余計なことを言えばますますハルが不利になるだけ。自分がハルの足を引っ張っているのだ。そうだ。自分が隙を見せたからこうなったのだ。ハルを巻き込んだのは自分なのだ。

「ところで野良犬君。さっき、そいつは俺のものだ、って言ったよね？」

「それがどうした」

「調子に乗るな。犬に選せん択たく権けんがあると思うなよ」

　フィルが口く調ちようを変え、不自然に口元を歪ゆがめた。ハルはフィルから目をそらさない。しばらく睨にらみ合いが続いた。周囲のソファーに座る人々は傍ぼう観かんを決め込んでいるようで、どちらが先に手を出すかワクワクしているようだった。

「お、おい……片かた倉くら」

　メインラウンジの奥から青あお木きが駆けてきたのは、ハルが拳こぶしを握りしめた瞬しゆん間かんだった。

「バカかお前は──」青木は小声で叱しかりつけながら、ハルの腕を引っ張った。

「邪じや魔まをするな」

「アホか。邪魔するに決まってるだろうが……ったくよぉ」

　青木はハルを押しのけた。フィルが、「面おも白しろくなりそうだったのに」と残念そうにつぶやく。もう穏おだやかな表情に戻っている。本気ではなかったのかもしれない。

「すみません、フィルさん。こいつバカなんで」

「知ってるよ」フィルはくすりともしなかった。「で、もういいのかな？」

「と言いますと？」

「彼女のことだよ」フィルは玲れい子こを一いち瞥べつすると再び青木を見た。「取り込み中なんだ」

「えっと、それはまずいですよ」

「まずい？　それはどういう意味だ？」

　傍観していた赤あか名なが離はなれたところから質問した。フィルも赤名と同様に驚おどろきつつも、「なんだって？」と青木にプレッシャーをかけている。青木はいたって冷静に告げた。

「何しろ、彼女をこのパーティーに招いたのは『あの方』ですから──」

　それを聞いたフィルと赤名はお互いに顔を見合わせ絶句した。

　周囲のテーブルで聞き耳を立てていた人々のひそひそ声が次第に大きくなっていく。

「もしかして、ご存じなかったんですか？」

　青木が確かく認にんを取ると、フィルが残念そうにつぶやいた。

「そういうことは、もっと早く言ってくれないかな」




　フィルと赤名が玲子に恭うやうやしく一礼して立ち去ったあと、玲子はハルに手を引かれ、メインラウンジの奥のほう、バーカウンター近くのテーブルに連れて行かれた。テーブルに届くまでの間、玲子はハルと次のような言葉を交わした。

「あたしがアニスさんの招待客だからあの人たち引き下がったんですか？」

「そうだ」

「でも……片倉君だってアニスさんと親したしいんでしょう？　どうしてあの人たち、片倉君のこと悪く言うんですか？　アニスさんは怒らないんですか？」

「お前はあの人のことを誤解している。あの人がお前をこのパーティーに招待したのは、恐らくさっきのようなハプニングを期待していたからだ。……もっと早く気づくべきだった」

「どういうことですか？」

「まだわからないのか？　あの人がお前を着飾ったのは好意からではない。自分が満足するためだ。あの人に人間と同じような感情が存在するとは思わないほうがいい」

「そんな……」

「そういう人だ」

「じゃあ、アニスさんは片かた倉くら君がバカにされても気にならないって言うんですか？」

　ハルはその質問には答えなかった。




　誘ゆう導どうされた先のテーブルには奈な津つ美みが待っていた。

「玲れい子こ、災さい難なんだったわね」

「ホントだよ」玲子は親友の登場に顔を綻ほころばせた。「なんだか、喉のど渇いちゃった」

「何か飲み物もらってこようか？」

　通路に出た奈津美が玲子の肩をポンポンと叩たたく。玲子は小声で、「オレンジジュースが飲みたい」と小学生のような注文をした。奈津美は「はいはい」と微ほほ笑えみ、すぐ側そばのバーカウンターに歩いていった。彼女は丈たけの短いサテン素材のワンピースを着ていた。色はやや暗めのパープルで、黒いレースで縁ふち取どりがされている。大人おとなっぽい奈津美によく似合っていた。

「あっ……」

　隣となりのテーブルにマリアが座っていることに気づいたのは、戻ってきた奈津美からグラスを受け取った直後だった。マリアは、ドットの刺し繡しゆうが入った清せい潔けつ感かんのある白いシフォンスカートにノースリーブの黒いカットソーを合わせていた。服装はシンプルだが、腕にはブレスレット、指にはシルバーリング、首からはロングネックレス、右耳にはピアス、とアクセサリは多めだった。玲子としてはアクセサリよりも、ピンク色のシャンデリアに照らされてキラキラ輝かがやいているマリアのストレートの金髪のほうが印象的だった。

　マリアの正面、通路側の席には青あお木きが座っていた。二人ふたりは談だん笑しようしているようだった。

　あれ？　そういえば片倉君はどこだろう？　そう思って辺あたりを見回していると、「きょろきょろするな」と後頭部を軽く小突かれた。

「痛いですよっ」

「それは悪かった」ハルは玲子の隣に陣じん取どると身を寄せてきた。香水の匂においだろうか、甘い香りが漂ってきた。「お前、もう家に帰りたいだろう？」

「そ、そんなことは──」

　ない、とは言い切れないが、ハルたちが側にいてくれるのならば耐えられないこともない。できれば早めに退散したいが。

「あの……」

「どうした？」

「なんで、あたしはここにいるんでしょうか」

「……なんだそれは？」

「え、えっとですね……なんというか、あたしみたいな部外者がここにいてもいいのかなって思って。ちゃんとした名前は忘れちゃいましたけど、今日きようのパーティーって、杉すぎ下した通りにある美び術じゆつ館かんの開館十周年記念パーティーなんですよね？　あたし、まったくあそこの美術館のこと知らないですし、なんの関かかわりもないはずなのに……どうして招待されたのかなって」

「そんな心構えでよく来たな」

「だ、だって……断れないじゃないですか」

　ハルは「だろうな」とつぶやき、赤い液体の入ったグラスを傾けた。

「開館十周年記念パーティーっていうのは表向きの建前だよ。フェイクなんだ。片かた倉くら、ちゃんと説明してやれよ。森もり坂さかさんが可か哀わい想そうだろ？」

　青あお木きがグラスを右手に持ち、玲れい子こたちのテーブルに近づいてきた。見み慣なれた制服姿ではなく青木もまた正せい装そうしている。落ち着いた色合いの紺こんのストライプスーツは青木によく似合っていた。ネクタイはスーツとは対照的に明るく、パープルストライプと鮮あざやかだ。艶つやのある黒い革靴がシャンデリアの光を受けて足元で光っている。

「フェイクってどういうことですか？」

　いろいろ厄やつ介かいなことがあるんだ、と言いながら青木が説明を始める。

「ま、裏社会の事情って奴やつだよ。『この世界』の有力者の中には表社会に絶大な力を持った人がけっこういて、そういう有力者が一堂に会すると怪しむ奴らが少なからずいる。でも、『この世界』に関わりがある人たちは、芸術関係とかアパレル関係とか、そういった分野に従事してるケースが圧倒的に多い。だから、今回のパーティーも不自然には映らない」

「なるほど……そういう事情があったんですね」

　玲子は納得したような気になったが、すぐに次なる疑問が浮かんできた。だが、理解したような素振りを見せたものだから、その話題はそこで打ち切られてしまった。

「あ、そうだ。俺おれ、挨あい拶さつしておかないといけない人が何人かいるから席外はずすわ。みんな適当に飲み食いしててよ。ほら、マリア。行くぞ──」

　青木はマリアに席を立つよう促うながすと、「そうそう。言い忘れてたことがあった」とテーブルの上に片手を置き、笑え顔がおを浮かべた。悪い話ではないようだ。

「なんだ？」ハルが青木を見る。

「ん……やっぱあとで言うわ。なんか、注目されると照れる」

　青木は片手をスーツのポケットに突っ込むと、「またあとでな」と言い残し、マリアを伴い去っていった。玲子は二人ふたりがメインラウンジを横切り、入口に続く通路に姿を消すまでじっと見ていた。

「ふぅ……」

　マリアの呪じゆ縛ばくから解放された玲れい子こはオレンジジュースの入ったグラスを口元で傾けた。冷たくて甘あま酸ずっぱい味が口全体に広がる。今日きようは睨にらまれなかったが、ここのところマリアが近くにいるというだけで玲子は緊きん張ちようしてしまう。

　──マリアちゃんってよくわかんない子だよねぇ。

　佳か澄すみが学校でそんなことを言っていたが玲子も同感だった。先日、伊い吹ぶきが癇かん癪しやくを起こしたとき、標的にされたマリアを救うため、佳澄は二人ふたりの間に割って入った。伊吹とのいざこざを解決したあとも、佳澄はクラスメイトたちに何かと誤解を受けているマリアのため、一人ひとりであれこれ行動を起こした。別に佳澄はマリアに恩を売るためにそんなことをしたわけではない。それなのにマリアは玲子だけではなく、佳澄のことも避さけているという。

「ねえ、玲子。ちょっと外の空気、吸いにいかない？」

　オレンジジュースを飲み干し、メインラウンジ全体をボーっと眺めていると奈な津つ美みがふいに肩を叩たたいた。玲子は思わず頷うなずきそうになったが、一応ハルのほうを見た。

「行ってこいよ。お前、今にも窒ちつ息そく死ししそうな顔をしているぞ」

「え？　そうですか？」

「ちっそくしー、ちっそくしー」

　そのとき、サウラが陽気に歌いながら玲子たちのもとに駆けてきた。かなり衆目を浴びているが、彼女は人の目を気にしないから、振ふる舞まいに遠えん慮りよがない。いつも通りのサウラだ。

「ちっそくしっておいしいの？　おいしいんですよね？　たべものなんだろ？」

　どうやら食べ物だと思っているようだ。サウラは聞いたことがない言葉と遭そう遇ぐうすると、それを食べ物に関連付けてしまうことが多い。先週、会ったときなどは『配色』という言葉を聞いて「はいしょくは、はごたえがあってとてもうまい！」とソファーの上で一人跳ねていた。たしかアニスが服の配色について語っているときだった。

「ごっはんだ！　ごっはんをよこせ！　かくすとためにならないぞ！」

　ごはん、と言っているのだろう。サウラはなおも「ごっはん、ごっはん！」と叫ぶと、渋しぶい顔で近づいてきたハルの背後に素早すばやく回り込み、「おまえのじゃくてんなどおみとおしだ！」と叫びながら背中に飛びついた。

　と、そのとき──

　サウラが右手に持っていたグラスが斜めに傾き、透明な液体がハルのスーツを濡ぬらした。さすがのハルもこれには立腹して、「降りろ！」と怒ど鳴なり、サウラを振り落とした。それでも自分のグラスが空からになっていることさえ気づかないサウラは、「おぼえてろー、ごっはんのたたりはこのよをほろぼすんだぞー」と言い捨て、メインラウンジの中央へ駆けていった。

　玲子たちのテーブルに戻ってきたハルは、「最悪だ」と顔を歪ゆがめながら上着を脱ぎ、ネクタイを緩ゆるめながらソファーに腰を下ろした。上着だけではなく、その下のシャツも濡れているようで、ハルはネクタイを取り去るとシャツのボタンを上から三つほど外はずした。まさか全部脱いじゃったりしないよね、と玲れい子こはドキドキしながらその後の行方ゆくえを見守っていたが、ハルはボタンを全すべて外はずしたものの、シャツまでは脱がなかった。しかし、胸元は開いているので、上半身の三分の二は剝むき出だしになっている。

「ねえ、片かた倉くら君って、シャツの下に何も着てないの？　素肌？」

　奈な津つ美みが平然とそんな質問をする。止やめようよー、そういう話はー、と玲子は思うが、ついつい二人ふたりの会話に耳を傾けてしまう。

「シャツは本来下着だからな。その下にさらに下着を着込むのは変だろ」

　と言いながらさらにボタンを外していく。隆りゆう起きした筋肉や鎖さ骨こつが露あらわになる。
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　ふと玲子は、ハルがお見み舞まいに来たときのことを思い出してしまった。雨に打たれてびしょ濡ぬれになったハルが、シャワーを浴びたあと、玲子の部へ屋やに入ってきたときのことだ。あのときのハルは上半身に何も身につけていなかったが、今は半裸なので、また違った印象がある。

「日に本ほんの夏は蒸し暑い。日本人がシャツの下に下着を身につけるのは気候のせいだろう。ヨーロッパの夏は比較的からっとしているからな」

「なるほどね。私はてっきり片倉君なりのポリシーがあるのだとばかり思ってた」

「……そんなことよりも、お前ら、散歩に行くんじゃなかったのか？」

「あ、そうだったわね。玲子、行きましょうか？」

「──へ？　ち、違うよ。あたしはそんな……」

「何慌ててるのよ？　散歩よ、散歩」

「散歩？　あ、そっか……そういえばそうだったね」

　ハルの胸元をじろじろ眺めていたから、てっきりからかわれているのだと思っていたが、どうやら玲れい子この勘かん違ちがいだったらしい。




　街を彩いろどる様さま々ざまな光のせいで星空はほとんど拝おがめなかった。玲子は視界の何割かを覆おおい尽つくしている巨大なビル群を眺めながら一月の冷たい空気を体内に取り入れた。

「玲子、そろそろ戻ろうか？」

「うん、そうだね」

　奈な津つ美みがいてくれて本当によかった、と玲子はしみじみ思う。ハルはとても頼りがいのある存在だが、けっこう好戦的なところがあるので、見ていてハラハラすることがよくある。それはハルが非日常の住人だからだ。非日常では何が起きても不ふ思し議ぎではない。奈津美は玲子の日常を代表する友人だから、一いつ緒しよにいてこうも安心するのだろう。

　玲子は『この世界』に深入りすることを心のどこかで恐れていた。ただ、自分がどうして深入りすることを恐れているのか、目の前に恐怖の対象がありすぎて、自分が本当は何を気にしているのか、よく見えていなかった。玲子が気にしているのは、「犯罪の香りがする」「死を予感させる」といった『この世界』が纏まとう表面上の不気味さだけではない。

　自分は──そう、何かに対して気き後おくれしているのだ。

「あ、そうだ。玲子」

　建物の中に戻り、メインラウンジに続く通路を歩いていると、急に奈津美が立ち止まった。

「何？」

「入口から入って左手の通路を進んだ先に何があるか知ってる？」

「それって……」玲子は後ろを振り返ると、黒服の男が立っている細長い通路を見た。「奈津美が言ってるのって、あそこの奥のことだよね？　来たときから気になってたんだけど……何があるの？」

「ええ、あそこはね──」奈津美は後ろを振り返りながら通路の端に寄った。「V.I.Pラウンジなのよ。裏社会の有力者、もしくは彼らに選ばれた人間しか出入りできない場所なの」

「へぇ、そんなところがあるんだ」

　玲子が素直に感かん嘆たんしていると、メインラウンジのほうから若い女性がやってきた。赤いドレスを着た派は手でな容よう姿しの女性だった。玲子は邪じや魔まにならないよう脇わきへ寄った。女性は軽く目礼をすると、モデルのような足取りで、V.I.Pラウンジのほうへ歩いていった。

「今の人、奈津美のこと見てなかった？」

「ああ、父の知り合いの娘さんなのよ。親したしいわけじゃないけど、顔見知り」

「あの人、V.I.Pラウンジに入っていったけど、もしかしてすごい人？」

「普通の人間よ。立場的には私と似たようなものだと思うけど」

　そう言って通路を歩き始めた。玲れい子こも遅れてあとに続く。

「V.I.Pラウンジって偉い人しか入れないんじゃないの？」

「たぶん志し願がん者しやじゃないかな」

「志願者？」

「玲子はさ、どうして私たちが『この世界』の有力者に仕つかえているんだと思う？」

「うーん、仕えているんじゃなくて、仕えないといけない理由があるとか？」

「それはちょっと違うかな」

　長い通路を抜けメインラウンジの広々とした空間に身を投じる。テーブルに戻るまでの間、玲子は何度も視し線せんを感じた。学校では感じたことのない視線。好奇の視線だ。

　ソファーに腰を落ち着けると奈な津つ美みが玲子の疑問に答えた。

「私はもちろん青あお木き君の家系も、表社会では得ることのできない、様さま々ざまな恩恵を『主人』を通して受けているけど、私たちが『主人』を持っているのはそれだけが理由じゃないのよ」

「他ほかにも理由があるの？」

　奈津美は聞こえるか聞こえないかという小さな声で、「ええ」と頷うなずき、

「最大の目的はね、『人から脱する』ことなのよ」

　まったく予想していない言葉だったが、玲子はさほど驚おどろきはしなかった。むしろ「ああ、そっか」と失念していたことを指摘されたように納得してしまった。

「玲子は『始し生せい種しゆ』ってわかる？」

「えーと、知らないけど、始まりの種ってこと？」

「人間の世界で言うところのアダムとイブ」

「あ、そういうことか」玲子は納得した。「片かた倉くら君たちの先祖だね」

「今現在は『古こ生せい種しゆ』と呼ばれている特別な方々を除くと、あとの大部分は『新しん生せい種しゆ』と呼ばれる新しん参ざんの人々ばかりね。新参といっても、大半はブルー・ブラッドだけど」

「ブルー・ブラッドって何？」

「貴き族ぞくのことよ」

「貴族って……」

「あのー、私もそういう家いえ柄がらなんですけど」奈津美は苦笑した。「ま、そういうわけだから、過去に遡さかのぼってみれば、私の『主人』も青木君のご主人様も、人間だった時期があるはずなのよ。例外は『始生種』だけなんだけど、『始生種』は現存するかどうかわからないらしいから。それはともかく、彼らが現在、人間社会に溶け込み、均きん衡こうを保っているのは、自分たちの起源が人間であることと無関係ではないわ」

「ねえ、『人から脱する』ことが目的だって言ったけど、具体的には？」

「方法は二つあるんだけど、一つは自分の『主人』を含む、三名の有力者から推すい薦せんを受けること。ただし、V.I.Pラウンジに顔パスで入れるくらいの力を持った有力者の推すい薦せんじゃないと意味がないわね。推薦を受けた候補者は、その三名の有力者から『血印』と呼ばれる推薦の証あかしを与えられるの。身体からだの一部に刻み込まれる刻印みたいなものだって聞いたことがあるわ。これが一つ目の方法ね。そして、もう一つの方法が──志し願がん。さっき言ってた志願者のことね」

「あ、さっきの女の人？」

「あの人が志願者なのかどうかは置いておくとして……まあ、ほとんどの志願者は返り討ち。素人しろうとがプロのモデルを志すのと一いつ緒しよ。そう甘くはないわ。で、志願者はこういった有力者が集まるパーティーで、面接みたいなものを受けるのよ。今回の場合だとV.I.Pラウンジが面接会場。候補者選びはこのパーティーの目的の一つになっているわね」

　候補者が正式に決定した場合なども、今回のような催もよおしの中でお披ひ露ろ目めされるようだ。もちろん、それだけではない。密約、交渉、取引。様さま々ざまな思おも惑わくが渦うず巻まいている。重要な情報交換を行う場合はアナログで──というのが『この世界』での慣ならわしらしい。

「なんだか敷しき居いが高そうだね」

「そうね。国内に関して言えば、ここ十年以内において、推薦以外で候補者に選ばれた人間は一人ひとりもいないわね。ついでに言えば去年も一昨年おととしも推薦者はゼロだった」

「え、それってメチャクチャ厳きびしいんじゃない？」

「単純に敷居が高いということもあるけど、数が増えすぎると困るからっていう理由もあるみたいよ。だって不老不死だものね。人間と違って長く生き続けるわけだし。それに人数が増えすぎると『存在価値』も落ちるだろうし」

「不老不死かぁ……」

　忘れていたわけではないが、『不老不死』という概がい念ねんは理解しづらいものがある。肉体が時間と共に変化しないことを本当の意味で実感するためには未来に進むしかないからだ。時間が経たてば間違いなく実感できる。だが、あまり実感したくないな、と玲れい子こは思う。

　……十年も経ったら片かた倉くら君に老ふけたな、とか言われそうだし。というか絶対に嫌われるよ。

　未来のことを想像しメランコリックな気分に浸っていると、

「あれ？　片倉は？」

　顔を上げるとテーブルの前に青あお木きが立っていた。マリアも一いつ緒しよだ。

「たぶん近くにいると思うんですけど、私たちもさっきまで席を外はずしていたので……」

　マリアの視し線せんを感じたので玲子は言い終えるとすぐさまテーブルの上のコップに目を落とした。ちょっと不自然な仕し草ぐさだったかもしれない。

「どうすっかなー。ま、あいつにはあとで伝えればいいか」

「もしかしてさっき言いかけてたことの続き？」奈な津つ美みが訊きいた。

「ビンゴ」青木はソファーには座らず立ったまま話し始めた。「実はさ──うちの『主人』から正式に推薦を受けたんだよ。あ、森もり坂さかさんには意味がわからないか？」

「いえ、わかりますよ。奈な津つ美みに教えてもらいました。それってすごいことなんですよね？」

「まあね」青あお木きはまんざらでもない様よう子すだった。

「青木君、他ほかにもどなたか推すい薦せんしてくださる方がいるの？」

「ああ、それね。うちの『主人』が他の有力者にも打診しておくって言ってたから、たぶんそこは問題ないよ。ただ、ちょっと気になることがあってさ……」

「──なんの話だ？」

　その場にいた四人の視し線せんが一ヶ所に集まった。

「片かた倉くら、おせーよ。また一から説明すんのかよ」

　言葉とは裏うら腹はらに青木の表情は晴れやかで、「何度でも説明してやるよ」と顔に書いてあるようだった。よほど嬉うれしいのだろう、上じよう機き嫌げんだ。青木は「実はさ──」と前置きをし、推薦を正式に受けたことをハルに告げた。

「そうか」

　誰だれもが予想していた通りハルのリアクションは薄うすかった。ハルが慌てふためく姿を見てみたいものだ、と玲れい子こはハルの動揺する姿を想像してみたが、ハルの場合、この世の終わりがやってきたとしても、「何を焦あせる必要がある？」と無関心でいるような気がする。

「ところで気になることって？」

　青木が、「もっと俺おれの出世を祝えよ」とハルの肩を揺さぶっていると奈津美が口を挟んだ。

「ああ、実はさ……俺、さっきまでV.I.Pラウンジにいたんだ。自慢するわけじゃないけど、うちの『主人』は『古こ生せい種しゆ』の一人ひとりだから、この界かい隈わいでは力があって、アニスさんと肩を並べるほどなんだよ。でさ、V.I.Pラウンジで推薦のことを『主人』から聞かされたとき、アニスさんもその場にいてさ。そのときアニスさんに、『そうそう甘い話は転がっていないわよ』って言われたんだよ」

「なんらかの代だい償しようが必要だってこと？」これも奈津美が訊きいた。

「だと思う。詳しいことは後日、知らせるって言われたよ」先ほどとは打って変わってさえない表情で説明すると、青木はハルを見た。「なあ、片倉。お前、何か知らないか？」

「俺が知るわけないだろう」

「あ、悪い……」

　しまった、という顔で青木がハルから目をそらした。玲子には青木の発言の何がハルの機嫌を損そこねたのかわからなかった。しかし、青木が謝あやまったということは、失言だったということだろう。理由はやはり不明だが。

「ともかくおめでとう。何かお祝いしないといけないわね」

「気が早いよ、木き本もとさん。まだ正式に決まったわけじゃないんだからさぁ」

　と言いつつ青木はニヤニヤと笑いながら頰ほおを搔かく。よく見ると顔が赤く染まっていた。照れているのか、それともアルコールが入っているからなのか。彼が右手に持つグラスには赤い液体が注がれている。

「ねえ……」

　玲れい子こは奈な津つ美みにそっと耳打ちした。すると奈津美も「何？」と小声で返してきた。

「……トイレってどこにあるの？」

「ああ、トイレ？　バールームの奥よ。扉があるからわかると思うけど」

「バールームって隣となりのフロアのことだよね？」

「そうよ」

　現在、玲子たちがいるのはメインラウンジの一番奥に設置されているテーブルだ。バールームのバーカウンターはこのテーブルの後方にある。バールームはメインラウンジと繫つながっているので、玲子がいる場所からでもトイレに続く扉は確かく認にんできた。

「じゃあ、ちょっと行ってくるね」

「ええ、行ってらっしゃい」

　奈津美に見送られ席を立つ。

　ふとマリアはどうしているだろうか、と思って彼女の姿を捜してみたがどこにも見当たらなかった。青あお木きはハルと何やら話し込んでいる。

　ま、いいか。そう思って席を立ち、バールームを足早に横切った。やはりそこでも視し線せんを感じたが、気になるほどでもなかった。扉の前に立つ。木製の濃こい色の扉は異様に重かった。扉を抜けるとその先には長い廊下が延びていた。天てん井じようが意外と高く、その空間的な広がりに玲子は違和感を覚えた。

　……あれ、なんだろう。空気が重いような気がする。いや、そうじゃない。もっと違う何かを感じる。嫌いやな予感がするというか、これ以上、前に進まないほうがいいような……。

「気のせいだよね……」

　玲子は恐る恐る前に足を踏み出したが、何歩もしないうちに妙な匂においを感じた。妙といっても鼻を打つような刺し激げき臭しゆうではなく、ケーキのような甘い香りだった。なんの匂いだろうか、と廊下の途中で立ち止まり周囲の様よう子すをうかがっていると、急に照明の色が変わった──ような気がした。

「あれ……これ」

　違う。照明の色が変化したのではなく、廊下を漂っている『霧きりのようなもの』が原因なのだ。匂いがするから煙かもしれない、とも思ったが、明らかに煙とは性質が異なることから、玲子はその『霧のようなもの』を便べん宜ぎ的てきに霧と考えることにした。

　その霧は奇妙なことにピンク色をしていた。メインラウンジのシャンゼリアに近い色をしている。霧はかなり濃く、周囲の様子をうかがい知ることができないほどだ。

「これじゃあ、何も見えないよ……」

　玲子は手探りで前に進み始めた。前といってもトイレのほうに向かっているのか、バールームのほうに向かっているのか、よくわからない。わからないが、玲れい子こは霧きりに覆おおわれた空間から抜け出すべく、一歩一歩、慎重に前に進んでいった。

　数メートルほど前進したところで、玲子の手に柔らかいものが触れた。

　なんだろう、と思いながら近づいてみると──

　ひゅう、とどこからともなく風が吹いてきて、その風があっという間に霧を吹き飛ばした。

　そして、霧が晴れると──どういうわけか、目の前にハルが立っていた。

「か、片かた倉くら君……？」

「…………」ハルは無言で佇たたずんでいた。

「どうしたんですか？　こんなところで？」

「…………」ハルは答えない。

「あ、あの……聞いてますか？」

「──ッ────」

　玲子がそう訊きいた瞬しゆん間かんだった。

　眼前のハルが、まるで水面に映った風景のように不自然に歪ゆがみ──

　瞬まばたきほどの短い時間で、玲子の目の前から完全に消失してしまった。

　夢でも見ているのだろうか？

　いや、さっきまでが夢で、今は現実？

　そんなことをぼんやりと考えていると、背中に「森もり坂さかさん」と声がかかった。

　独特のイントネーション。すぐにマリアだと気づく。

　玲子は後ろを振り返ろうとした。

　しかし、その前に──




　背後から強く首を絞められた。




　おぼろげに思ったのは、「誰だれかがあたしの血を狙ねらっていて、どこかに隠れていたんだ」というものだったが、回された腕がやけに細く柔らかいのと、体臭が甘く男性のものとは思えなかったことから、首を絞めているのがマリアだとわかった。わかったものの、息ができなくて苦しいわけで、瞬またたく間まに思考はストップした。

　意い識しきが遠のき、視界が霞かすみかけていたとき、ふいにマリアの手が外はずれ、玲子はそのまま床ゆかの上にうずくまった。マリアは咳せき込んでいる玲子をすかさず背後から抱きしめた。信じられない力だった。ふざけて佳か澄すみが後ろから抱きついてくることがたまにあるが、悲鳴を上げたくなるほどではない。マリアの『抱きしめる』は『絞め殺す』に近かった。

「──ひっ！」

　マリアのさらさらした髪が玲子の頰ほおを撫なでた瞬間、首筋に激げき痛つうが走った。まさに激痛としかいいようがなかった。堪こらえ切れないほどの痛み。玲れい子こは無む意い識しきのうちに悲鳴を上げていた。

　薄うっすらと死を予感した。玲子の中では他ほかに類を見ないほど異常で凄せい惨さんな出来事だった。

　激げき痛つうの最中、身体からだから何かが抜けていく感覚がした。

　……あたし、マリアさんに血を吸われてるんだ。

　そう気づいたとき、全身に不快感が広がっていった。ハルの吸血とはまるで違う。ただ気持ち悪いだけ、不快なだけの吸血だった。たとえるなら身体のあらゆる部位に蚊かが止まっているような感覚。蚊に血を吸われたときに感じる、痒かゆさと痛さとくすぐったさが混ざった、あの奇妙な感覚に似ていた。

　きゃああああ──というよりは、うわああああ──という抵抗するような叫び声になった。
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　玲子は唯一、自由な両足でマリアの身体を押しのけようとした。なんとしてでもマリアの吸血を止めなければ今にも気が狂ってしまいそうだった。だけど、マリアの身体はびくともしない。頑がん丈じような建造物を蹴けりつけているだけのようで虚むなしくなってくる。そして、恐こわくなってきた。

「────っ」

　頭痛と眩暈めまいが同時にやってきた。

　直後、天と地が逆さかさまになり世界が逆転を起こす。

　もはや欠乏気味の頭では何も考えることができない。

「──玲子！」

　そのとき、誰だれかの叫び声が聞こえ、身体からだが宙に浮くような感覚を抱いた。

　マリアではない、別の誰かに抱きかかえられているような──

　玲れい子こが気を失ったのはそれからすぐのことだった。
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　言い争うような声で玲子は覚かく醒せいを果たした。

　……ここはどこだろう……。

「玲子、気がついた？」

「……奈な津つ美み？」

　見上げた先に奈津美がいたが、蛍けい光こう灯とうの光が眩まぶしくて彼女の表情はよく見えなかった。

「何な故ぜ、そんな大事なことを話さなかった？」

　すぐ側そばでハルの声がした。ほとんど怒ど鳴なっているような声だったので、玲子はびっくりして身体を起こした。が、起き上がった途端とたん、頭痛がした。鈍にぶい痛みがじわじわと広がっていく。

「知っていると思っていた。お前、マリアと知り合いじゃなかったのか？」

　ハルの問いかけに答えたのは青あお木きだった。少し棘とげのある言い方だった。

「知り合いというほどの間あいだ柄がらではない。一度会ったことがあるだけだ。──そんなことより、どうしてマリアを人間の中に放ったんだ？」

「……放った、か」青木に怯ひるんだ様よう子すはない。「俺おれにもマリアにもいろいろ事情があるんだ。それくらい察しろよ」

「お前らの事情なんてどうでもいい。とにかく説明しろ。お前にはその義務がある」

「義務だと？」

「ないとは言わせない」

　窓まど際ぎわに立つ青木のほうへハルは一歩詰め寄った。

「あれくらいのアクシデントはいたるところで起きている。お前だって、森もり坂さかさんに無理やり嚙かみついたことくらいあるだろう？」

「…………」ハルは何も言い返さず青木との距きよ離りを詰める。

「お前が森坂さんのことを大切にしようという気持ちはわかるさ。だけど、過か剰じように反応しすぎだって。別に死んだわけじゃないんだから──」

　玲子は青木が真ま顔がおになる瞬しゆん間かんを目もく撃げきした。

　次の瞬間、ハルは握った拳こぶしを青木の顔がん面めんに繰くり出していた。

　ゴツ、という鈍い音がした。

「────ッ！」

　仰のけ反ぞった青木は勢いに押され窓に激げき突とつし、ズルズルと窓をなぞり床ゆかに尻しり餅もちをついた。

「ちょ、ちょっと片かた倉くら君！」奈な津つ美みが顔を引きつらせる。

　ハルは近づいてきた奈津美を手で制した。邪じや魔まだ、とでも言わんばかりに。

　玲れい子こが殺気を感じたのは、奈津美が一歩後ろに後退したときだった。

「……の野郎──ッ！」

　青あお木きが反はん撃げきを加えるべくハルに襲おそいかかる。怒りに任せて拳こぶしを振り上げた。理性を失った人間は恐ろしい。ある意味、牙きばを剝むいた野生動物と同じだ。

「────や……っ！」

　止やめて、と叫んだつもりだったのに、玲子の叫びはちゃんとした言葉にならなかった。

　振りかぶった青木の拳は、ハルの顔に直撃した。驚おどろいたことにハルは攻撃を避よけようともせず、その場に佇たたずんでいた。顎あごに一発、両りよう頰ほおにそれぞれ一発ずつ、重たい拳を受けた。

　だが、ハルは青木のように床ゆかに尻しり餅もちをつくようなことはなく、また勢いに押され後ずさりすることもなかった。一方、殴ったほうの青木は、「くそっ……」と舌打ちをした。

「無意味だ」

　普ふ段だんと同じトーンの声だった。ハルは一いつ瞬しゆん、チラッと玲子に視し線せんをよこした。不可解なことに、その横顔に歪ゆがみはなく、殴られた形跡はどこにも見当たらなかった。買ったばかりの人形のように美しかった。
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　帰るころには頭痛なども治まり歩けるようになっていたが、夜遅いこともあって自宅まで車で送ってもらうことになった。車内にアニスとサウラの姿はなく、玲子とハル、そして運転手の三人のみ。彼女たちは夜の間、『SANCTITY』に留とどまるという話だった。

　車に乗り込むちょっと前、奈津美からマリアの特殊体質について説明を受けた。

『私もさっき知ったばかりなんだけど、マリアさんは同性の血を好む体質でね、逆に異性の血はほとんど受けつけないらしいの。異性間吸血がスタンダードなのは玲子も知っていると思うけど、同性間吸血はタブーとされているのよ。これは知らないでしょう？』

　どうしてタブーなの？　そう質問で返すと、

『同性の血は精神を蝕むしばむものだからよ。毒みたいなものね。マリアさんがどうしてそのような体質なのかはわからないけど、とにかく、彼女は毒を好む体質ってわけ』

　マリアが玲子に嚙かみついたのはそういう理由かららしい。

　異性の血ではなく同性の血を好む体質──




　自宅ではなく近所のコンビニで降ろしてもらった。

「飲み物を買って帰りたいので……」というのが建前。本当は別に理由があった。だから、ハルが玲れい子こと一いつ緒しよにコンビニの駐ちゆう車しや場じようで車を降り、「一人ひとりで帰るから行っていい」と運転手にささやいたとき、「どうしよう……」と思った。本当は飲み物なんてどうでもよかった。玲子はただコンビニで立ち読みをして帰ろうと思っただけなのだ。

　立ち読み──

　実を言えば読みたい雑誌があったわけではない。それは店内に留とどまるための口実だ。

　玲子はコンビニが放つ明るい雰囲気を味わいたかった。

『SANCTITY』のような馴な染じみのない空間ではなく、慣なれ親したしんだコンビニの空気を。

　家には帰りたくなかった。玲子は、誰だれもいない家の中ではなく、流行の音楽が流れ、食べ物の匂においが漂う、日常の一部を閉じ込めたような空間にしばらく留まりたかったのだ。

　自動ドアを抜け、店内に足を踏み入れるとおでんの香りがした。玲子は温かい飲み物が陳列してある棚に向かった。ハルは外で待っている。さすがに立ち読みするわけにもいかない。

「お待たせしました」

　肩を並べて歩き出す。

　ハルに自宅まで見送ってもらったあと、また戻ってこようか、と内心で考えてみたが、それはなんだかハルに申もうし訳わけない気がした。自然とため息がこぼれる。

「いろいろとすみませんでした」

　玲子がそう言ったのは、自宅近くの交差点で信号待ちをしているときだった。

「何な故ぜ謝あやまる？」

「だ、だって……今夜は片かた倉くら君に迷惑かけちゃいましたし……他ほかにもいろいろと」

「お前は卑ひ屈くつな女だな」

　いつになくきつい指摘だった。機き嫌げんが悪いのはわかるけど──

「片倉君にはわかりませんよ……あたしがどんな気持ちでいるのか……」

「それは皮肉か？」

　そんなつもりはなかったのだが、ハルはそう受け取ったらしい。余計に不機嫌になった。

　信号はまだ青にならない。目の前を一台のタクシーが猛スピードで通り過ぎていく。

　ハルはまだ何か言いたげな顔をしていた。

　その鋭するどい視し線せんに玲子は耐えられず、地面に目を落とす。

　正直、今はハルと一緒にいたくなかった。今はそっとしておいて欲しかった。

「否定しないんだな」ハルの声は冷ややかだった。「俺おれに不満があるのならはっきりと言えよ」

　玲子はそれでも無言で俯うつむいていた。

　放っておいて欲しいのに。これ以上、話しかけないで欲しいのに。

　なのに、ハルは玲子の気持ちを察してくれない。自分勝手だ、と思う。

　今日きようは最悪の一日だった。誘われるままにパーティーに参加し、得体えたいの知れない人々に話しかけられ、好奇の視し線せんを浴び、マリアに嚙かみつかれ──

　なんて惨みじめなんだ、と玲れい子こは思う。だけどそれ以上に腹立たしかった。今は何もかもが気に入らない。自分もハルも吸きゆう血けつ鬼きの世界も、この世の全すべてが気に入らない。

「どうして……どうしていつもそんなふうに一方的なんですか？」

「一方的？　お前がそう思っているだけなんじゃないのか？」

「じゃあ、どうしてあたしにパーティーの招待状を渡したんですか？」

「それの何がいけない？」

「……今日きよう、本当に恐こわかったんですよ」玲子は本ほん音ねを語り出した。「あんなに注目を浴びるなんて想像もしてませんでした。片かた倉くら君はわかってたんですよね？　パーティーに出席すれば、他ほかの吸血鬼の人たちに目をつけられるって？」

「だからそれがどうした？」

　ハルはそれでもそっけなかった。玲子の気持ちを理解してくれなかった。わかっていないフリをしているのではないだろうか、とさえ思えてくる。

　……片倉君はあたしがどうなろうと知ったことじゃないんだ。

　そんな残ざん酷こくな結けつ論ろんが脳のう裏りに浮上してくる。冷たい論理だと玲子は思った。

「……片倉君にとってあたしって……」

「なんだ？」

「片倉君にとってあたしってなんなんですか？」

　それは不満というよりも愚ぐ痴ちに近かった。ハルを目の前にして言うことではない。

　だが、今や玲子を支配している感情はマイナスに傾いたネガティブな感情のみ。

　玲子は怒りに任せてまくし立てた。

　惨めな気持ちをハルに悟られたくなくて、惨めな自分を認めたくない一心で──

「何が言いたい？」

「……あたしたちって恋人同士じゃないんですか？　違うんですか？　間違ってました？　あたしが勝手にそう思って舞まい上がってただけなんですか？」

　一いつ瞬しゆん、小さな間があった。ハルの表情が無に近いものに変化する。

「本当は……片倉君も、あたしの血が欲しいだけじゃないんですか？　だからあたしに近づいたんじゃないんですか？　だから……」

　──チガホシイダケジャナインデスカ？

　さすがに言い過ぎたと気づいた玲子はハルに背を向け押おし黙だまった。

　知らぬ間に信号が青に切り替わっていた。

「お前の血は魅み力りよく的てきだ。それは否定しない」

　ハルが背後から近づいてくる。気配けはいが近づいてくる。

「だがな──」

　ハルの大きな手が玲れい子この肩に触れた。

　その瞬しゆん間かんだった──

「──止やめてくださいっ！」

　玲子はハルの手を思い切り払いのけた。それはほとんど反射的な拒絶だった。

　肩に手が触れたとき、マリアに襲おそわれたときのことを思い出し、ゾッとしたのだ。

　次第に背筋が冷たくなっていく。手がじんじんしてきた。通行人が見ていれば本気で抵抗しているように見えただろう。手を払ったとき、手と手が接触し、バシッと派は手でな音がした。

「あ、あたし──」

　玲子は自分の反射的な行為が信じられず、ハルをその場に置いて駆け出した。車が来ているのかどうかも確かく認にんせず赤信号を横断してしまったが、幸い車は来ていなかった。

　ハルは追ってこなかった。

　玲子は自宅に戻ると着替えもせず、メイクも落とさず、自室に駆け込み、コートだけを床ゆかの上に脱ぎ捨て、布ふ団とんに潜もぐり込んだ。そして、泣きながら、あんなパーティー行かなきゃよかった、と心の中で嘆なげいた。




　　　＋　＋　＋




　青あお木きがマリアと二人ふたりきりで暮らしているのには理由がある。

　マリアは定期的に人の生き血を摂せつ取しゆし、喉のどを潤うるおす必要がある。特殊体質のため、マリアが欲する血は同性の血だが、同性間吸血は通常の吸血とは異なり危険が伴う。血を吸われた相手はただ痛みを伴うだけで嫌けん悪お感かんしか抱かないし、マリアのほうも、血を飲んでいるときは満足感が得られるが、継続的に同性の血を摂取していれば、いつか必ず絶望的な飢き餓ががやってくる。メリットはないに等しいのだ。

　だから、マリアは日本に来る前から、好みではない男性の血を飲み続けている。ただし、ほとんどの男性の血は飲むに耐えないもので、青木の血はマリアにとって苦にがい薬を飲むようなものだが、他ほかの男性の血よりはマシなのだという。というわけで、現在、青木はマリアに自分の血を提供している。一いつ緒しよに暮らしているのはそのためだ。同時にマリアが女性に嚙かみつかないよう、監かん視しする意味合いもある。

　これらの事情により、マリアには同性に親したしい友人がいない。




「今日きようは散さん々ざんだったな……」

　青木はソファーにどっぷりと腰を落ち着けるとテレビの電源を点つけた。

「ったく……片かた倉くらの奴やつ、本気で殴りやがって」

　頰ほおに触れてみる。腫はれているのがわかった。明日あしたの朝には痣あざができているかもしれない。

「ん……マリア？　何やってるんだ？」

　後ろでごそごそと物音がするのでソファーに座ったまま身体からだを捻ひねってみると、マリアが椅い子すの背もたれにかけておいた白いコートに再び袖そでを通していた。

「どうした？　コンビニでも行くのか？」

「帰ります」

「……なんだって？　どこに帰るって？」

「故郷へ」

　純白のコートに袖を通し終えるとマリアはリビングを出ていった。あまりにあっけらかんとしていたので冗じよう談だんだろうと高をくくり、テレビに視し線せんを戻したが、よくよく考えてみればマリアが冗談を言うとは思えない。嫌いやな予感を抱きながらテレビを消した。

　青あお木きはソファーの上に折りたたんで置いてあるダッフルコートを脇わきに挟むと、玄関に続く廊下に出た。マリアの後ろ姿が見えたと思ったら、バタン、と勢いよくドアが閉まった。おい待てよ！　と叫んだが無視された。まったくもう、とイライラしながらキャンバス地のスニーカーを突っかけ、踵かかとを踏んづけたまま外に飛び出した。

　部へ屋やがあるのは地上十五階、下に降りるためにはエレベーターを使う。このマンションにはエレベーターが二機きあるが、一つは故障中のため現在は一つしか使用できない。つまり、マリアが先にそのエレベーターで下に降りてしまったら、青木は階段を使うか、エレベーターが戻ってくるのを待つしかないわけで、どちらにしてもマリアを追うのは難むずかしくなる。だから、青木はエレベーターホールまで全力疾しつ走そうした。

「くそっ──」

　マリアの乗ったエレベーターの扉は半分ほど閉まりかけていた。扉の前にたどり着いたときにはもう完全に閉じてしまっていたが、ボタンを押せばまだ開くはずだった。青木は下矢印のボタンを二、三度押した。すると扉は簡かん単たんに開き、困こん惑わく顔のマリアと目が合った。

「どうしたんだよ？」と声をかけながらエレベーターの中に入る。

「…………」

　マリアは青木から目をそらし、無言でエレベーターから降りた。「待てったら！」と叫びながらあとを追いかける。マリアは階段のほうに向かっていた。エレベーターではなく階段で地上まで降りるつもりらしい。

　──階段かエレベーターか。

　どちらであとを追いかけるべきか、と一いつ瞬しゆん思考したが、青木はエレベーターで降りることにした。少なくとも階段よりは早いだろうし、マリアが部屋に引き返したとしても、それはそれで好都合だ。今はとにかく、マリアより先に下へたどり着ければそれでいい。

　青木はエレベーターの中に戻った。

　階数表示パネルを何気なく見つめているとあっという間に一階についた。さてと、階段の下で待ち伏せようかな、と次なる作戦を練りながらエレベーターを降りると──

「──何？」

　前に足を踏み出した瞬しゆん間かん、白い人ひと影かげがマンションの共用玄関を飛び出していった。

　……バカな。あいつは忍者か。──っていうか、人間じゃなかったな、あいつ。

　青あお木きは慌ててマリアのあとを追いかけた。マリアの身体能力を甘く考えていたわけではないが、日常生活では比較的ゆったりとした動作が目立つマリアが、目にも止まらぬスピードで駆けていく姿は正直、違和感がある。だが、彼女は人ではないのだ。

　外に出ると底冷えした空気が露ろ出しゆつした顔や首回りを刺し激げきした。

「マリア、待てよ！」

　彼女の姿は暗くら闇やみの中でも目立った。街灯に差しかかる度たびに純白のコートがきらっと光る。それを目印に青木はマリアを追いかけた。だが、マリアは思った以上に逃げ足が速かった。どんどん引ひき離はなされていく。もう追いつけないか──

　青木が諦あきらめかけていたそのとき、マリアが急に逃げるのを止やめた。

「マリア……」

　まもなく追いつけた青木は無言の背中を軽くトントン、と叩たたいた。

　目の前の信号は赤。

　そこは片側三さん車しや線せんの道路で、真夜中でも車の往来があった。向こうの歩道まで、十メートルはある。さすがのマリアも止まらざるを得なかったようだ。もっとも、信号が赤なら進行方向を変えればいいだけの話ではある。行き場のない車とは違うのだから、逃げようはあったはずだ。それをしなかったのは、マリアの中でなんらかの迷いがあったからだろう。

「とりあえずそこに入ろう」

　青木はファミレスを指差した。マリアは、「わかりました」と大人おとなしく従った。




「それで、故郷に帰るってどういうことだ？」

　注文したホットコーヒーが届いてからそう質問した。修しゆ羅ら場ば中ちゆうに店員がやってくると厄やつ介かいだし、店員も気を遣つかうだろう、と思ったからだ。

《私は疫やく病びよう神がみです。たくさんの人に不幸を招きます。私のような出で来き損そこないは誰だれにも迷惑のかからない場所でひっそりと暮らしたほうがいいのです》

《だから故郷に帰るのか？》フランス語で返す。

《今日きようという日が訪れるまで、もしかしたら上う手まくやっていけるんじゃないか、という漠ばく然ぜんとした希望を抱いていました。でも、やっぱり私には無理みたいです》

《たった一度じゃないか》

《たった、じゃありません。一度でも過あやまちを犯せばそこで終わりなのです。殺人と同じです。同性の血を求める私は変質者のようなものです。変態です。逮捕です》

《前にも話しただろう？　森もり坂さかさんは特別な人間なんだ。吸血行為に対して耐性がある。吸血時の記き憶おくだって保持している》

《そんなことは問題ではないのです。彼女に嚙かみついた、という事実が問題なのです。きっと彼女は私を恐れたはずです。一度、根付いた恐怖はそう簡かん単たんに拭ぬぐい切れるものではありません》

《考えすぎじゃないのか？》

《それは直なお人ひとが男だからです》

　マリアはそう告げると《少し頭を冷やしてきます》と言って、席を立った。店内の奥へと向かっている。トイレだろう。このファミレスにはマリアと何度か訪れたことがあった。

　ふと誰だれかに見られているような気がして辺あたりを見回した。通路を挟んだ向かい側の席に若い男女が座っている。大学生くらいだろうか。カップルのようだ。青あお木きが一いち瞥べつすると二人ふたりとも気まずそうに窓の外に視し線せんをそらした。ああ、そうか、と心の中で納得する。フランス語で言い合っていたから、変に注目を浴びてしまったのだ。

　……ま、いいか。

　コーヒーカップに触れ、冷えた手を暖めているとマリアが戻ってきた。

《直人は、私がなんのためにこの国にやってきたのか、知っていますか？》

　座るなりそう訊きいてきた。いきなりなんだよ、と思ったが、マリアの目は真剣そのものだ。さっきまで「国に帰る」などと言っていたが、今は落ち着いている。頭は冷えたようだ。

《語学留学じゃないのか？》

《間違いではありませんが、どちらかというとそれは留学するための建前でした》

《……建前か》

　薄うす々うすそんな気はしていた。青木は『主人』から、「マリアが日本に滞たい在ざいしている間、片時も側そばを離はなれるな」という命を受けていた。その際、「マリアが日本を訪れるのは語学留学のためだ」と説明を受けていたが、それ以上のことは何も聞かされていなかった。

《じゃあ、他ほかに目的があるんだな？》

《あります。もっと早く伝えるつもりだったのですが……》

《そうなのか？》

《はい》

　次のマリアの言葉は青木の予想の遥はるか斜め上をいくものだった。

《──リア様から、あなたとの婚約を勧められているのです》

　度ど肝ぎもを抜かれた。青木の思考は瞬またたく間まに凍りつき、時間さえ止まったかのように言葉を失ってしまった。言葉を折り返す前に、マリアが止とどめを刺した。

《それが、あなたと私が今、ここに一いつ緒しよにいる理由です》




　　　＋　＋　＋




「婚約の話、本人から聞きました」青あお木きは『主人』を見つめながら、疑問をぶつけた。「まさかそれが推すい薦せんを受けるための条件なんですか？」

　彼女は青木の問いかけに対し、口元に笑えみを浮かべたのみだった。肯定とも否定ともとれない曖あい昧まいな表情で銅どう褐かつ色しよくの双そう眸ぼうをこちらに向けている。上質で優ゆう雅がなローソファーに座り、膝ひざの上で仰あお向むけになっているブリティッシュ・ショートヘアーの腹を撫なでている。

　肩まである美しい黒髪に背後の出窓から差し込んだ太陽の光が当たって艶つやのある髪がよりいっそう艶あでやかに見える。肉体年ねん齢れいは一度も聞いたことがないが、青木は二は十た歳ち前後だと勝手に推測している。少なくとも自分よりは年上に見える。

「だとしたらどうする？」

　質問に答えたのは『主人』ではなくアニスだった。アニスは青木の『主人』であるリア・ホワイトフォードの古い友人だ。青木がアニスからハルの監かん視し役やくを任されたのもそういう繫つながりがあってのことだ。

「やり方が汚い、と思った？」

　アニスがソファーから立ち上がる。

　思っていたことを先に言われてしまった。

　人の心が読めるんじゃないだろうか、と思うことがアニスにはたまにある。

「安心しなさい。たとえあなたがマリアと婚約しなくても、我われ々われはあなたを推薦します」

「本当ですか？」にわかには信しんじ難がたい。

「何か不満がありそうね？」

　マリアの家系は過去に幾人もの芸術家を輩はい出しゆつしている。だが、多くは特出した才能を持つ奇人・変人で、性格に難なんがある人物ばかりだった。特にマリアの曽そう祖そ父ふは物欲が激はげしく、金かね遣づかいが桁けた違ちがいに荒く、彼一代で瞬またたく間まに資産は底をついたと聞く。また、近年は目立った才能の人物も生まれず、マリアの父親の代には、ついにパトロンも愛あい想そうをつかしてしまったという話だ。

「マリアに芸術的才能はないけれど、マリアの妹のリゼットには底知れぬ才能がある。あなたも知っているでしょう？」

　もちろん知っている。

　マリアが人間からの逸いつ脱だつを志したのは、才能豊かな妹をサポートするため、ひいては家系を立て直したい、という強い意思があったからだ。資格は十分だったと聞く。ところが、それを快く思わない人物がいた。青木も詳しくは知らないが、マリアが同性の血を好む体質になったのは、『染せん化か』の儀ぎ式しきの際に、なんらかの妨害工作があったからなのだという。

「あの……父はなんと言っているんですか？」

「彼は乗り気よ。あなたの母親もね」

「……そうですか」

「断ってもいいのよ？」

　アニスが目の前までやってくる。パーティーのときと同じく、黒い出いで立たちだった。もちろんまったく異なるデザインの洋服だ。今日きようは丈たけの短いレトロ柄がらのワンピースを着ていた。

「マリアは優ゆう秀しゆうだけれど、欠けつ陥かん品ひんです。パートナーを欲するのは自然な流れ。あなたがマリアのパートナーになれば、彼女の家系はもちろん、あなたの家系にも大きな利益をもたらすでしょう。ですが、今回の件についてはあなたの意思を尊重するつもりです」

　本当だろうか？

　アニスが「尊重する」などという言葉を使うと、何か裏があるのではないか、と勘かんぐってしまいたくなる。しかし、アニスが真実を口にするとは思えない。彼女は噓うそも真実も一いつ緒しよくたにし、噓を真実のように、真実を噓のように語る。自分が楽しめるほうを選ぶのだ。

「一週間で答えを出せ」

　この部へ屋やに入って初めて『主人』が口を開いた。

　彼女は非常に寡か黙もくで滅多めつたに口を開かない。気まぐれなのとは少し違う。

「だそうよ？」アニスが目を眇すがめる。

「一つ質問があります」

「くだらない質問は止やめてね」

「推すい薦せんを受けるための条件とはなんですか？　何かあるのでしょう？」

「知りたい？」

「……先ほどまでは、婚約がその条件だと思っていました。ですが、断っても構わない、とアニスさんはおっしゃいました。つまり、条件は別にあるということですよね？」

「半分正解」

「……半分？」青あお木きは予想外の返答に言葉を詰まらせた。「どういうことですか？」

　アニスは微笑を湛たたえた。答える気はないようだ。

「──婚約するか、しないか、選せん択たくすること。それが条件だ」

　青木の疑問に応じたのはリアだった。

「それだけですか？」

　今度はリアもアニスも答えなかった。沈黙は肯定を意味する。

「……失礼します」

　青木は一礼すると『主人』の書斎をあとにした。

　──一週間で答えを出せ。

『主人』が言ったことを頭の中で反はん芻すうさせる。

　マリアと婚約するか、それとも拒否するか、その答えを一週間で出さなければならない。

　そして、それが人間から逸いつ脱だつするための条件。
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　昔々あるところにさえない女子高生が住んでいました。さえない彼女はさえない学校生活を送っていましたが、ある日、彼女の通う学校に一人ひとりの青年がやってきたことによって、さえない彼女に転てん機きが訪れます。さえない彼女はその青年とひょんなことから知り合い、徐じよ々じよに仲を深めていくのです。容よう姿しの優すぐれた彼がさえない彼女を選んだ理由はわかりません。さえない彼女は流されるままに彼と拙つたないコミュニケーションを重ねていきます。

　そして、ある日、さえない彼女は彼の正体と彼の背後に潜ひそむものの強大さに気づくのです。さえない彼女は戸と惑まどいます。おろおろします。もともと希き薄はくだった自信がどんどん薄うすれていきます。自分がなんの取とり柄えもない、さえない女子高生であることを再さい認にん識しきします。

　背伸びをしすぎたのかもしれない。自分には高たか嶺ねの花はなだったのかもしれない。ああ、きっとそうだ。あたしでは彼とは釣り合わない。こうやって思い悩むということは、最初から彼との間に深い溝みぞがあったということなんだ。それに気づかなかっただけなんだ。

　さえない彼女は彼と決別します。そして、自分探しの旅に出るのでした。

　めでたしめでたし。




　……全然めでたくないし、あたしは自分探しの旅なんか出ない！




　玲れい子こは自分の妄想にダメ出しすると、いつも以上に深いため息をついた。

「玲子、聞いてる？」

「あ、奈な津つ美み……ごめん。考え事してた……」

「片かた倉くら君のことでしょう？」

　玲子は奈津美から視し線せんを外はずすと、グラスを手に持ち、冷たい水で喉のどを潤うるおした。グラスをテーブルの上に置くと、その直後、ウェイターがやってきて、グラスに水を注いでくれた。

　パーティーから一夜明けた日にち曜よう日びの夕方、「一いつ緒しよに夕食どう？」と奈津美に誘われた玲子は二つ返事で快かい諾だくし、このイタリアンレストランを訪れていた。

「ところでさ、玲子。知りたくない？」

「何を？」

「片倉君の過去」

「え、過去って……奈津美、何か知ってるの？」

　玲子は前日の夜、ハルと喧けん嘩かしてしまったことを奈津美に電話で話していた。だから、この日、奈津美に夕食を誘われたとき、ハルのことで何か話があるのだろう、とは予感していた。しかし、まさか奈津美がハルの過去を知っているとは夢にも思わなかった。

「昨日きのうのパーティーで、片倉君が肩身の狭い思いをしているのはわかったでしょう？」

「う、うん……」

「片倉君はね、存在自体がイレギュラーなのよ」

「イレギュラーってどういうこと？」

「パーティーのとき話したわよね、『染せん化か』の儀ぎ式しきを受けるための方法」

「えっと、推すい薦せんと志し願がんだったっけ？」

「そう、推薦と志願。上に認められた者だけが、正当な『候補者』となり得るの。だけど、片倉君は誰だれかの推薦を受けたわけでもなく、自ら志願したわけでもない──」

「じゃあ、片倉君は自分だけの意思で勝手に？」

「少し違うわね。片倉君は人間からの逸いつ脱だつを望んでいたわけではないのよ。それに『染化』の具体的な方法を知っているのは一部の有力者だけだから」

　玲子はふと、『私は禁きん忌きを犯し──そして、ハルは人としての過去を失った』というアニスの言葉を思い出した。

「ここまでが青あお木き君から聞いた話。──次からが片倉君から聞いた話よ」

「よ、よく……片倉君が喋しやべってくれたね」

「だってそのとき片倉君、酔ってたもの」と言って奈津美が笑う。「去年の終わりごろかな。市内のホテルでパーティーがあったときに聞き出したの」

「片かた倉くら君って酔っ払うとお喋しやべりになるの？」

「ええ、そうみたい」とまたも奈な津つ美みが笑う。「片倉君って酔っ払うとすごいのよ」

「すごい？」

「後ろから抱きついてきたりとか──」

「え？」

「あと甘あま嚙がみ。指とか耳とか、酔うと嚙みつきたくなるみたい。あれはもうスキンシップじゃなくてセクハラね。片倉君って強引すぎ」

「ね、ねえ……奈津美も……その、片倉君に被害を？」

「当然じゃない。パーティーで何度も顔を合わせてるんだから」

「え、そんな……」

　……ちょっとショックだ。酔った勢いで女の子に絡むなんて……。

「あー、ごめんごめん。調ちよう子しに乗っちゃった。冗じよう談だんよ、冗談」

「え？　冗談ってどこから……？」

「後ろから抱きついてくるって辺あたりから」

　玲れい子こってばすぐに騙だまされるんだから、と奈津美が声に出して笑う。

　……なんだ。全部奈津美の作り話だったんだ。びっくりした。

「冗談は置いといて……話を戻すわね」

「あ、うん」

「片倉君が人間だったころの話。心の準備はいい？」

「うん……いいよ」

　玲子が頷うなずくと奈津美は真剣な眼まな差ざしで語り始めた。玲子は奈津美の話を聞きながら、酔って多弁になったハルの姿を思い描き、口調なども想像してみた。




　────────

　俺おれがまだ人間だったころの話だ。

　ある日の夜、とある場所で、俺はアニスさんと出会った──らしい。らしい、というのは俺に人間だったときの記き憶おくがないからだ。理由はあとでわかる。今後、推測を交えて話すが、断定的に話す部分もある。揚げ足を取るのは止やめろよ？

　俺はその当時、ロンドンに住んでいた。日に本ほん人じんの俺がどうして、ヨーロッパで暮らしていたのか……それは未いまだによくわからない。まあそこはさほど重要ではないさ。今はな。

　霧きりの濃こい夜だった。そこはあまり治安のいい地域ではなかったと聞く。またしても理由は不明だが、その日の夜、俺はその治安の悪い地域を徘はい徊かいしていた。たまたま通りかかったにしては不自然だが、経けい緯いはともかく、俺は路ろ地じの奥でアニスさんと出会った。出会った、といっても、あまり歓かん迎げいできるようなシチュエーションではなかった。

　アニスさんはそのとき、二人ふたり組ぐみの黒服の男たちに追い詰められていた。路ろ地じの行き止まりを背にして、アニスさんはその場に座り込んでいたんだ。男たちは笑い合いながらアニスさんを見下ろしていた。犯罪の香りがしたよ。俺おれは「何をやっている」と叫びながら間に割って入った。止めに入ったんだ。今にして思えばバカなことを、と思う。

　一方の男が銃じゆうを構えたのはその直後だった。冗じよう談だんだろ、と俺はつぶやいた。すると、もう一方の男が、まさか、と笑いながら銃を取り出した。二つの銃口。一つは俺に、もう一つはアニスさんに向けられた。その男たちはプロだった。なんの迷いも躊躇ためらいもなく人を殺すことができる。そういう訓練を受けた者たちだった。

　俺はあっけなく撃うたれた。引き金が引かれる瞬しゆん間かん、俺は何を思っただろうな。……銃声は一つではなかった。アニスさんも同様に撃たれ、地面に倒れ伏した。

　女性の悲鳴と複数の足音が聞こえたのは、銃声が響ひびいてすぐのことだった。

　その辺あたりは堅かた気ぎの人間が住まう地域ではなかったらしいが、これ以上の面めん倒どう事ごとは避さけたいと思ったんだろう、男たちはすかさず逃走した。男たちにとっては幸いというべきか、俺もアニスさんもどんなに迅じん速そくな処置を施ほどこしたところで助からないのは目に見えていた。男たちはアニスさんを抹まつ殺さつするのが目的だったから、目的はそれで完かん遂すいだったわけだ。

　あとで聞いたんだが、その女性の悲鳴や足音はアニスさんの部下によるものだったらしい。銃声がしたら騒さわぎ立てて、犯人たちが逃走するよう仕向ける──最初からそういう予定だったんだ。撃たれたあと、死体を運ばれると面倒だからな。

　何？　さっぱり意味がわからない？　……まあ、そうだろうな。

　男たちがアニスさんを殺害しようと企たくらんでいたのは事実だ。

　しかし、あの人にも思おも惑わくがあったんだ。

　あの人は、男たちに──いや、男たちのバックにいる人間たちに「死んだ」と思わせたかったんだ。詳しい事情はトップシークレットだと一いつ蹴しゆうされたが、どうも男たちの組そ織しきは吸きゆう血けつ鬼きの存在に否定的な集団だったらしい。アニスさんの存在自体が目め障ざわりだ、と。そこでアニスさんは一ひと芝しば居い打つことにしたわけだ。あの人が銃で撃たれたくらいで死ぬわけがない。演技だってお手の物だ。俺たちは意い識しき的てきに顔色を変えたり、血を流したり、脈を止めることだってできるからな。

　──もうわかっただろう？

　俺は余計なことをしたんだ。俺が止めに入っても入らなくても、結果は同じだったんだよ。アニスさんは最初から殺されたフリをするつもりだったんだからな。無む駄だ死じにってわけだ。

　男たちが去ったあと、アニスさんは平然と起き上がり、俺の側そばで膝ひざをついた。死しに際ぎわの俺とアニスさんの間でどんな言葉のやり取りがあったのか……アニスさんは話してくれないが、その日の夜を境に俺は死を超越し、人ではなくなった。と、同時に過去の記き憶おくを喪そう失しつした。俺が記憶を失ってしまったのは、銃じゆう撃げき後ご、死に至るまでのわずかな時間で『染せん化か』を行ったからのようだ。アニスさんが言うにはな。

　当時は今ほど『染せん化か』の条件が厳きびしかったわけではないが、それでも個人の一存で、見ず知らずの人間を仲間に引き入れることは固く禁じられていた。

　人間の世界の司法機き関かんとは多少異なるが、この世界にも法を司つかさどる機関がある。アニスさんが彼らに目をつけられたのは言うまでもないことだ。……俺おれには今でもあの人の判断が正しかったのか、それとも間違っていたのか、結けつ論ろんが出せないでいる。だが、俺はもう人間ではない。それだけは燦さん然ぜんたる事実だ。

　────────




「──と、そんな感じだったと思うわ」

　奈な津つ美みの話が終わってまもなくウェイターがやってきて、メインディッシュの大皿がテーブルの上に置かれた。玲れい子こはしばらく放心状態で、大皿の上の舌した平びら目めを眺めていた。

「私ね、思うんだけど」

「……うん」

「片かた倉くら君、玲子にもっと頼って欲しいんじゃない？」

「え？」

「『何な故ぜ謝あやまるんだ？』って片倉君言ってたんでしょう？」

「う、うん、言ってたけど……」

「きっと片倉君は自分の境きよう遇ぐうをもどかしく思っているのよ。コンプレックスがあるのかも。推測だけど、『俺はそんなに頼りないのか？』っていうのが本ほん音ねかもしれないわね」

「そ、そんなのって……」

「ねえ、玲子」奈津美がナイフとフォークを皿の上に並べて置く。「これ以上、深入りしないほうがいいんじゃない？」

「……え」

「玲子の血ってさ、特別なものみたいじゃない。昨日きのうもいろんな人たちに注目を浴びてたみたいだし……というか、実際、マリアさんに嚙かみつかれたでしょう？」

　たしかにハルと付き合ってからというもの、酷ひどい目めにばかりあっている。

　だけど──

「私は片倉君が頼りない、とは決して思わないわ。でも──」

「……もう無理だよ」

「え？　無理って？」奈津美が驚おどろきの声を上げる。

「私、もう引き返せないよ」

「でも、玲子……」

「無理だよ！　今いま更さら引き返すなんて絶対に無理だよ！」

「れ、玲れい子こ……」

　奈な津つ美みが右手に持っていたフォークを皿の上に落とした。かしゃん、と耳みみ障ざわりな音が店内に響ひびき渡る。途端とたんにお客の視し線せんが集まり、ウェイターが何事かと玲子たちのテーブルに近づいてきた。奈津美は冷静に、「大丈夫です。ごめんなさい」とウェイターに伝えた。

「ご、ごめん……いきなり大声出しちゃって……」

　ウェイターが去ったあと、玲子は奈津美に謝あやまった。その後、沈ちん黙もくする。

　周囲のテーブルから聞こえてくる声が、全部、自分に向けられた悪口のように思えて、玲子はしばらくの間、俯うつむいていた。

「わかったわ、玲子」奈津美がため息混じりにそう言った。「私はもう止めない」

「え、いいの？」

「いいのって……私は玲子の保ほ護ご者しやじゃないのよ？」

「うん、そうだね……」

「無理って言い切っちゃうくらいだし、それだけ片かた倉くら君のこと本気ってことなんでしょう？」

「そ、そうみたい」気恥ずかしくて他ひ人と事ごとのような返事をしてしまう。「……あと、これは理由にならないかもしれないけど、ここで諦あきらめちゃったら、お姉ねえちゃんにバカにされそうだから」

「バカにされそうって……まあ、言いたいことはわかるけど」

「奈津美、心配してくれてありがとう」

「一つだけ約束して」

「何？」

「普ふ段だんはいいけど、旧市街地みたいな場所を訪れるときは必ず片倉君の側そばにいて。それが無理なときは私に連絡を入れること。いい？」

「うん、わかった。そうするよ」

　気の抜けた返事だったからだろう、「本当にわかったの？」と奈津美が笑った。




　　　＋　＋　＋




　翌日、週明けの月げつ曜よう日び。カフェテリアでの食事中、佳か澄すみが大きなくしゃみをした。けっこう唐とう突とつだったので、もう少しで奈津美が飲み物を噴ふき出すところだった。佳澄のくしゃみは変わっていて、初めて彼女のくしゃみを目もく撃げきしたとき、「可か愛わいいくしゃみだな」と玲子は思った。ただ、可愛いは可愛いのだが、笑いを誘うくしゃみでもある。

「佳澄のくしゃみは間違ってるわ」ハンカチで口元を押さえながら奈津美が言った。

「んー？」佳澄の反応は鈍にぶかった。いつもなら奈津美に食ってかかるのに。

「何が間違ってるの？」

　佳澄の代わりに玲子が訊きくと、

「だって、佳か澄すみよ？　もっと豪快なくしゃみをすべきよ」

「人のくしゃみにケチつけんなよぉ」

　佳澄が面めん倒どうくさそうに答える。風か邪ぜをひいているせいかいつもの覇は気きがない。

「豪快かぁ……」

　奈な津つ美みの言うこともわからないでもなかった。佳澄はアグレッシブな性格の持ち主だから、『ぶえっくしょん！』とか『へっくしょん！』といった派は手でなくしゃみが似合う。しかし、現実の佳澄のくしゃみは『へっくちゅ』という感じで、佳澄らしからぬ可か愛わいいくしゃみなのだ。

「……佳澄、やっぱり元気ないわね」

　奈津美が玲れい子この耳元でささやいた。そうだね、と玲子は頷うなずき返したが、元気がないのは自分も同じだった。

「玲子は大丈夫？　今日きよう、片かた倉くら君と一言も喋しやべってないでしょう？」

「う、うん……」

　その通りだった。ハルとはまだ仲直りしていない。

　昨日きのうは、「今いま更さら引き返すなんて絶対に無理だよ！」と奈津美に宣言した玲子だったが、いざハルを目の前にすると何も言葉が出てこない。昨日の夜、奈津美と別れ、帰宅し、お風ふ呂ろで土ど曜よう日びのことを思い返していると、憂ゆう鬱うつな気持ちで一杯になってしまった。ただその場にいるだけで不安になってしまう恐ろしげな空間、得体えたいの知れぬ人々との遭そう遇ぐう、犬と罵ののしられたハルの不ふ遇ぐう、豹ひよう変へんしたマリア、ハルとの仲なか違たがい──思い返してみると、いいことなど一つもなかったような気がする。

　はー、と大きなため息を漏らし、俯うつむいたまま食事を再開すると、隣となりのテーブルから話し声が聞こえてきた。

「私さー、けっこうショックだったんだよねー」

「何？　なんの話？」

　派手めな容よう姿しの女子生徒が二人ふたり、小さな丸いテーブルを囲んでいる。どちらも話し声が無む駄だに大きかったので、玲子はついつい聞き耳を立ててしまった。

「ほら、三組の青あお木き君と例の留学生が、できてるって話」

「あー、結婚するとかしないとか？」

「そう、結婚するとかしないとか」

「同級生だから、十五か十六だよね。二人とも。……結婚とかちょっと早すぎない？」

「青木君の家、単なるお金持ちじゃないみたいだし、しょうがないんじゃない？」

「雲の上の世界って感じだね。……まあ、それはともかく、そんなにショックだったの？」

「ショックだよー。青木君って特定の子と付き合わない、あの軽けい薄はくさが売りだったんだから」

「売りって……本人が聞いたら怒るよ？」

　どちらも玲子の知らない女子だったが、会話から察するに同学年のようだ。噂うわさは玲子のクラスだけではなく、他ほかのクラスにも広まっているらしい。

　青あお木きとマリアが将来を誓い合った仲である、という噂うわさは玲れい子こが登校したときにはもうクラス内のあちこちでささやかれていた。噂を流した人物が誰だれなのかはわかっていないようだが、クラスメイトの一人ひとりが、「結婚するってマジ？」と青木に訊きいたところ、彼は肯定も否定もしなかったらしい。ノーコメントなのはマリアも同じで、噂が真実なのかどうなのか、昼休みになった今もはっきりしていない。

「……あー、私、先に戻るから」

　隣となりのテーブルの会話が途と切ぎれると、ちょうどそのタイミングで佳か澄すみが席を立った。

「あ、うん」

　玲子がそう返すと、佳澄は背中を丸め、元気のない足取りでカフェテリアを出ていった。

「今日きようの佳澄、やっぱり変よね」

　佳澄がいなくなってしばらく経たってから奈な津つ美みが言った。

「そうだね……やっぱり噂のせいかな」

「佳澄と青木君ってご近所なのよね。中学も同じで」

「え？　そうだったの？」

「あれ？　玲子、知らなかった？」

「初耳だよー」

「小こ桜ざくら君が去年、そんなことを話していたのよ。どうも佳澄は照れくさいらしくて、いくら訊いても詳しいこと教えてくれないけど」

「へー、そうなんだ」

「さてと。私たちもそろそろ行きましょうか」

　喧けん騒そうの絶えないカフェテリアをあとにすると木枯らしが吹き荒れる渡り廊下に出た。小こ柄がらな体型の玲子は、奈津美を盾たてにしてそそくさと廊下を横断した。校舎の中を二人ふたりで歩いていると、「先に行ってて」と言いながら奈津美がトイレに入っていった。自分も寄っていこうかと思ったが、中を覗のぞいたところ、鏡かがみの前でメイクを直している女子生徒が多数だったので、面めん倒どうだなと思い、先に教室に戻ることにした。

　玲子はざわついた雰囲気の廊下を歩きながら、ふとブレザーのポケットに手を入れた。指先に触れるものがあった。淡あわいピンク色の便びん箋せんが頭に浮かぶ。




　──本当は手紙ではなく、きちんとあなたとお話をするべきだと思うのです。




　玲子は、そんな一文から始まる手紙をマリアから受け取っていた。いや、受け取った、といっても彼女から直接、手渡されたわけではない。朝、登校してみると、机の中に入っていたのだ。中身を読んですぐにマリアからだとわかった。割としっかりとした日に本ほん語ごで綴つづられてあったが、字のほうはお世せ辞じにも綺き麗れいとは言えなかった。何度も書き直したのか、便びん箋せんは所々、皺しわになっていた。

　玲れい子こは便箋から手を離はなし、ポケットから手を出すと、ハッとして歩みを止めた。そして、何歩か後ろに後退する。もう少しで自分のクラスを素通りするところだった。

　ボーっとしてちゃ危ないよね、と思いながらドアの前に移動する。しかし、すぐには教室の中に入らなかった。ドアの隙すき間まから室内の様よう子すを、たっぷり時間をかけて観かん察さつした。

　ハルの姿は見当たらない。青あお木きとマリアもいないようだった。

　ホッとため息をついて、ドアに手を伸ばす。

　と、指先が白いドアに触れた瞬しゆん間かん、誰だれかに背中を叩たたかれた。

　玲子は「ひっ」と悲鳴を上げたが、昼休みの喧けん騒そうにあっという間にかき消された。

「ごめん。びっくりした？」

「あ、奈な津つ美み……」玲子は胸に手を当て深呼吸をした。「あれ？　なんだか早くない？」

「だって、走ってきたもの」

「なんで？」

「急いでたから」

　奈津美はわざとらしくそう答えると、「玲子、こっちに来て」とこちらの返事も待たずに強引に玲子の手を引っ張り、廊下を駆け出した。え、何？　どうしたの？　と訊きくが、いいからいいから、とまともに取り合ってくれない。

「片かた倉くら君と青木君がね──」と奈津美が話し始めたのは校舎から講こう堂どうに続く渡り廊下に出た辺あたりだった。

「二階の窓から二人ふたりが並んで歩いてる姿が見えたのよ」

「片倉君と青木君？」

「そう」奈津美は小さく首肯し、「あの二人、仲直りしてないでしょう？」

「うん、たぶん……」

　殴り合いの喧けん嘩かにまで発展した二人だ。そう簡かん単たんに和解するとは思えない。

「だとしたら、仲良く歩いてた、ってことはないわよね、やっぱり」

「だ、大丈夫かな……」

「また殴り合ってたりして」

「縁えん起ぎでもないこと言わないでよぉ」

　屋根つきの渡り廊下を進み、講堂の正面玄関までやってきた。

　奈津美が立ち止まり、耳を澄すませる。

「こっちから声が聞こえるわ」

　奈津美が指差したのは講堂左手側面の通路のほうからだった。

「どうする……？」

「右手から回り込みましょう。裏側から様よう子すをうかがったほうがいいわ。左手からだと二人ふたりが校舎に戻るとき鉢はち合あわせしちゃうかもしれないから」

　あ、そうだね、と頷うなずき玲れい子こはその案に賛さん成せいした。二人は忍び足で講こう堂どうの右手側面に移動し、細長い煉れん瓦が敷じきの通路を進んだ。裏手に回ると、玲子は去年、ハルを講堂の裏に呼び出したことを思い出した。

「……静かにね」

　奈な津つ美みが玲子を手で制しながら外がい壁へきのでっぱりに身を隠す。玲子は奈津美の制服の裾すそをぎゅっとつかみ、彼女の肩越しにハルと青あお木きの様子をうかがった。ハルは姿勢を崩し、外壁にもたれかかっている。一方、青木は通路の真ん中で仁に王おう立だちしていた。表情が険けわしいのはどちらも同じだが、さわやかな印象がある青木のほうが普ふ段だんの表情とのギャップが激はげしい。

「お前は人間なんて取るに足らない存在だと思っているんだな？」

　問いかけなのか、確かく認にんなのか、判断がつかなかったが、たしかにハルはそう言った。

「どうなんだ？」

「当たり前のこと言わせるなよ」

　その青木の返答に対しハルは、「肯定か」とつぶやく。

「そんなことを訊きくために俺おれをこんなところに連れてきたのかよ？」

　ハルはその質問には答えず、

「今のお前では無理だ。推すい薦せんの話は取り消したほうがいい」

「なん……だと？」

「後悔するぞ」ハルが寄りかかっていた外壁から離はなれた。「そして、押しつぶされる」

「どうしてお前にそんなことがわかる？」

「俺をなんだと思っている？　人間に見えるか？」

　言葉に重みがあった。経けい験けんから裏打ちされた言葉なのかもしれない。

「何か言いたそうだな？」

　ハルが右手をポケットに突っ込み、左手で髪の毛を搔かき上げながら青木の側そばに移動する。

「……もう今いま更さら、引くわけにはいかないんだよ」

　青木が視し線せんをゆっくりと傾けていく。ハルと視線がぶつかった。

「今学期中にヨーロッパに渡るつもりだ。お前らとは二度と会わねえよ」

　青木は冷たい口く調ちようでそう宣言すると、「もう話すことはない」と吐き捨て、講堂の正面玄関のほうに引き返し始めた。校舎に戻るのだろう。

「──逃げるのか？」

　その言葉を背中に浴びた青木はピタリと足を止めた。玲子は「んなわけねーだろ」と笑いながら青木が振り返り、二人が奇跡的に仲直りを果たすのではないかと期待したが、もちろんそんなことは起こらなかった。逆に溝みぞが深まり、別れが決定的になったように思えた。

　結局、青あお木きは一言も語らず去っていった。

「……あの青木君があそこまで意い固こ地じになるなんてね」奈な津つ美みはそう言いながらも、「でも、青木君の気持ちもわからないでもないわ」とコメントした。

「もう、どうにもならないのかな？」

　奈津美と顔を見合わせながら話していると、

「盗み聞きか？」

　ハルの鋭するどい指摘が、建物の陰に隠れている玲れい子こたちに突き刺さった。

　いつから気づいていたのだろうか。

「趣しゆ味みが悪い」

　ハルは玲子たちを睨にらみつけると、校舎のほうへ引き返し始めた。

「片かた倉くら君、ちょっと待って！」

　奈津美が建物の陰から飛び出し叫んだものの、ハルはそれを歯し牙がにもかけずその場を立ち去ってしまった。

「ごめん、玲子。私がこんなところに連れてきたから」

「奈津美は悪くないよ。たぶん……今の片倉君は何を言っても怒っちゃうと思うから」

「じゃあ、下へ手たに弁解しないで謝あやまったほうがいいんじゃない？」

「……たぶん謝るのは逆効果だと思う」

「逆効果？」

「片倉君、あたしの卑ひ屈くつなところが嫌いみたいだから」

「まさかとは思うけど、それが喧けん嘩かの原因？」

「原因の一つだと思う」

「それって、ものすごく面めん倒どうな喧嘩じゃない……まいったわね。あっちから折れることなんて絶対になさそうだし。けっこう頑固よね、片倉君って」

「うん……プライドも高いし」

「なんであんなの好きになっちゃったの？」

「あんなのって……」

「真まに受けない、真に受けない。冗じよう談だんよ」奈津美がくすっと笑う。「ねえ、玲子。こうなったら逆ギレするしかないんじゃない？」

「え？　逆ギレ？」

「たとえばの話よ。玲子は何事に対しても素直すぎるんだから、たまには変化球も投げてみないといけないと思うの。私も恋れん愛あいの駆け引きなんてよくわからないけど、ほら、たまにいるじゃない。好きな相手にわざと冷たく振ふる舞まったりするような子」

「んー、あたしにはそういうの無理だなぁ」

「別に相手を欺あざむけって言ってるわけじゃないのよ？」

「それはわかってるけど……」
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　ハルと仲直りできないまま放ほう課か後ごになってしまった。

　委員会に出席するから一いつ緒しよに帰れないという奈な津つ美みはＨＲが終わると教室を出ていってしまった。ハルはいつの間にか教室からいなくなっていた。

「玲れい子こ、急げ！　緊きん急きゆう事態だ！」

　佳か澄すみはどこだろう、と教室の中を見回していると、慌てた様よう子すで佳澄がやってきた。

「ど、どうしたの、佳澄？　そんなに慌てて？」

「いいから早く！」と言いながら佳澄が玲子の腕をつかむ。

「え、ちょ、ちょっとぉ……」

　半ば引きずられるような形で廊下へ。そのまま校舎の外まで連れ出された。

「ね、ねえ、どこに行くの？」

　校門を抜けたところで玲子は尋たずねた。突っかけていた片一方の靴をきちんと履はきなおす。

「あいつらの居きよ城じようを突き止めるんだよ」

「あいつら？　居城？」

「青あお木きとマリアちゃんのこと」佳澄が坂の下に目を向ける。「ふう、なんとか追いついたな」

　坂を下る、青木とマリアの姿が遠目にうかがえた。並んで歩いている。

「まさか、尾行するつもり？」

「尾行じゃない。調ちよう査さだ。友達に住んでる場所を教えないあいつらが悪いんだよ」

「それ……屁へ理り屈くつだよ」

「確かく信しん犯はんだから」

「なお、悪いよ……」

「よし、玲子。行くぞ！」

　止めても無む駄だのようだった。

　玲子は青木たちが尾行に気づいてくれることを期待しながら佳澄のあとを追った。

　坂を下り大通りに入ったが、青木とマリアは路面電車には乗らず、街の中央にある駅ビルの方角へ歩いていった。駅ビルの前に差しかかると、二人ふたりは駅ビルの中を突っ切って西口から外に出て、公園沿いの道を進んでいった。

　……マリアさん。

　玲子は佳澄の尾行に付き合う傍かたわらで、マリアのことを考えた。

　マリアが玲子や佳澄を遠ざけていたのは、マリアが同性の血を好むからだ。玲子は身を以もつて体たい験けんしたから、その危険性については十分承知しているが、佳澄はそのことを知らない。というか、教えられない。それはマリアの正体を明かすことと同どう義ぎだからだ。

「……マリアさん、か」

　玲れい子こはマリアの後ろ姿を眺めながら、彼女から受け取った手紙の内容を思い出した。





　本当は手紙ではなく、きちんとあなたとお話をするべきだと思うのです。

　しかし、万が一のことがあります。私はもうあなたに危害を加えたくありません。

　どうか、こういう形での謝しや罪ざいをお許しください。

　もうおわかりだとは思いますが、私がこれまでずっとあなたを避さけていたのは、あなたの血を味わいたい、あなたに嚙かみつきたい、という衝しよう動どうが私の中にあったからです。

　きっとあなたは私を許してはくれないでしょう。でも、それでもいいのです。諸しよ悪あくの根源は私であり、あなたは何も悪くないのですから。不快な思いをさせてしまって、本当に申もうし訳わけなく思っています。ごめんなさい。






　高たか飛び車しやに見えて実は律りち儀ぎな性格をしていることが、手紙を読んでわかった。マリアの本質に触れたような気がして、玲子は少しだけマリアに興きよう味みが湧わいた。嚙みつかれたときは恐ろしいと思ったが、それがマリアの望んだことではないのだとすれば──

「玲子、ストップストップ」

「え？　な、何？」

「人通りが薄うすくなってきたから、少し気をつけよう。バレたらおしまいだからな」

「あ、うん。そうだね……」

「このまま進むと旧市街地だな」

　学校を出て、もう二十分近くが経過していた。よく見失わずにここまで尾行できたな、と玲子は佳か澄すみに尊敬の念さえ抱き始めていたが、やっていることは尾行に他ほかならない。

「お、入った入った」

「あのマンション？」

「みたいだな」頷うなずきつつ佳澄がマンションを見上げる。「並のマンションじゃないよな。何階くらいあるんだろ。ま、とにかく、あの二人ふたりがここに住んでいるのは間違いないな」

「これからどうするの？」

「そうだなー、とりあえず青木のケータイに連絡を入れてみるかな。部へ屋やがわかんないし」

「そのあとは？」

「当然、押しかける」佳澄はニヤッと笑い、そして、真ま顔がおになった。「玲子、悪かったね。あとは私一人ひとりでどうにかするから、玲子はもう帰っていいよ」

「──え？」

「青木に見つかったら、玲子も共犯者扱いされるだろうからな。私が独断で勝手に尾行したことにするよ」

「え、でも……」

　なんだか奇妙だった。他人に配はい慮りよするなんて佳か澄すみらしくもない。

「無理やり付き合わせて悪かったね。ま、そういうわけだから」

　佳澄は軽く手を挙げると、マンションの入口に向かって駆け出した。
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　部へ屋やに戻ると、青あお木きは玄関の靴箱の前で靴を磨みがき始めた。

　──ファッションは足元からだ。幼いころから父親にそう言われ続けてきた。実際、青木もその通りだと思うし、ファッション通の人々は口をそろえて同じことを言う。どんなに高いスーツを着込んでも、足元が貧相だと格好がつかない。逆に足元さえ気を遣つかっていれば安物のスーツでも様になって見える。足元が全体の印象を決めるのだ。

　クリームを塗り込んだあと、全体を軽くブラッシングしていると、靴が徐じよ々じよに鈍にぶい光を放ち始めた。青木はこの瞬しゆん間かんが何よりも好きだった。たまらない。本当にたまらない。ニヤニヤしながらブラッシングを続けた。

「直なお人ひと、何がそんなに楽しいのですか？」

　いつの間にか、リビングに続く薄うす暗ぐらい廊下にマリアが立っていた。

「……な、なんだよ。いつからそこにいたんだよ？」

「少し前から」

「気配けはいを感じなかったぞ……」

　マリアの声で現実に引き戻された。別に靴磨きで現実逃とう避ひをしていたわけではないが、学校での噂うわさや、ハルとの口こう論ろんなどを一時的に忘れていたのはたしかだった。

「何か用か？」

　青木はマリアを見ずに手元の靴に目をやった。

「気のせいでしょうか」マリアはそう前置きし、「私のこと避さけてませんか？」と言った。

「……そんなことないだろ」

　青木はブラッシングを止め、靴くつ紐ひもをパラレルで結び始めた。靴磨きをするときは靴紐を外はずすようにしている。そして、必ず純正のシューキーパーを入れる。

《訊きいてもいいですか？》

　マリアはとてもスムーズに日に本ほん語ごからフランス語に移行した。

《言えよ》青木もフランス語で応こたえる。

《本当に私と婚約するつもりなのですか？》

《そう……言っただろ》

　昨夜、日にち曜よう日びの晩に青あお木きはそう告げていた。お前と婚約する、と。それ以外の余計なことは何も言わなかった。言いたくなかったからだ。

《まだ何かあるのか？》

《いえ、直なお人ひとに迷いがなければそれでいいのです。迷いがなければ》




　テーブルの上のケータイが電子音を響ひびかせ始めたのは、一人ひとり用の豪ごう奢しやなソファーにどっぷりと腰を下ろし、目を細めながら欠伸あくびをしているときだった。

「もしもし」

　青木は相手も確かく認にんせずに電話に出た。

『やる気のない声だな。寝てたのか？』

「……ん」青木は半はん眼がんで電話の相手の顔を想像した。「お前、佳か澄すみか？」

『はいそうです。佳澄です。──って、久しぶりに名前で呼ばれたような気がするな』

「そんなのどうだっていいだろ」

　そう悪態をついたものの、たしかに高校に進学した辺あたりから、佳澄のことを『柊ひいらぎ』と呼ぶようになっていた。自然とそうなったわけではない。意い識しき的てきに変えたのだ。

「で、なんだよ？　何か用か？」

『んー、あのさー、あんた、何号室に住んでんの？』

「ナン……ダッテ？」一いつ瞬しゆん、片言になる。日に本ほん人じんなのに。「お前、今どこにいるんだ？」

『下』

　青木はすかさず窓まど際ぎわに駆け寄り、地上を見下ろした。

「尾行したのか？」

『人聞きの悪いこと言うなよー。あんたと私の仲じゃん？』

「お前はたちが悪すぎるんだよ！」

　青木は、「ちょっと待ってろ」とケータイに向かって怒ど鳴なりつけると、乱らん暴ぼうにクローゼットを開け、中からＰコートを取り出し、それを器き用ように羽は織おりながら、自室を飛び出した。玄関で靴箱を開き、磨みがいたばかりの靴を玄関に下ろし、靴べらを使って足を差し込み、靴くつ紐ひもを締しめた。




　外は雪が降っていたが、気になるほどの雪ではなかった。

　佳澄は建物と道路とを結ぶ、緩ゆるやかな階段の途中に座っていた。ファーつきのトレンチコートを羽織っている。自動ドアの開く音で気づいたのだろう、声をかけるまでもなく、佳澄は青木の存在に気づいた。

「なかなかいいところに住んでるねー」

　いつもと声の調ちよう子しが違った。鼻声だ。

　そういえば、授業中、何度かくしゃみをしていたな、と青木は思い出す。

「帰れよ。そんな気色悪い声で俺おれに話しかけるな」

「つれないねー」

「ああ、俺はつれないんだ。だから帰れ」

　親切心で押し返しているのだが、佳か澄すみは冷たくあしらわれた、と思っているようだ。

　……まあ、どう思われようと構わないさ。

　青あお木きは「じゃあな」と言い捨てると、佳澄を置いて階段を上り始めた。部へ屋や番号を知られると厄やつ介かいなことになる。佳澄のことだから、後日、再び部屋を訪れるはずだ。そのとき、自分がいなかったら大変なことになる。マリアには佳澄を追い返すことなどできないだろう。

「……お前」

　青木は自動ドアの前で立ち止まった。佳澄が背後に立っていたからだ。

「なんでついて来るんだよ？」

「私はあんたに用はないんだよ。マリアちゃんに面会希望なわけ。おわかり？」

　電話で追い返すべきだったな、と青木は後悔した。何も下まで降りることはなかった。

「言っておくけど、ついて来たって無む駄だだぜ？」

　ここで怯ひるんでは佳澄の思う壺つぼだ。青木は胸のうちを悟られぬよう冷静に対処した。

「なんで？」

「マリアと同じマンションに住んでるのはたしかだけど、同居してるわけじゃないからな。ついて来たって、マリアの部屋番号はわからないぞ？」

　当然、事実はその逆で、青木はマリアと同じ部屋に住んでいるのだが、こうでも言わなければ佳澄が部屋までついて来てしまう。それだけは絶対に避さけなければならない。

「ふーん、そうなんだ」

　佳澄がこの程度の反はん論ろんで引き下がるような女ではないことくらい、付き合いの長い青木にはよくわかっていた。気を緩ゆるめてはならない。どうせ揚げ足を取ってくるに決まっている。

　ところが、この日の佳澄はいつもと様よう子すが違った。へっくちゅ、と小さなくしゃみをしたあと、「雪、止やみそうで、止まないね」と空を見上げながら目を眇すがめた。わざとらしくも感じられたし、素すでそう言っているようにも見えた。

　なんの考えも読めない佳澄の曖あい昧まいな視し線せんが青木を捉とらえる。早く何か言えよ、と思うが佳澄は口を噤つぐんだまま黙だまっている。次第に落ち着かなくなってきた。

　こういう佳澄は今まで見たことがなかった。この女が、何をしでかすかわからない、突とつ拍ぴよう子しもない人格の持ち主なのは昔からだが、佳澄が実じつ践せんするのはいつだって『悪わる巧だくみ』に分類される、悪戯いたずらやドッキリみたいなものだった。パターンは違えど、結果は似たようなもので、「てめぇ、びっくりするじゃねーか」でだいたい終わりだ。

　だが今はどうだ？　空気が明らかに変ではないか？　この緊きん張ちよう感かんはなんなんだ？

　こいつの悪戯にこんなパターンはなかったはずだ、と青木は過去の例を反はん芻すうする。

「あのさ、覚えてる？」

「……何をだよ」

　青あお木きは自動ドアの前から離はなれ、アルミ製の手すりに寄りかかった。

「小学生のとき、あんたの家に忍び込んだことがあったじゃん」

「覚えてないな」

「記き憶おく力りよく悪いなー、クリスマスイブだったのに。ちなみに忍び込んだのは真夜中な。あのときは大変だったんだぞー。なんたって、ドーベルマンと木刀一本でやり合ったからね」

「よく死ななかったな」

「佳か澄すみちゃんは死力を尽くして戦いました」

「人の家の庭でな」

「そうそう。庭と言えば、火遊びがエスカレートして、あともうちょっとであんたの家に燃もえ移るところだったよな。たしか最初、新聞紙をライターで燃やして遊んでて、それが風で舞まい上がって庭のヤマモミジの木に燃え移って……」

　忘れるはずがなかった。気が動転した母親が消防車を呼び、家の前に消防車が計五台もやって来たからだ。幸いボヤですんだが、ボヤですんだからこそ、恥ずかしい思いをした。

「ねえ、青木」

「ん、なんだよ……」

　佳澄の一言一言が信じられないくらい重い。

　どうしてこんなにも重いのだろうか……。

「もしかして迷惑だった？」

「…………」

「今までのこと、全部」

「……迷惑っていうか」

　上う手まく答えられなかった。

　何な故ぜならそれは青木がもっとも恐れていた質問だったからだ。

「今も……迷惑だと思ってる？」

　佳澄の顔が不自然に歪ゆがんでいる──ように見える。

　なんで弱気になってんだよ、と怒ど鳴なりたくなる。俺おれは何も気にしていない。被害妄想が過ぎるぞ。そう言ってやりたかったが、佳澄の問いを否定することなどできやしなかった。

「……私ってやっぱりウザい……のかな？」

　佳澄の切せつ羽ぱ詰つまった声で青木は我われに返る。

「否定……してくれないんだ」

　否定してはいけない。否定すれば佳澄に真実を打ち明けなければならなくなる。

　肯定すればいいのだ。肯定すれば佳澄とはこれで縁えんが切れる。間違いなく終わる。

　全すべてを終わらせよう。青あお木きはそう決意し、大きく息を吸い込んだ。冷たい空気が喉のどを通っていく間、過去の出来事が、佳か澄すみとの様さま々ざまな思い出が、脳のう裏りを駆け巡っていった。

　……思い出すな！　非情になれ！

「俺おれは──」

　はっきり言ってやろう。そう思った矢先のことだった。

　泣いていた。

　あの佳澄が泣いていた。
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　顔を赤くし、唇を震ふるわせながら、声も出さずに涙を流していた。

「な、なんだよ、お前……」

　青木はうろたえた。今まで一度も佳澄の泣き顔なんて見たことがなかったからだ。小学生のころ、自宅のベランダから庭に飛び降りて足を捻ねん挫ざしたことがあったが、苦痛で顔を歪ゆがめたものの泣きはしなかったし、飼い犬が死んだときだって、佳澄は悲しみに打ちひしがれることはなかった。そんな佳澄がこんな状況で泣き出すとはまったくもって予想していなかった。

「お、おい……泣くなって」

　大慌てで佳澄の側そばに駆け寄り肩に手を置いた。ポケットからハンカチを出して、正面から顔を覗のぞき込もうとすると、佳澄は首を振りながら顔をそらした。これまでの人生、女性の涙と出くわしたことがないわけではなかったが、泣いているのは普ふ段だん強気な佳澄なのだ。泣き虫な女性の宥なだめ方かたならなんとなくわかるが、佳か澄すみのような女が泣き出した場合はどう対処すればいいのかわからない。

　……くそ、どうすりゃいいんだよ。

　青あお木きが途方に暮れていると、ふいに佳澄が青木の左手手首を力強く握りしめた。かなり本気で握りしめているようだったので、青木は不可解に思い、「どうした？」と自由なほうの手でなおも力を緩ゆるめない佳澄の右手をつかんだ。そのとき──




「なーんちゃって」




　その一言を皮切りに、佳澄の顔つきがパーっとひまわりのように明るくなった。

　騙だまされやがって、バカじゃねーの？　佳澄はそんなしたり顔で笑っていた。

「私が泣くわけないじゃん。あれ？　あれ？　本気にした？」

「本気って……お前、実際、泣いてただろ？」

「演技」

「え、演技？　じゃ、じゃあ、涙は？」

「涙を流す方法なんていくらでもある」

「いくらでもある……って」

「いやー、練習したもんね。この日のために」

「……冗じよう談だんだと言ってくれ」

　マジかよ、ありえないだろ、と青木は呆あきれ返ったが、こいつならありえるかも、と心の片かた隅すみでは佳澄の言葉を信じかけていた。付き合いが長いからこそだ。

「変な顔」

「誰だれが変な顔だって？」

　佳澄の側そばを離はなれながら睨にらみつけた。

「あんたちっとも嬉うれしそうじゃないな」

「女の泣なき真ま似ねに引っかかって、喜ぶ奴やつなんていないだろ」

「そうじゃなくて」

「そうじゃなくて？」

「あんた、マリアちゃんと結婚するんでしょう？」

「……まだ正式に決まったわけじゃねぇよ」

「ふーん……そうなんだ。ま、いいや。とりあえず中に入ろう──」

　佳澄が改めて自動ドアの前に立つ。

　青木は危うく、「ああ、そうだな」と言いそうになった。

「帰れよ！」佳澄の背中を押しながら階段を下りる。「ったく……油断も隙すきもない」

「女を泣かして追い返すなんて酷ひどすぎる！」

「噓うそ泣なきだろ！」

　赤茶けた煉れん瓦がが敷しき詰つめられた広い歩道に出た。粒の小さな粉雪が辺あたりに散らばっている。積つもるような種類の雪ではないが、空は依然として薄うす暗ぐらく、雪は止やむ気配けはいを見せない。

「わかったよ。帰る」

　不満がありそうな口振りだった。帰ればいいんだろ、というような。

「じゃあね」

「──って、待てよ。どこ行くんだよ。そっちじゃないだろ」

　佳か澄すみが駅とは正反対の方向へ進み出したので、慌てて呼び止めた。

「文句がおありなようで？」

「大ありだ。そっちは旧市街地だぞ」

「ここからだと、旧市街地を突っ切ったほうが家に近いんだもん」

「何？」

　青あお木きは旧市街地を囲む周辺の地図を念頭に呼び起こした。佳澄の自宅があるのは前まえ之の園そのという高級住宅街で、青木の本宅も当然のことながら前之園にある。その前之園は佳澄が突っ切ったほうが早い、と言うように、たしかに旧市街地を挟んだ向こう側にあった。

「だってほら、迂う回かいするの面めん倒どうじゃん？」

「止やめとけ。旧市街地は危ない……」

「危ない？　具体的にどう危ないの？」

　心なしか佳澄の表情が生き生きしてきたような気がする。

　……こいつ、帰るつもりなんてないな。

「俺おれが知るかよ」

　佳澄を欺あざむくのはこれで何度目だろうか。数え切れないほどの噓をついてきた。これも佳澄のためだ、と自分に言い聞かせ、噓を吐き続けてきた。佳澄を危険な目に遭あわせないようにするためとはいえ、噓は噓。日増しに罪悪感は大きくなっていった。

　全すべてぶちまけてしまいたい。そう思ったのは一度や二度ではない。

「去年……といっても年末の話だけどさ」

　佳澄がコートのファーに顔を埋めながら背を丸める。視し線せんは旧市街地のほうを向いていた。この道をまっすぐ二百メートルほど進むと、旧市街地の南端の通りに出る。

「旧市街地で大だい規き模ぼな火災があったよね？」

「……ああ」

「私、気になってあのニュース、ずっと追ってるんだけど、未いまだに犯人が見つかってないんだよね。というか、あれだけの火災だったのにどの局も妙に扱いが小さくてさ」

「それがどうかしたのかよ？」

「あの火事があった日さ、あんた旧市街地のあちこちで火災が起きてるってみんなに話してたよね？」

「……さぁ、どうだったかな」

「あんたさぁ、何か知ってるんじゃないの？」

「知らねーって」

　あの事件は、消滅を余よ儀ぎなくされた『不完全な者たち』の手によって起こされた暴ぼう動どうのようなものだった。あのとき青あお木きは、佳か澄すみを事件に深入りさせないように、「俺おれたちの出る幕まくじゃない。帰ろうぜ」と釘くぎを刺した。面おも白しろそうだから、行ってみようかー、などと言い出しかねない雰囲気があったから、ああ言ったのだが、「知り合いから聞いたんだけど」という下りはどうも余計だったらしい。もしかしたら、青木の発言に疑念を覚えたというよりも、青木の宥なだめようとする態度に違和感を覚えたのかもしれない。丸め込もうとしていないか、と。

「なんでもいいから、旧市街地に行くのは止やめろって」

「やだ」

「お前さぁ、子供みたいなこと言うなよ？」

「だったら、部へ屋やに上げてよ。それがダメなら私は旧市街地を突っ切って家に帰る」

「なんでそんな選せん択たく肢ししかないんだよ」

「あんたが噓うそをつくからだ」

　佳澄は重い一言を青木に浴びせると、鼻をすすりながら歩き出した。

　青木は、「おい、待てよ！」と叫んだが、佳澄は振り返ることなく歩を進めた。
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　佳澄と青木は長い間、マンションの下で話し込んでいた。

　玲れい子こは電柱の陰から、二人ふたりの様よう子すをじっと見守っていたのだが、そのうち佳澄が思いがけない行動に出た。青木に背を向けたから、てっきり帰るのだろう、と最初はそう思ったのだが、佳澄はなんと旧市街地に向けて進路を取った。「おい、待てよ！」と叫びながら青木がそのあとを追うのを見て、これはただ事ではない、と瞬しゆん時じに察した玲子は青木の背中を追いかけた。

　それから数分後、旧市街地に足を踏み入れたところで、玲子はあることを思い出した。

『普ふ段だんはいいけど、旧市街地みたいな場所を訪れるときは必ず片かた倉くら君の側そばにいて。それが無理なときは私に連絡を入れること。いい？』

　奈な津つ美みとの約束だった。

「電話……しなきゃ」

　玲子はケータイを取り出し、着信履り歴れきからハルの番号を探した。

　……どうしよう。なんて説明すればわかってもらえるかな。青木君の名前を出したら、不ふ機き嫌げんになるんじゃないかな。それに私自身、片かた倉くら君と喧けん嘩かしてるわけだし……。

　玲れい子こはボタンの上に指を乗せたまま、その場に立ち尽くした。電話をかけるのが恐こわかった。きっと謝あやまれば逆にハルの怒りを買う。それが目に見えてわかっていた。奈な津つ美みは「逆ギレしてみれば」などとアドバイスをくれたが、玲子は自分を偽いつわるのが得意ではない。そんなことをすればすぐにボロが出るに決まっている。慣なれないことはしないほうがいい。

「とりあえず……奈津美にかけよう」

　ケータイを操そう作さし、奈津美の番号を呼び出す。今度は躊ちゆう躇ちよなくボタンを押せた。

　コール音が三回鳴ったあと、電話が繫つながった。と、思ったら、

「あれ……おかしいな。奈津美、電源切ってるのかな……」

　留守電にさえ繫がらないということは、電源を切っているか、電波の届かないところにいるかのどちらかしかないのだが、奈津美が電源を切っているとは考えにくい。だとすると、奈津美が圏けん外がいに該がい当とうする地域にいる、ということになるが──

「え？　圏外？」

　玲子はケータイの画面を見て驚きよう愕がくした。

　画面、左上に赤字で圏外と表示してあったからだ。

「旧市街地って圏外……なの？」

　以前、来たときは圏外ではなかった──ような気がする。

　しかし、現に玲子のケータイには圏外と出ている。

　どうしようどうしようどうしよう、とどうしようを心の中で三回繰くり返す。

「そうだ……一いつ旦たん、引き返して……」

　圏外なら、圏外じゃない場所まで戻ればいい。……うん、名案だ。

　玲子はケータイをコートのポケットに戻すと、来た道を引き返そうと後ろを振り返った。

「──え？」

　振り返ると、すぐ目の前に見知らぬ男が立っていた。

　黒いスーツを着た、見るからに怪しい男が。
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　旧市街地は古くから『餌えさ場ば』として機き能のうしている。厳げん密みつには日に本ほんですらない、この旧市街地では、いかに警けい察さつと言えど好き勝手に犯罪を取とり締しまることができない。吸きゆう血けつ鬼きが管理し、維持している特別な区域なのだ。『彼ら』は人間の血の匂におい（対象者が血を流していない場合でも血の匂いは感じる）に敏感だから、この区域に人間が迷い込もうものなら、その正せい確かくな位置を瞬しゆん時じに把握することができる。そして、彼らは一度会った人間の血の匂いは決して忘れないから、迷い込んだ人間が見知った者だとしたら、多少離はなれていても、その特定は容易である。




　分かれ道に差しかかる度たびに人の気配けはい──おそらく人ではないだろう──を感じた。前を行く佳か澄すみは、さっきから気配のしないほうの道を選せん択たくしている。数歩後ろから佳澄のあとを追う青あお木きは、誰だれかに誘ゆう導どうされているのではないか、という予感を抱いていたものの、佳澄にそのことを説明できずにいた。

　どれくらい旧市街地を彷徨さまよっていただろうか。先に路ろ地じの角を曲がり、姿が見えなくなっていた佳澄が、「なんだよ、離はなせよ！」と叫ぶ声が聞こえた。慌てて駆けつけた青木の目に飛び込んできたのは佳澄以外の二つの人ひと影かげだった。一人ひとりは悪態をつく佳澄の腕をつかみ、不敵な笑えみを浮かべている、ブロンドの男。もう一人はサングラスをかけた黒髪短髪の男で、こちらは古びた煉れん瓦が造りのアパートの壁かべに寄りかかりタバコを吸っていた。

　よく知っているわけではないが、面めん識しきのない相手ではなかった。

「奇き遇ぐうだね」

　先に口を開いたのはブロンドの男だった。

「……なんのつもりですか？」

「キミが女連れで旧市街地をうろついていると聞いたものでね。挨あい拶さつに来たんだよ」

「挨拶？」佳澄が首を傾かしげた。

「今年ことしに入って、赤あか名なさんが旧市街地の『管理者』に就任したんでね、『ここ』に関することなら誰だれよりも早く情報を得ることができるんだよ」

　そこまで一気に話すとブロンドの男──フィル・レアードはわざとらしく微ほほ笑えみながら、紫し煙えんをくゆらせる赤名の横顔を見た。

「青木、知り合い？　だったら、この男をどうにかしてくれよ。セクハラ罪だぞ」

「セクハラ罪……」

　赤名──赤名麗れい二じ──が初めて言葉を発した。

「この子、なかなか元気があっていいね。気に入ったよ」

「フィルさん、そいつをどうするつもりですか？」

　フィルに向かって一歩前に進むと、赤名が短くなったタバコを地面に落とし、革靴の踵かかとで火を消しながら青木を見た。どうやら無む為いに傍ぼう観かんしているわけではなさそうだ。

「どうするって──この子、献上品なんだろう？」

「そ、それは……」

「キミが『ここ』の実態を知らないはずがない。人間の女を連れている、ということは目的なんて一つしかないはずだよ。まさか、散歩をしていました、とは言わないよね？」

「……くっ」

　フィルに機き先せんを制され、青木は否定の機会を失ってしまった。

　佳澄と旧市街地を訪れたのは偶ぐん然ぜんの結果だから、彼らのこのシナリオもほとんど即そつ興きようのものだろうが、ここは警けい察さつさえ気軽に踏み込むことのできない場所なのだ。彼らの都合のいい展開に持っていけるのは当たり前だ。

「不用意だったな」赤あか名なが新しいタバコに火を点つける。

　彼らが佳か澄すみのことを献上品だと信じていないのは明白だ。これは罠わな。青あお木きを陥おとしいれるための巧妙な罠なのだ。先週、『SANCTITY』で行われたパーティーでの一件が関係しているのだ。

　あのとき青木は、玲れい子こを招待したのがアニスだという事実を突きつけることで赤名たちの手から玲子を救い出した。咄とつ嗟さのあの判断が、彼らの怒りを買ったのだろう。青木は以前から赤名とフィルの顔と名前は知っていたが、『主人』と直接繫つながりがなかったので、素す性じようをよく知らなかった。少しは探っておいたほうがいいかもしれない、と思った青木は、玲子を窮きゆう地ちから救ったあと、知人の何人かから情報をかき集めていた。そして、そのうちの一人ひとりから、「彼らは穏おん健けん派はに属しているとはいえ、やることがえげつないから気をつけたほうがいい」と注意を受けていた。

「赤名さん」

　そのとき、黒いスーツを着た人相の悪い男が暗がりの中から姿を現した。男は一人ではなかった。髪の長い女性の腕を引いていた。よく見るとその女性は白しら坂さか学院の生徒のようだった。

「へぇ、キミはこの間のパーティーで会った……名前は聞かなかったね」

　フィルが真っ先に反応した。パーティーと聞いて、まさか、と青木は思ったが、女性の顔を視界に入れ、全身が冷たくなっていくのを感じた。きっと今、自分は真まっ青さおになっている。

「……森もり坂さかさん」

　連れられてきたのは間違いなく玲子だった。

　彼女は黒いスーツの男に背中を押され、赤名の目の前で立ち止まった。

「れ、玲子？　なんでこんなところに？　帰ったんじゃなかったの？」

　遅れて玲子の存在に気づいた佳澄が束そく縛ばくされた身体からだを揺さぶりながら叫ぶ。

「ご、ごめん……佳澄、青木君……」

　玲子を連れてきた人相の悪いスーツの男は赤名に「下がれ」と言われどこかへ姿を消した。

「予想外の展開だが、これはこれで面おも白しろい」

　先ほどのスーツ姿の男は赤名たちの部下だろう。近くに待たい機きしていたのだ。

　だとすると、たとえ佳澄たちを置いて自分一人だけ逃げ出したとしても、その待機している仲間たちに捕まる可能性が高い。きっと包囲されているのだ。

「なあ、見逃してやろうか？」フィルの口振りが急に威圧的になった。「こちらの条件を吞のめば考えてやってもいい」

「条件ですか？」

　そうだ、とフィルは頷うなずくと、

「こちらが自由にできる人間の女を二十人、用意しろ」

　最初、何かの聞き間違いかと思ったが、「私たち二人ふたりに二十人でつり合うわけ？」という緊きん張ちよう感かんのない佳か澄すみの言葉で、それが勘かん違ちがいではないとわかった。

「顔色が悪いな。条件──吞のめない？」

「そ、それは……」

　こんな無む茶ちやな条件、検討するまでもなく、吞めない。というか無理だ。

　ここは笑うところなのか？　と思ったが、

「無理みたいだな」

「…………」

「この程度の要求も吞めないのか」

　どこが『この程度』なのだ。ふざけるな、と言ってやりたい。

　しかし、青あお木きには反はん論ろんの言葉がない。

「おい、とりあえず土ど下げ座ざしろよ。日に本ほん人じんは得意なんだろ？」

「それはいい」と赤あか名なが笑う。

「そうだな──こちらがいいと言うまで続けてもらおうか。最後までやり遂げたら、そのときは彼女たちを解放してやってもいいよ。気が向いたらだけど」

　フィルがまたも理り不ふ尽じん極きわまりない条件を突きつけてきた。『こちらがいいと言うまで』とは一体いつまでを指すのか。彼らが満足するまで土下座を継続しろ、ということではないか。なんにしても、あちらにとって都合のいい条件だ。フェアではない。

「やるなら、早くやれよ。冬の夜は、人間には辛つらいだろう？」

　人間には辛い。

　そう、人間である青木では彼らと対等に渡り合うことはできない。彼らの横おう暴ぼうを食い止めることは不可能なのだ。土下座するしかないのだ。そして、彼らの気が変わるのを祈るしかない。自分に残された最善の道はそれだけだ。それだけなのだ──




「──何やってるんだよ青木！」




　今まさに土下座をしようと雪で湿った地面に片かた膝ひざをついたとき、佳澄が声を張り上げた。

「なんでこんな無ぶ礼れいな奴やつらにへこへこしてるんだよ！　あんたは何も悪くないだろ！　こんなジジイども早くぶっ飛ばせよ！」

　佳澄はフィルの手を振り払おうと身体からだを揺さぶっていた。顔が真まっ赤かなのは激げき怒どしているからなのか、それとも風か邪ぜのせいか。

「あんたにはプライドがないのか！　こんなくだらない茶ちや番ばん、とっとと終わらせろ！」

「──少し黙だまってろよ」

　暴あばれる佳澄をフィルが力ずくで押さえつけようとする。

「うるさい！　離はなせ！」

　佳か澄すみは唯一自由な左手をブンブンと振り回し、フィルの頰ほおをバチンと弾はじいた。一いつ瞬しゆん、フィルの顔が強こわ張ばったが、次の瞬間にはその表情が怒りに変わっていた。

「調ちよう子しに乗るな！」

　フィルは左腕一本で佳澄を束そく縛ばくすると、もう一方の手を佳澄の首に伸ばした。佳澄が宙に浮く。フィルが首根っこをつかみ、空中に持ち上げているのだ。首が絞まる。佳澄が、「ううう」とうめき声を漏らす。

「止やめろ──っ！」

　青あお木きは立ち上がり、フィルに向かって駆け出した。

　しかし、素早すばやく反応した赤あか名なに行く手を阻はばまれた。赤名は日に本ほん人じん離ばなれした体格をしている。身長は青木よりも遥はるかに高いし、手足が太く筋肉質だ。何より威圧感がある。

　だが青木は怯ひるまなかった。怒りに支配され、我われを忘れ、現実的な力関係などどうでもよくなっていた。どうにかして佳澄を救わなければ。そんな気持ちで一杯だった。

「よく……そんな卑ひ劣れつな真ま似ねができるな。あんたたち、恥ずかしくないのか？」

「ほう、言うな」眼前の赤名がつぶやく。

「あんたたちは品性の欠落した最低な人種だよ。下品だってことだ。そんなんだから、他国の同族から見下され続けてるんだよ！」

「随ずい分ぶんとはっきり言ってくれるね」

　フィルが顔をしかめながら、佳澄を解放する。その瞬間、佳澄は地面の上に崩れ落ち、「ゴホゴホっ」と咳せき込んだ。

「佳澄！」玲れい子こが佳澄のもとに駆け寄る。「大丈夫？」

「平気……」なおも佳澄は咳き込んだが、「ねえ……玲子。青木たち、さっきからなんの話をしてるの？　あいつら何者？」

「そ、それは……」

　どうせこうなったら話さないわけにはいかないさ。

　返事に窮きゆうし、おろおろしている玲子を眺めながら、青木は冷静にそんなことを考えていた。

　半ば自や棄けになっているような心境だったが、ここまできたら腹を決めるしかない。

「キミは『自分なら何かを変えることができる』とでも思っているのかな？」

　そんなフィルの問いかけに対し、「あんたたちよりはマシな仕事をするさ」と青木は答えた。

「──口だけならなんとでも言える」

　赤名の態度が豹ひよう変へんしたのは青木が、「足引っ張ってんだよ。あんたたちが」と言った直後のことで、キレるとしたらフィルのほうだろうと思っていた青木は不意を突かれた。

　赤名は一瞬で青木の目の前に移動すると、片手で思い切り青木を突き飛ばした。尻しり餅もちをついた青木は急いで立ち上がろうとしたが、赤名に右足の太ふと股ももを革靴の踵かかとで踏みつけられた。激げき痛つうに顔を歪ゆがめたものの悲鳴は上げなかった。声さえ出なかったというのが正直なところだった。

「温室育ちの小僧がいきがるな」

　襟えり元もとをつかまれ無理やり立たせられたあと、顔を思い切り殴られた。また地面に尻しり餅もちをつく格好になる。今度は自力で起き上がるのが困こん難なんだった。

「──や、止やめろよ！　なんなんだよ、お前ら！」

　佳か澄すみが叫ぶも赤あか名なは聞く耳を持たない。

「暴ぼう力りよくに対抗できるのは暴力だけだ。綺き麗れい事ごとは所しよ詮せん綺麗事でしかない」

　地面に横たわる青あお木きに跨またがった赤名は躊ちゆう躇ちよせずに拳こぶしを青木の顔がん面めんに突き出した。

「理解したか？」

　赤名がそう訊きくと、青木はぺっと赤名の顔に血の混じったツバを吐きかけ、

「あんたは、暴力だけで全すべての物事を解決できると思っているのかよ？」

　冷静に問いかけた。

　赤名は表情を変えなかったが、青木の問いにも答えなかった。

「──赤名さん」

　沈ちん黙もくを打ち破るようにフィルが事務的な言い様で赤名の名を呼んだ。

　甘い芳ほう香こうが鼻び腔こうを刺し激げきしたのはその直後のことだ。

「この匂においは……」

　赤名がフィルのほうを振り返る。と、思ったら彼は周囲を用心深く見回し始めた。

「──霧きり？」

　誰だれかが疑問の声を漏らした。青木も遅れて異変に気づく。

　いつの間にか辺あたりがピンク色の霧に包まれていた。霧というよりは煙に近い感じで、だが甘い香りがするのはどういうわけだろうか、と青木は思った。




「──三人を解放しなさい」




　マリアの声がした。

　ただその声はどの方角から発せられたものなのか青木にはわからなかった。

「それ以上、私の友人たちを傷つけるつもりなら、私はそれを全力で阻そ止しします」

　赤名の背後、十字路の中心付近の霧が突然晴れ、人の姿が浮かび上がってきた。

　マリアだ。

　彼女の周辺の霧だけが奇妙な動きをしている。よく見るとピンク色の奇怪な霧はマリアの指先から発せられているようだった。これがマリアの『血けつ幻げん』か、と青木は思った。

「面おも白しろい。やれるものならやってみなよ」

　フィルがマリアの挑発に乗る。彼は玲れい子こを佳澄から引ひき離はなし、再び佳澄をその手中に収めていた。好戦的な態度を崩す気配けはいを見せないフィル。佳か澄すみを解放する気はなさそうだった。

　一方、玲れい子こは誰だれにも捕らえられていないが、周辺に仲間が待たい機きしていることを考えると自由の身とは言いい難がたい。

「退ひくつもりはないようですね」

　マリアが霧きりを操あやつりながらフィルに接近していく。

「当たり前だよ。たった一人ひとりで何ができる？」

「危ないですよ」

「危ない？」

「上です」

　マリアがフィルの頭上を指差す。すると、マリアの周囲を漂っていた霧が、風が吹いたわけでもないのにものすごい勢いで流れ出し、マリアが上を向くと、霧はまるで彼女の意思に従うかのように上昇していき、あっという間に霧む散さんしてしまった。

「──なっ！」

　霧が晴れた直後のことだった。

　マリアにつられて頭上を見上げていたフィルが驚おどろきの声を上げ、ほとんど反射的な動作で佳澄を前に突き飛ばし、自分は後方に逃れた。

　──トン。

　次の瞬しゆん間かん、空からナイフを逆さか手てに握ったハルが降ってきた。

　彼は着地するなりフィルを睨にらみつけ、「動きが鈍にぶいな」とつぶやいた。

「片かた倉くら君！」と玲子が叫び、ハルの側そばに駆け寄る。ハルは玲子の存在に気づくと、彼女を背後に隠し、再びフィルを睨にらみつけた。

「犬め……野や蛮ばんな奴やつだ」

「お前らのほうがよほど野蛮だ」

　二人ふたりが言い合っているうちにマリアが佳澄を救出した。密着していると血が欲しくなるのだろう、マリアはすぐに青あお木きの側に寄ってきた。

「まだ遊んでいくんだろう？」とハルがフィルを挑発する。

「……調ちよう子しに乗るなよ、貴き様さま」フィルの口調が明らかに変わった。「まさか、二対二ならどうにかなるとでも思っているのか？　対等だとでも？」

「二対二？　数を間違えているぞ」

「なんだと？」フィルが眉まゆ根ねをひそめハルを訝いぶかしげに見つめる。「どういう意味だ？」

「フィル、上だ。その男が飛び降りてきた建物のてっぺんをよく見ろ」

　赤あか名なが硬い表情で視し線せんを傾ける。促うながされたフィルも側の建物を見上げた。

　あれはもしかして、と青木も遅まきながら気づく。

　古びた煉れん瓦が造りの建物、その屋上に複数の人ひと影かげが横に並んでいた。

　辺あたりが薄うす暗ぐらいので、それが誰だれなのか、肉眼では確かく認にんできないが、人間以上の視力を持つ赤あか名なたちには姿がはっきりと見えているのかもしれない。

「三、四……五人か」人数を把握するとフィルは舌打ちをした。

「……用意周到なことだ」赤名は感心しているふうでもあった。「フィル、ここは退ひくぞ。さすがにこちらのほうが分ぶが悪い。他ほかに仲間がいるとも限らないからな」

「待ってくださいよ。赤名さんだって、部下を近くに待たい機きさせているはずでしょう？」

「フィル、目的を履はき違えるな。俺おれたちは小こ競ぜり合いをしに来たわけではない」
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「このまま引き下がるんですか？」

「戦うための口実がないからな」赤名は右手をポケットに入れ、青あお木きたちに背を向けた。「それにあっちだって本気じゃないさ。ここでやり合ったところで、お互い、得るものがないからな」

　そこまで話すと赤名は青木を一いち瞥べつし、「お仲間に助けられたな」と言い残し、路ろ地じの奥に姿を消した。あっという間だった。

「おい、まさかお前も逃げるのか？」

　赤名が去ったあと、ハルがフィルをけしかけた。

　おいおい、余計なこと言うなよ、と青木は内心で思ったが、

「……挑発には乗らないよ。所しよ詮せん、犬の戯ざれ言ごとだ」

「意外に冷静だな。もっとバカだと思っていたが」

「ふん……」

　赤あか名なに諭さとされ、状況を把握したのだろう、フィルは、「覚えておくよ、その言葉だけは」と低い声で言葉を吐き捨て、足早に去っていった。

　二人ふたりの気配けはいが完全に消えるとマリアが青あお木きの側そばに寄ってきた。

「直なお人ひと、怪け我がはありませんか？」

「あるよ」と青木は思わず笑ってしまう。「佳か澄すみは眠っているのか？」

「眠らせました」

「眠らせた？　どうやって？」

《人を眠らせる方法なんていくらでもあります。害はないので安心してください》

　日に本ほん語ごで解説するのが面めん倒どうなのだろう、マリアはフランス語に切り替えた。

　視界の端にハルと玲れい子この姿があった。だが、気まずくて顔を合わせられない。

《お前が、リアさんに応援を頼んだのか？》

《違いますよ。応援なんて頼んでいません》

《え？　じゃあ、さっきの人ひと影かげは……》

《あれはただの幻まぼろしです。ほら、建物の上を見てください》

《幻？》

　青木は疑問に思いながら建物のてっぺんを見上げた。たしかに誰だれもいない。いないが、別の場所に移動しただけなのではないだろうか、と思った。

《信じられないのも無理はありません。幻といっても本物にしか見えませんから》

《……もしかして、さっきの霧きりが原因か？》

《その通りです。あれは私の『血けつ幻げん』です。霧自体は単なる煙えん幕まくのようなものですが──ある一定以上、あの霧に含まれる血の匂においを嗅かぐと……》

《嗅ぐと？》

　青木がそう返すと、マリアは人差し指を立てて、何もない空間を素早すばやくなぞった。

　その瞬しゆん間かん──

　古びた建物に囲まれた空間が一転し、深しん緑りよくに彩いろどられた森の風景に変化した。

　鳥の鳴き声が聞こえる。マリアの背後には現実としか思えない、美しい湖が広がっていて、その湖こ畔はんを鴨かもが数羽、優ゆう雅がに泳いでいる。

「これはすごいな」

　ハルが身を屈かがめ、湖畔の水面を指でなぞっている。玲子も驚おどろきの声を上げていた。

　青木も側の巨木に触れてみた。違和感のない手触り。凹おう凸とつがあってゴツゴツしていた。

《これ、本当に幻なのか？》

《幻ですよ。私の血の匂いを嗅いだ以上、私が生み出した幻を幻と認にん識しきすることは事実上、不可能です。現実と虚きよ構こうを区別できるのは私だけですから》

《なるほど。それは恐こわいな》

　マリアの『血けつ幻げん』を見るのはこれが初めてだった。青あお木きは数年前に『主人』の『血幻』を目まの当あたりにしたことがあるのだが、生なまで見るのはそのとき以来となる。

『血幻』は、霧きり状じように変化させた血を、人の五感を介して効果を与えるやり方が一般的で、マリアのように嗅きゆう覚かくを通して効果を発揮する、というタイプの『血幻』はそれほど珍しいわけではない。ハルの『血幻』などは皮ひ膚ふに付着させることで効力を発するらしい。

　マリアの場合、まず霧を煙えん幕まくとして利用し、その間に幻まぼろしを配置。その後、霧を晴らし、配置した幻をあたかも現実のものであるかのように見せる。それが通常のやり方らしい。

《彼らに気づかれぬよう、時間をかけて準備しました。なんとかバレずにすみましたね》

《……すまない》

《お礼ならハルさんに言ってください》

《……え？》

《ハルさんのサポートがなければ、直なお人ひとたちを助けることはできませんでした。直人たちの居場所をつかんだのはハルさんです。もっともそれは……》

「──俺おれがなんだって？」

　黒いコートを靡なびかせながらハルが二人ふたりのもとにやってきた。玲れい子こもハルの後ろからついてきたが、彼女はハルから少し離はなれていた。そういえば、この二人も喧けん嘩かしていたんだったな、と青木は思い出す。

「お前、いつからそんなに無口になったんだ？」

　青木が黙だまっているとハルがいつもの調ちよう子しで話しかけてきた。

　……こいつってどんな相手に対しても自然体なんだよな。

　あー、アホらしい、と思いながら青木は「うるせーよ」と返しておいた。




　赤あか名なたちが去ったとはいえ、こういう場所に長居するのはよくない、というハルの提案により、五人（佳か澄すみは青木の背中で眠っている）は旧市街地をあとにした。

《ところで、直人》

　マンションの近く、見み慣なれた通りに差しかかったころ、マリアが青木の名を呼んだ。それまで誰だれ一人ひとりとして口を開かなかったので、青木はなんとなくホッとした。

《ん、なんだ？》

《先ほどのことですが、途中から彼らとの対話を聞いていました》

《……それで？》

《直人は自分が人間であることにコンプレックスがありますね？》

《コンプレックスか……》青木は道路に目を向けた。《たしかにそれもある……けどさ、人から脱することは悲ひ願がんでもあるんだよ》

《それはあなたの家系に関かかわることですね》

《俺おれは一人ひとり息子むすこだからな。家族に期待されてるんだよ。うちの父親はもうあの歳としだからな。四十代に入ると途端とたんに声がかからなくなる》

　話が長くなると思ったのだろう、ハルと玲れい子こも足を止めた。フランス語で話しているから、玲子には意味がわからないかもしれないが、たしかハルはフランス語もいけるはずだ。

《つまり、義務感ですか？》

《それもある。だがそれ以上に──力が欲しい》

《『暴ぼう力りよくだけで全すべての物事を解決できると思っているのか』と、そんなことをさっき言ってませんでしたか？》

《矛む盾じゆんしていることくらいわかっているよ。だけど、世の中は矛盾だらけだ。俺おれたちはそんな世界で生きている。たぶん、生まれた瞬しゆん間かんから矛盾しているんだよ》

《直なお人ひとは、矛盾を正したいのですね？》

《抽象的かもしれないけど、まあそんなところだよ。具体的に例を挙げたらキリがない》

《まだありますよね？　理由》

《……なんのことだよ》

《直人、この場所を覚えていませんか？》

　マリアがそう言った瞬間、周囲の風景が一変した。どうやら、マリアの『血けつ幻げん』の効果はまだ持続しているらしい。玲子たちも空間の劇げき的てきな変化に驚おどろいている。

　今度は屋外ではなく室内だった。

　オレンジ色の光に包まれたおごそかな空間。

　見覚えがあるな、と思ったらそこは青あお木きがよく知っている場所だった。

　赤あか峰みね市しの一等地にそびえ立つ高級ホテル、その一階にあるカフェだ。

《二年ほど前のことです。あなたは佳か澄すみのお父とう様さまにこのホテルに呼び出されましたね？》




　──あの子を巻き込まないでくれ。




　青木はマリアの一言で昔のことを思い出した。

　青木は、佳澄とは幼いころから仲が良かったが、親同士は交友がほとんどなかった。佳澄の父親は若いころにベンチャー企業を立ち上げ、ネットバブルの崩ほう壊かいに飲まれずのし上がった成なり金きんで、青木家のように何代も続く名家ではなく──だから、上場企業に育つまで、裏社会を牛ぎゆう耳じる者たちの存在を佳澄の父親は知ることができなかった。

　中学二年生のころ──

　ある日、佳澄の父親に市内のホテルに呼び出された。指定されたホテルの一階、ロビーの左手にあるカフェで佳か澄すみの父親は待っていた。

「娘には……佳澄には普通の人生を歩んで欲しいんだ」

　その一言で話の先がだいたい読めた。

　青あお木きは、それを決めるのはお前じゃないだろ、と思ったが、何も言い返さなかった。

「だから、あの子を巻き込まないでくれ」

　トラブルに巻き込まれているのはこっちなんですけどね、とは言い返さなかった。

「どうか頼む……」

　典型的な反応だな、と青木は思った。

　世の中には触れてはいけないタブーがある。そして、それらタブーに触れた瞬しゆん間かん、真実を知った瞬間、今まで自分が信じていた世界の構造が音を立てて崩れる。きっと吸きゆう血けつ鬼き社会は、堅かた気ぎの人間には危険極きわまりない世界に見えるのだろう。

　青木は唇を強く嚙かみしめ、「ご心配なく」と余裕のあるフリをした。佳澄の父親に罪の意い識しきを抱かせないよう精一杯、演技した。

《先日、リア様からお聞きしました》

《……あの人は俺おれのことならなんでも知ってるからな》

《直なお人ひとは、今も佳澄に本当のことを話す気がありませんね？》

《当たり前だろ。あいつの父親と約束したからな。絶対に巻き込まないって》

《もう巻き込んでいます》

《もうこれっきりさ。俺が日本を去れば、二度とこいつに迷惑をかけることもない》

《佳澄が『迷惑だ』と、いつ言ったんですか？》

　マリアは執しつ拗ように食い下がってきた。なんなんだ、と青木は思う。マリアは自分と婚約したいと思っているはずだ。それなのにどうして佳澄のことを気にするのだろう？

《切きり離はなしたい、と思っている》

「え？」一瞬、何を言われたのかわからなかった。「なんだって？」と日に本ほん語ごで訊きき返す。

《直人は過去を切り離そうとしている。楽になりたいと思っている》

《……な、何を根拠にそんなことを……》

《逃げるのですか？》

「別に俺は……逃げてなんか──」

　──本当にそう言い切れるのか？　もう一人ひとりの自分が嫌味いやみにささやく。マリアの言う通りではないのか？　そう問い詰めてくる。それに対して青木も心の中で「おかしい」と、自分の中の矛む盾じゆんに気づき始めていた。

　青木は幼いころから『主人』のような特別な存在になることを夢見てきた。自分が特別な存在になれば、両親が同業者からバカにされないですむ。見下されないですむ。家系にも箔はくがつく。いいこと尽くしだ、と空想の中でほくそえんだ。

　立場の悪いハルの味方になれるのではないか、という思いが生まれたのは最近のことだ。ハルは気兼ねなく言葉を交わせる貴重な友人だ。少なくとも青あお木きはそう思っている。小こ桜ざくらや佳か澄すみには言えないことも気軽に話せる。だから心地ここち良かった。

　しかし、今の自分は──

《過去を捨て、人間であったという事実さえ消してしまうつもりなのですか？》

　マリアがものすごい剣けん幕まくで畳みかけてくる。

《今まで培つちかってきたものを全すべて放り投げて、別の何かに乗り換えるつもりですか？　それは都合が良すぎるのではないですか？》

「……俺おれは……」

　圧倒的に正しかった。マリアの指摘は圧倒的に正しかった。

　そうだ。認めざるを得ない。自分はしがらみから逃れたい一心で、マリアとの婚約を受け入れようとしていたのだ。束そく縛ばくされた生活からの脱出。自由になれるものと信じていた。

　いつの間にか、今が不自由だから、そんな理由で人であることを捨てようとしていたのだ。
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　旧市街地の西端。比較的治安のいい通り、その一角にそびえ立つ雑居ビルの地下一階に赤あか名なたちはいた。コーヒーの匂においが漂う、その薄うす暗ぐらいカフェには他ほかにお客が見当たらない。

「赤名さん、一人ひとりで逃げるなんて酷ひどいですよ」

「…………」

「どうしたんですか？　いつになく機き嫌げんが悪いですね？」

　隣となりに座るフィルがコーヒーカップを握りながら微ほほ笑えんだ。

　二人ふたりはカウンター席に並んで座っている。マスターがカウンターの中で透明なコップを磨みがいている。彼は無口に見えるが話しかけると途端とたんにお喋しやべりになる。そのことを知っている赤名はなるべく話しかけないようにしていた。

「俺はああいう生なま意い気きなガキが嫌いなんだ」

「だから殴ったんですか？　無力な人間を？」

「同族嫌けん悪おのようなものだ。お前は日に本ほん人じんじゃないからわからないだろうな」

　赤名はそれだけ言うと口を閉ざした。

　しばらくコーヒーを飲んでいると、赤名たちが座っているカウンターの背後、カフェの出入口の扉が開く音がした。

「いらっしゃい……ませ」

　おしゃべりだが、滅多めつたに感情を表に出ないマスターの表情が、店内に入ってきたお客を目にした途端、明らかに強こわ張ばった。マスターの顔色の変化を奇妙に感じた赤名は身体からだを捻ひねり、背後に目を向けた。

「隣となり、いいかしら？」

　そう言って赤あか名なの返事も待たずに腰かけた黒い出いで立たちの少女は明らかに十代の顔立ちだった。しかし、外見に騙だまされてはいけない。彼女は──『古こ生せい種しゆ』だ。

「これはこれはアニス様」とフィルが席を立ち恭うやうやしく頭を下げる。

　赤名は挨あい拶さつの言葉は交わしたものの、席までは立たなかった。相手のほうが格上なのはたしかだが、何も媚こびることはない。アニスとは仕事の分野がまるで違う。自分が儲もうかったからといって、彼女が損をするわけではないのだ。必要以上に気を遣つかう必要はない。

　一方、フィルは赤名と親したしいことは親しいが、それは個人的な関係であって、彼自身の地位はそれほど高いものではない。『古生種』を目の前にすれば腰が低くなって当然だ。

「あなたたち、随ずい分ぶんと強引な手を使うのね」

「どういう意味でしょうか？」

「一部始終見ていたわ」かすかに微ほほ笑えみを浮かべ左右の足を重ねる。

「見られていましたか」

「やり方が雑すぎるわね。四十点」

「スマートなやり方を思いつかなかったものですから」

　赤名は平然と答えた。一部始終見ていた、とは悪あく趣しゆ味みですね、と返したい気持ちを抑えて。

　フィルは口を挟んでこなかった。赤名に一任する、ということなのだろう。

　彼の立場を考えればそれは正しい判断だ。アニスは赤名たちを批判するためにここにやってきたはずで、だとすれば、ここは赤名が対応すべき場面だ。

「理屈が通っているだけではダメよ」

「と言いますと？」

「相手を脅おどしてお金を手に入れるのと、相手が自ら進んでお金を差し出してくるのとでは、結果は同じでも意味合いが違うでしょう？」

「違いますね」

「後者のほうがスマート」

「何がおっしゃりたいのでしょうか？」

「わからない？」

「残念ながら」

　どうも話の流れが妙だ。非ひ難なんしているのではなかったのか？

「アドバイスです」

「アドバイス？」

「やるならもう少し巧妙にやらないとダメよ」

　赤名が首を傾かしげ思し案あんしているとアニスが席を立った。

「そうそう。今度、また品のない行為に走ったら──そのときは身の安全は保証できませんから、そのつもりでいなさい。私に隙すきを見せてはいけないわ」

　アニスは「ごきげんよう」と酷こく薄はくな笑えみを残し去っていった。

　コーヒーの一杯も飲まずに。

　赤あか名なは思った。アドバイスじゃなくて、警けい告こくの間違いじゃないのか？　と。
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　午後七時を回ったころ、ようやく青あお木きたちが住んでいるマンションの前に到着した。

「これからどうしますか？」

　玲れい子こは青木の背中で未いまだに寝息を立てている佳か澄すみの寝顔を眺めながらみんなに訊きいた。

「ひとまず、部へ屋やに上がろう。こいつ寝てるし……まあ、今すぐ家に連れて帰ってもいいんだけどさ、この状態だと両親に説明するのが面めん倒どうだ」

　こいつが起きたら適当に誤ご魔ま化かして家に帰そう、と青木は付け加えた。

　適当に誤魔化すって、佳澄を相手にどうやって？　そんな不安が浮かんだが、他ほかに方法もなさそうだったので、「じゃあ、そうしましょう」と玲子は頷うなずいた。




　佳澄が目を覚ましたのはそれから三十分後のことで、そのとき側そばには玲子しかいなかった。

「あれ？　玲子？」

　すぐに玲子の存在に気づいた佳澄は、「ここどこ？」「私なんで寝てたの？」と矢継ぎ早に質問してきた。玲子は戸と惑まどいながらも正直に、

「青木君のお家うちだよ」

「青木の？」

「うん。あたしさ、マンションの近くで佳澄と別れたじゃない。あのあと、なんだか気になって、しばらく様よう子すを見てたの。そしたら佳澄と青木君が旧市街地のほうに歩いて行っちゃったから、あたしもあとを追いかけて……でも、途中で見失っちゃって。で、その何分か後に佳澄が倒れたって、青木君から連絡が入ったの」

「倒れた？　私が倒れたって？」

「う、うん……」

「なんか信じられないなぁ……それ本当の話だよね？」

　これ以上、佳澄に強く問いただされたら真実を話してしまいそうだったので、あたしは青木君から聞いただけだから、と佳澄の追及を避さけた。

「起きたのか」

　話し声でわかったのか、隣となりのリビングにいた青木たちが部屋に入ってきた。

　今、佳か澄すみが横になっているのはマリアのベッドらしかった。物が少なく殺風景なのは寝室としてのみ使っているからのようで、しかし、開きっぱなしになっていたクローゼットを佳澄が寝ている間に好奇心から覗のぞいてみたところ、アニスの衣い裳しよう部べ屋やほどではないが、膨ぼう大だいな数の洋服がハンガーにかけてあった。意外だったのはひらひらした洋服が目立ったことだ。スカートやワンピースが多く、フリルが何枚も重ねられたスカートがあったり、花はな柄がらのプリントワンピースが何着も並べてあったり、クローゼットの中を眺めるだけでマリアの洋服の趣しゆ味みをうかがい知ることができた。

「風か邪ぜひいてるのに無む茶ちやするからだ。まったく……」

　青あお木きがベッド脇わきに寄る。

「私、具体的にどこで倒れたの？」

「旧市街地に差しかかった辺あたりだ。あのときはマジでびびったぜ」

「そっか……ごめん。玲れい子こたちにも迷惑かけたみたいで……本当にごめん」

　佳澄があっさり謝しや罪ざいの言葉を口にしたものだから、玲子は驚おどろいた。青木やマリアの顔にも戸と惑まどいの色が浮かんでいる。ハルだけが無表情で佇たたずんでいた。

『私が倒れたって？　はん、ありえないね。隠すとためにならないぞ。真実を話せ。話すまで家に帰らないからな！』というのが青木の予想だったのだが、佳澄は意外にも殊しゆ勝しような振ふる舞まいを見せた。

「直なお人ひと。佳澄を自宅まで送り届けてください」

　神妙な空気が流れ始めていたとき、マリアが沈ちん黙もくを破った。

「あ、いいよ。一人ひとりで帰れるし」

　鼻にかかった声で遠えん慮りよしながら佳澄がベッドから降りる。フローリングの上に降り立った瞬しゆん間かん、佳澄はふらっとよろけた。一番近くにいた青木が、「何が一人で帰れるだよ。ふらふらじゃねーか」と佳澄の身体からだを支えながらドアの前まで一いつ緒しよに歩く。

「ちゃんと送り届けてくださいね」とマリアが念を押すように言うと、「ああ、大丈夫だって」と青木は明るい声で答え、「なんだよー。病人扱いするなよー」と喚わめく佳澄を連れて部屋の外に出ていった。
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　ふらふらでよろよろの危なっかしい佳澄を自宅まで送り届けるため、青木は最も寄よりの駅近くで黒塗りのタクシーをつかまえた。二人ふたりで後部座席に乗り込むと、「あんたまで乗る必要ないじゃん」と佳澄に指摘を受けたが、「俺おれもちょっと実家に用があるんだよ」と噓うそをついた。

　大通りに出ると、歩いたほうが早いのではないだろうか、と思えるほどタクシーのスピードはゆっくりになった。だいぶ混雑しているようで、当分渋じゆう滞たいから抜け出せそうにない。青木は窓の外を眺めながら、鼻をぐすぐす言わせている佳か澄すみに「あのさ」と声をかけた。

「ん……何？」

「お前、倒れる前に、俺おれが旧市街地の秘密を知ってるんじゃないかって、勘かんぐったよな？」

「そっか。あれ、私が気を失う前か」

「旧市街地を抜けて帰るって言い出したのはそのあとだからな」

　佳澄はマリアの血を飲み、一時間ほど気を失っていた。マリアの血には記き憶おくをあやふやにする効果もあったらしく、佳澄は気を失う前後の記憶に自信が持てないようだった。

「もういいよ。そのことは」風か邪ぜのせいか、それとも諦あきらめたのか、佳澄は潔いさぎよかった。「答えるつもりなんてないんだろう？　どうせあんたは……」

「知ってる」

「え？」

「だから知ってるって。旧市街地の秘密」

「……冗じよう談だんじゃなくて？」

「冗談じゃない。──でもな、お前には教えてやらない」

「な、なんで？」

「もしもお前が俺にとってどうでもいい奴やつだったとしたら──」

「は？」

「もしそうだとしたら、俺はお前に真実を話すかもな。でも、そうじゃないから話さない」

「……そ、それってどういう……」

「知らないほうがいいこともあるってことだよ」

「誤ご魔ま化かすな！」と叫びながら青あお木きの肩を揺さぶる。佳澄の手は熱ねつを帯びていた。

「なあ、お前さ」

　言いながらわざとらしく顔を寄せてみると、佳澄の目が泳ぎ始めた。

「な、何……？」

「お前、実は俺のこと好きだろ？」

「……は、はあ？」佳澄が目を見開いた。「ん……なわけないだろ！　バカか！　自惚うぬぼれんな！」

「おいおい、冗談だって。そんなにムキになるなよ」

「冗談でも、そういうことは口にするな！　気持ち悪いから！」

「ああ、そうだな。鳥肌が立つし、虫むし唾ずが走る」

「だいたい、あんたマリアちゃんと結婚するんじゃないの？　私が『好きだ』って答えたらどうするつもりだったんだ？　さっそく浮気か？」

「お前さ、あんな噂うわさ、本気にしてんのか？」

「え？　だって実際……」

「たしかにそういう話がないわけじゃない。だけど、まだ決まったわけじゃないんだよ。勝手に俺おれの将来を決めつけんな。うぜーから」

「うぜーとか言うなー」

　青あお木きはぼんやりと思った。最初からこうすればよかったのだ、と。

　──あの子を巻き込まないでくれ。

　佳か澄すみの父親にそう言われたとき、青木はほとんど反射的に、「佳澄と距きよ離りを置くべきだ」と思った。佳澄から遠ざかることが最善の方法だと。まるでそれしか方法がないかのように。そう無む意い識しきのうちに決めつけていた。

　だがそれは間違っていたのだ。適切な方法ではなかったのだ。

　いろんなことに首を突っ込みたがる佳澄。恐れを知らない佳澄。バカバカしい遊びを好む佳澄。そんな佳澄と露ろ骨こつに距離を置けば、怪しまれるのはわかっていたはずなのに、それなのに青木はそういう方法を取ってしまった。青木は佳澄の感情を無視していたのだ。

　今ならわかる。

　逆だったのだ。

　距離を置くのではなく、ギリギリまで歩み寄るべきだったのだ。遠ざけるのではなく、逃げるのではなく、ただ佳澄が納得できるよう努力すればよかっただけなのだ。

「おーい、青木」

　物思いにふけっていると、ふいに佳澄に肩を叩たたかれた。

「ん、どうした？」

「着いた」佳澄が片手でドアを開けながら言う。冷たい風が車内に入ってきた。「渋じゆう滞たいを抜けたらあっという間だ」

「そうだな」

　青木は運転席と助手席の間から料金メーターを覗のぞいた。

　千五百円、と表示してあった。

　まあまあかかったな、と思いながら青木はＰコートの内ポケットに手を入れた。

「……げっ」

「んー、どーしたー？」

　先に下車していた佳澄が車内を覗き込む。

　青木は、「最悪だ、最悪だ」と心の中で念ねん仏ぶつのように繰くり返した。

「ま、まさか……」

「……そのまさかだ」

「えっと、財さい布ふ？」

「財布だ」と答えて青木は笑う。「家に忘れてきた」

「風か邪ぜでふらふらに弱ってる乙おと女めに払わせる気かよー。ダサいなー」

　そう言いながら佳澄も笑い出した。バカだなー、と言い合いながらなおも笑っていると、佳か澄すみが急に真ま顔がおになり、「実は私も財さい布ふ忘れたんだ」と耳元でささやいた。結局、佳澄が自宅に財布を取りに戻り、その間、青あお木きは運転手の冷ややかな視し線せんを浴びることになった。
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　青木たちが部へ屋やを出ていった直後、「俺おれも帰る」と言ってハルがリビングを出ていった。

「あ、待ってくださいよ」

　玲れい子こも慌てて玄関に向かった。マリアも「見送ります」と言って後ろからついてきた。玄関に続く廊下を進むと、ハルはすでに靴を履はき終えていて、玲子たちのほうを見ていた。

「俺が口出しすることではないが、あいつは本当にお前と婚約するつもりなのか？」

　玲子にではなくマリアに対する質問だとすぐにわかった。

「どうでしょう」マリアが曖あい昧まいに答える。

「来週には答えを出さなければならないのだろう？」

「もう答えは出ています」

　え？　と声を漏らしたのはハルではなく玲子のほうだった。

　どういう意味だろうか、とマリアの話に耳を傾ける。

「直なお人ひとが先ほど言っていました。『もう決めた』と」

「決心がついたということか」

　そのようです、とマリアが小さく頷うなずくと、ハルは納得したのか、「じゃあな」とそっけなくつぶやき部屋を出ていった。まだ怒ってるのかな、と玲子は不安になる。

「追いかけないのですか？」

　閉まったドアを見つめていると玲子の背中に声がかかった。

「え？」

「森もり坂さかさんも、ハルさんとちゃんと仲直りをするべきです」

「え？　知ってたんですか？　あたしと片かた倉くら君が喧けん嘩かしてること？」

「お二人ふたりの様よう子すを見ていれば誰だれでもわかります」

「で、ですよね……」玲子は玄関の段差に腰を下ろし、急いで靴を履いた。「あ、あの……マリアさん」

「なんでしょうか？」

　靴を履いて後ろを振り返ると、マリアは廊下の中ほどに立っていた。

　玲子を遠ざけようとしたマリア。手紙で自分の意思を伝えてきたマリア。

　先日の夜の事件を忘れたわけではないが、今は不ふ思し議ぎとマリアを恐ろしいとは思わない。それどころか、マリアとなんでもいいから話してみたかった。そう。玲子は個人的にマリアに興きよう味みを抱いていた。彼女の人格に触れてみて、いくつかわかったことがある。マリアは飄ひよう々ひようとしているが決して悪人ではない。自分に厳きびしく他人に優やさしい。

　マリアが、「私はあなたに興きよう味みがない」というのなら引き下がるつもりだが、「これ以上、迷惑をかけたくない」と、自分に引け目を感じているのなら、そんなことはないですよ、と一言だけでも伝えておきたかった。

「マリアさん、あたし、全然なんとも思っていませんから」

「全然なんとも？」

「そうです。全然なんとも、です。だから、遠えん慮りよなんかしないで、どんどんあたしに話しかけてください」

「どんどん？」

「そうです。どんどん、です。あ、でも、二人ふたりっきりで話したり……あとは暗いところとかもまずいですよね……」

　集団の中に身を投じているときは吸血衝しよう動どうが湧わかない、と玲れい子こはハルから聞いていた。周囲に人が多いと意い識しきが一人ひとりの人間に集中せず、散さん漫まんになるらしい。また、どんな者であろうと集団の中にいると多少なりとも緊きん張ちようする。適度な緊張が理性を保つのだ。避さけなければならないシチュエーションは暗くら闇やみの中。それから一対一になったときだ。

「あの、それじゃあ……」

　マリアはわかったようなわからないような微妙な顔をしていたが、玲子が部へ屋やを出ていくとき、「ハルさんと仲直り。頑張ってくださいね」と言って、笑え顔がおを浮かべた。マリアの笑った顔を見たのはそれが初めてのことだった。




　とっくに帰っただろう、と思っていたが意外なことにハルはマンションの下で待っていた。

　ハルは玲子の存在を認めると、ぶすっとした顔で駅の方角に向けて歩き出した。玲子は早足でハルのあとを追いかけた。信号の手前で隣となりに並ぶと、「マリアと何を話していた？」とハルが低い声で訊きいてきた。咎とがめるような言い方ではなかった。

「片かた倉くら君と仲直りするように、ってマリアさんに言われました」

「……仲直り、か」

「どうして……あたしたち喧けん嘩かしちゃったんでしょうか？」

　喧嘩した相手にこういうことを尋たずねるのも変な話だが、ハルは笑いもしなかったし、怒りもしなかったし、無視もしなかった。

「お前はどう思う？　原因はどっちにあると思う？」

「あたしも悪いし……」と玲子は少し間を置き、「片倉君も悪いと思います」

　玲子のその発言にハルは一いつ瞬しゆん、驚おどろいたような顔をしたが、次の瞬間には笑い出していた。笑い出したといっても、含み笑いのようなもので、表情だけが笑っていた。

「あ、あの……あたし、何か変なこと言いましたか？」

「そうじゃない」と言ってハルはいつもの涼しい顔に戻り、「そうじゃない」を繰くり返した。

「じゃあ、どういうことですか？」

「お前らしいとも思ったし、お前らしくないとも思った。そのギャップが笑えた」

「ギャップですか……」

「お前も悪いし、俺おれも悪い。たしかにその通りだな」

「昔、お姉ねえちゃんが言ってました。どうすればいいのかわからなくなったときは、闇やみ雲くもに前に進まないで、一歩後ろに下がりなさいって」

「一歩後ろに？」

「はい。一歩後ろに下がれば、今の自分の状況がよく見えるからって」

「正せい論ろんだな」

「現状が把握できれば何が問題なのかも明らかになる。でも、人生は学校のテストとは違う。全すべての問題が解決できるわけではない。どうせ人生は理り不ふ尽じんなんだから、あまり人生に期待するな。……とかなんとか言ってました。ちょっとネガティブですよね」

　ハルは「そうだな」と頷うなずきながら笑っていた。

「そういうわけですから、一歩後ろに下がってみませんか？」

「一いつ緒しよにか？」

「はい、一緒にです」

「いいだろう」

　ハルはそう答えると玲れい子この腕を強引につかんだ。

　そして、玲子の意思を無視して腕を持ち上げ、無理やり後ろに引っ張った。

　その結果、玲子はハルと後ろに一歩後退する形になった。

「……あの……本当に一歩下がらなくても……」

「ちょっとした冗じよう談だんだ」ハルは真ま顔がおで言った。「ここは笑うところなんだがな」

「片かた倉くら君って……間違いなく将来は亭主関白ですよね」

　自然とため息がこぼれる。

　きっとこの人はいつまでもこの調ちよう子しなんだろうな、と玲子は思った。

「お前さ、その呼び方、いい加減に止やめろよ」

「……え？」

「呼び名のことだ。俺のことをいつまでも苗みよう字じで呼ぶな」

「みょ、苗字……ですか？」

「俺は自分の苗字があまり好きじゃないんだ。だから、下の名前で呼べ」

「下の名前……」

　ということは、『片倉君』ではなく『ハル君』と呼ばなければならない。

「あ、あの……急に言われても難むずかしいんですけど」

「ダメだ。今すぐに直せ」

「絶対にダメですか……？」

「なんだ、そんなに嫌いやなのか？」

「ち、違いますよ……嫌とかそういうんじゃなくて、ただ恥ずかしいだけです」

「じゃあ、一週間、テストするか」

「テスト？」

「ああ、テストだ」ハルは薄うすく微ほほ笑えみ、玲れい子この耳元でささやいた。「今日きようから一週間、俺おれのことを苗みよう字じで呼ばずに過ごせたら、お前にキスしてやる」

「──え、えええ？」

「どうだ？　少しはやる気が出たか？」

「え、き、キスって……そんな……」

「条件が厳きびしいか？　だったら、チャンスは五回にするか。五回以上、俺を苗字で呼んだら、キスは無効にする。この条件でどうだ？」

　ダメだダメだ、と思うがどうしてもハルの唇に目が向いてしまう。想像の中ではもう何度もハルとキスをしている玲子だが（妄想の中では意外と大だい胆たんなことをしている）、現実に「キスしてやる」と言われると、やはり動揺してしまう。玲子はあまりにも初う心ぶすぎた。

「練習しろ」

「は、はい？」

　さっそく『ハル君』と呼べ、と言っているのかと思ったら、

「自分の部へ屋やで練習しろ。百回くらい繰くり返せば少しは慣なれるだろう」

「練習……」
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　なるほど、と玲れい子こは思った。いきなり面と向かって『ハル君』と呼ぶのは難むずかしいし、最初はそれがいいのかもしれない。よし、さっそく帰ったら練習してみよう。

　……って、いつの間にか、とんとん拍子で話が進んでるよ。参ったなぁ……。

「おい、何をやってる。信号、青だぞ」

「あ、はい」

　大おお股またで歩き出したハルの隣となりに慌てて並ぶと、

「その堅苦しい言こと葉ば遣づかいもそのうち矯きよう正せいしてやる」

　と言いながらかすかに微ほほ笑えんだ。




　　　＋　＋　＋




「婚約はしない──それは正式な回答と見なしていいのね？」

「構いません」青あお木きは迷うことなく頷うなずいた。

　約束の一週間が過ぎ、青木は『主人』の書斎を訪れていた。

『主人』は青木に背を向けていて、窓まど枠わくを指でなぞりながら外を眺めている。青木の対応をしているのは目の前のソファーにかけているアニスだ。

「即答ね」

「何日も前から答えは決まっていましたから」

「差し支えなければ理由を訊きいてもいいかしら？」

「理由ですか？」

「あなたが断るなんて意外だもの」アニスは微笑しながら、「マリアはお気に召さなかった？」

　まあそう来るよな、と青木は内心で構える。そして、前もって準備しておいた言葉をアニスに浴びせた。

「その前に一ついいですか？」

「言ってみなさい」

　眉まゆ一つ動かさずアニスが先を促うながす。こういう反応が一番恐こわい。全すべて見み透すかされているのではないだろうか、と思ってしまう。

「推すい薦せんのお話なんですが、白紙に戻していただけませんか？」

「へぇ、そういうこと」

　今度は驚おどろいたような顔つきになったが、こちらが詳しよう細さいを語る前に全てを納得してしまった様よう子すだった。やはりこの人を侮あなどってはいけないな、と青あお木きは認にん識しきを深めた。

「推すい薦せんを受けない。つまり、『染せん化か』の儀ぎ式しきを受ける意思がないということね？」

「あ、はい。そうです」青木は慌てて頷うなずいた。「マリアはパートナーを欲しています。普通の人間でしかない、この俺おれと婚約しても無意味です」

「個人的な感情から婚約の破は棄きを望んでいるわけではない、ということね」

「はい」

「それで？」

「え？」

「推薦を白紙に戻して欲しいのでしょう？　その理由を訊きいています」

「そ、それは……」

「早く答えなさい」

　足を組み、きつい口く調ちようで尋たずねてくる。つまらないことを言ったら食われるんじゃないだろうか、と思えてしまうほどアニスの視し線せんには力がこもっていた。

「……後悔したくないからです」

　言ったあと、視線をアニスの顔からやや斜め下に移動させた。照れくさかったからだ。

「……フフフ」

　一いつ瞬しゆん、間があったあと、アニスが突然、笑い出した。怒られるよりマシかもな、と青木は思ったが、アニスの笑い方がやけに奇妙だったので、だんだん薄うすら寒さむくなってきた。

「面おも白しろいことを言う」

「……面白い、ですか」

「ええ、面白い」ようやく笑うのを止やめた。「でも、回答には不満があるわ。ねえ、リア？」

　窓まど際ぎわで一連の会話を聞いていたのだろう、『主人』がくるりとその場で反転した。アニスとはまた別の意味で恐ろしい、青木の『主人』、リア・ホワイトフォードの色素の薄い両眼が青木を捉とらえた。ローズピンクのルージュが引かれた薄い唇がわずかに開き、この日、初めてリアが言葉を発した。

「後悔したくない、と言ったな」

「は、はい……」

「それでは理由になっていない」リアの言葉にはなんの感情も込められていないかのようだった。「人であることを捨てるのだ。後悔しない人間など存在しない。それに、お前が後悔しようと後悔しまいと、我われ々われには関係のないことだ。違うか？」

「その通りです……」たしかに失言だった。青木は別の言葉を探す。

「直なお人ひと、曖あい昧まいな言葉に逃げてはいけないわ。きちんと筋を通しなさい」

「……すみません」

　カッコつけようとするからこうなるのだ、と青木は反省する。この二人ふたりの前で見み栄えを張っても仕方がない。正直に答えなければ──

「もう一度チャンスをやる。言ってみろ」

　リアが書斎机の前の椅い子すにゆっくりと腰かける。

　青あお木きはリアの動きが静止してから口を開いた。

「今の自分には資格がないと思ったからです」

「具体的には？」すかさずアニスが訊きいてくる。

「どうして人間からの逸いつ脱だつを望むのか、逸脱して何をするつもりなのか。──そういった指針が、志した当初と今では大きくズレてしまって……。薄うす々うすわかっていたはずなのに、引っ込みがつかなくなって……それで……」

「美しくない、ということね？　よこしまな気持ちがあったと？」

「その通りです」青木はさらに続けて、「自分には足りないものがあるような気がするんです。そして、それは人間である今しか手に入らないものだと思うんです」

「詩人みたい」アニスが再び笑い出す。「詩人でも目指してみたら？」

「アニス、黙だまれ」

　リアが低い声でアニスを注意する。貴き重ちような光景だな、と青木は思った。アニスとリアは姉し妹まいのような間あいだ柄がらで、実際には姉妹ではないが、リアが姉、アニスが妹、といった感じに見える。本人たちにそんなことを言えば、「冗じよう談だんじゃない」と怒られそうだが、彼女たちを知る者たちはそんな想定をしている。世界最強の姉妹である、と。

「推すい薦せんの件、こちらで取り消しておく。直なお人ひと、まだ何かあるか？」

「いえ、ありません」青木は深々と頭を下げた。「ありがとうございます」

「下がれ」

　リアは最後まで感情を表に出すことはなかった。




　部へ屋やを辞したあと、廊下でため息をついていると、少し遅れてアニスも部屋を出てきた。帰ると言うので青木は玄関まで付き合うことにした。

「マリアは何か言っていた？」

「しばらく日に本ほんに残るつもりのようです」

「それは、あなたのことを諦あきらめていない、ということ？」

「いえ、それはわかりませんが、他ほかにも理由があるみたいです」

「つまらない回答ね」

「どんな回答を望んでいたんですか……」

　三階から一階へ向けて螺ら旋せん階段を下りていく。その間、会話はなかった。アニスとの会話は常に緊きん張ちようの連続だが、無言のアニスと肩を並べて歩いていると、それはそれで緊張する。

「……直人」一階の大広間を歩いているとアニスが口を開いた。「今回のあなたの判断は一つの正解を示しています。今後とも精しよう進じんしなさい」

「あ、はい。ありがとうございます」




　アニスを見送ったあと、青あお木きは思った。あの人たちは、最初からこうなることがわかっていたのではないだろうか？　全すべてを見通した上で、自分を試したのではないだろうか？

　……考えすぎか？　いや、でも、ありえない話ではないな……。

「ん……？」

　正門の前から建物の中に引き返していると、電子音が辺あたりに響ひびいた。

　ケータイの液晶画面には『マリアのケータイ』と表示されている。

「もしもし」

『直なお人ひとですか？』

「俺おれじゃなかったらどうするんだ？」俺のケータイなのに、と付け加える。「どうした？」

『今、佳か澄すみと一いつ緒しよにいるのですが──』

「……え？　佳澄と？」ケータイを耳に当てたまま玄関を通り抜けると、その直後、強い風が吹いて扉が勝手に閉まった。「大丈夫なのか？」

　佳澄の血はわりと好きな部類に入る、とマリアは以前言っていた。

『街に出ているので平気です。それに昼間ですから』

「そうか」ひとまず安心のようだ。「わかった。すぐに合流する。で、どこにいる？」

『トイレです』

「は？」

『先ほど佳澄にトイレに行くと断って、ようやく一人ひとりになることができたのです』

「ああ……そういうことか」

『どうかしましたか？』

「いや……なんでもない」

　トイレの中にいるマリアの姿を想像してしまった、とは口が裂けても言えない。電話で助かった、と青木はホッとする。

「あのファッションビルまでだと……どんなに急いでも三十分はかかるな」

　現在地を改めて聞き出した青木は目的地までの所要時間を目算し、答えを弾はじき出した。

『ご迷惑をおかけします』

「それは別にいいよ。……じゃあ、あとでな」

『慌てずゆっくり来てください。交通事故に気をつけて』

　青木はその言い回しがおかしくて、はいはい、と苦笑しながら電話を切った。

　風で閉まった玄関の扉を開けて外に出ようとすると、冷ややかな風が舞まい込んできた。

　青木はその冷風を一身に浴びながら、外へ駆け出した。
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　旧市街地でひと騒そう動どうあった数日後、オーラルの授業で、ディベートが行われた。

　テーマは例によって『宿題はあったほうがいいか、ないほうがいいか』という単純そうで奥の深いテーマで、あたしたちのグループは『ないほうがいい』という立場を取ることが先週から決まっていた。語学堪たん能のうな青あお木き君とマリアさん。それに口くち喧げん嘩かに強い佳か澄すみが同じグループにいたので、とても心強かった。

　あたしたちのグループと対するのは、ハル君（下の名前で呼ぶのもだいぶ慣なれてきた）たちのグループだった。ハル君のグループには奈な津つ美みもいた。

　青木君とハル君はいつの間にか仲直りしていて、今日きようの昼休みなんかも、カフェテリアで小こ桜ざくら君を交えて食事を摂とっていた。ハル君のほうから折れるということはまずありえないことだから、きっと青木君が上う手まくやったんだと思う。あの二人ふたり、自分にないものを相手の中に見ているような気がする──って奈津美が言っていたけど、そうなのかな？

　ディベートは散さん々ざんだった。いかに強い味方がついていたって、陰に隠れているわけにはいかない。『必ず全員、発言すること』というルールがあったからだ。そして、あろうことか、ハル君はあたしが発言したときだけ、理り不ふ尽じんな反はん論ろんを投げかけてきた（きっとわざとだ）。あたしはハル君の流りゆう暢ちような英語を聞き取ることができなくて、しどろもどろになりながら、「もう一度、お願ねがいします」と何度も訊きき返した。

　あたしがハル君に一方的な攻こう撃げきを受けたことで、議ぎ論ろんは白はく熱ねつし、激げき化かしていった。普ふ段だん、物静かで感情を表に出さないマリアさんも、「宿題がなくなると学力が低下する？　だったら、勉強がいかに大切かという、勉強の重要性を説けばいいのです！」と熱あつくなっていた。ただ、この発言のとき、マリアさんは明らかに日に本ほん語ごを使っていたけれど（たぶんいろんな言語がごっちゃになったんだと思う）。佳か澄すみは面おも白しろければそれでいいみたいで、「やっぱ、宿題は必要だよ」と何な故ぜか敵の味方をしたり、「その意見には客きやつ観かん性せいがない」と味方を攻撃することもあった。

　そういえば、青あお木き君とマリアさんの婚約の話は、一いつ旦たん、白紙に戻ったみたいだけど、今も毎日、一いつ緒しよに登校しているみたい。二人ふたりが並んで登校する姿は、誰だれがどう見たって恋人同士って感じなんだけど、本当のところはどうなんだろう……ちょっと気になる。

　明日あしたで約束の一週間になる。「苗みよう字じは禁句。五回以上、口にすることなく一週間過ごせたらキス」という例のあれのことだ。なんとか四回しか間違えずにすんだんだけど、本当にご褒ほう美びはあるのかな？　……あ、あるよね？

　あんな約束を本気にしていたのか、とか言われそうな気がしないでもないけど、そのときは恋人同士なんだから約束なんてなくてもキスくらいしますよ、と言ってやるつもりだ。
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　──と、そんなことを先日、知り合いに話したのですが、「物語の登場人物に名前をつけるのと、現実に生まれてきた子供に名前をつけるのは意味合いが違う」と言われてしまいました。何がどう違うのかと訊きいたら、「お前が頭の中で作り出した登場人物には個性があるだろうけど、生まれたばかりの子供は無個性……というかまっさらだ。子供に名前をつけるのは想像以上に難むずかしいぞ」とその知り合いは答えました。そしてさらに、「だから、子供の名前は親の願がん望ぼうとか希望を反映したものが多くなる」としたり顔で言いやがりました。なんだよ、得意げな顔しやがって！　でも、言っていることは正せい論ろんです。なるほど。その通りだ。

　というわけで私に子供の名前を考えてくれと言われても困ります。なんのアドバイスもできません（たぶんそんな依頼はこないと思うけど）。




　さて、本書を出版するにあたり、担当編集の三み木き氏には大変お世話になりました。的てき確かくかつ百発百中かつホールインワンかつハットトリックかつ……えー、とにかく鋭するどいご指摘ありがとうございました（私の貧困なボキャブラリーでは氏の華か麗れいな仕事ぶりを的確に表現することは不可能です。残念です）。イラストレーターのChiyokoさん、大変お疲れ様でした。まだラフしか拝見しておりませんが、近い将来、美麗なイラストが私のハートを破は壊かいすることは疑う余地もないことであります（粉々です）。

　また、本書の制作の過程に携わった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。




　最後に本書を手にとってくださった読者の皆様に感かん謝しやを。

　ありがとうございました。





二〇〇七年八月末　周防ツカサ＠まだまだ暑いです。　　　　
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周す防おうツカサ

第５回電撃ｈｐ短編小説賞《大賞》受賞。長崎県出身。座右の銘……考え中。趣味……考え中（考えることか！）。年齢……３２０歳くらい？（いい加減にしろ！）。性別……その日の気分で変わる（変わるな！）。来年の目標……自分自身にツッコミを入れない（……）。
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Chiyoko

１９ＸＸ年５月生まれ。マイペースで絵を描いてます。特技は暗闇で黒猫を見つける事。黒髪、メガネ、ツンデレが弱点。最近はガマグチ収集がとまりません…。
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